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明け方のオマエに愛を告げる





　









　蟬せみが鳴いていた。暦こよみは秋を告げていたが、まだ空気は充じゆう分ぶんに夏の湿しつ気けを含ふくんだままだ。陽ひ差ざしはじりじりと肌はだを灼やき、風もなく、じっと立っているだけでも汗あせが噴ふき出してくる。九月最後の日曜日はそんな日だった。


　残暑の空気は、例外なく眞ま宮みや旭あさひの身体からだにもまとわりついてきた。それでも体育館裏の木こ陰かげまで来れば僅わずかに涼りようが望める。けれど旭が殆ほとんど駆かけるようにしてここまで来たのはまた、別の理由だった。


「……っ、……は」


　荒あらい息と共に抑おさえていた声が漏もれた。両りよう膝ひざに突ついたてのひらに、ぎゅうっと力がこもる。ぽたぽたと暑さの所せ為いだけでない汗が、額から頰ほおから顎あごから伝い、乾かわいた地面に染しみ込んでは消えていった。人のざわめきとホイッスルの音が聴きこえる。そう遠くはないはずなのに、それはどこか膜まくを被かぶせたように思えた。


　バスケットボールが床ゆかを打つ音、バッシュが鳴らす甲かん高だかい響ひびき、いろんなひとの声。さっきまで自分を包んでいた様々なものが蘇よみがえる。同時に、それは旭の胸に言い表しようのない重いものも運んできた。敗北の瞬しゆん間かんの、苦しさも。


（……くそ）


　内心で毒づいて、旭は目を閉じた。強く瞑つぶった瞼まぶたの裏に、赤と黒の色がちかちかと光る。ぐるぐると身体中を回る悔くやしさを、どうやって外側へ逃にがせばいいのかわからない。


「旭」


「……っ」


　不意に背後から聞こえた声に、旭は勢いよく振ふり返った。馴な染じみのある声に呼ばれて思わず反応してしまったが、すぐに後こう悔かいした。今の自分の顔はきっと、到とう底てい他人に見せられるものではない。そう思って、らしくなく旭は顔を俯うつむけた。


「……旭」


　声の主は、僅かに驚おどろいたようにもう一度旭の名前を呟つぶやくと、止めていた足を再び動かした。いつもと変わらない穏おだやかな速度で、梶かじ原わら孝たか行ゆきは旭の前まで来る。手には凍こおらせていた中身が半分溶とけたスポーツ飲料のミニペットボトルと、タオルが握にぎられていた。


「……脱だつ水すい症しよう状じよう起こすぞ」


　十センチ以上も上から降ってくる声は至って普ふ通つうだった。常の梶原の、穏やかな声こわ音ねだ。けれどまだ顔を上げられずにいる旭の腕うでを、その手がやんわりと摑つかむ。そのまま冷えたペットボトルを握らされた。


　礼を言いたいのに声が出ない。いつもの自分なら「気が利きくじゃん」と軽口のひとつでも叩たたいて笑えるのに、今はそれができなかった。そんな旭に気が付いているだろうに、梶原は特に変わった反応はしなかった。ただ次の瞬間、音を立てて頭になにかが被せられる。梶原が持っていたスポーツタオルだ。


「……俺たちは頑がん張ばったよ」


「……っ」


　ひゅっと旭は息を呑のんだ。タオル越ごしに、梶原のてのひらが旭の頭に触ふれたのを感じる。なにも言わない旭に梶原は言葉を続けた。


「だろ？　旭」


　問いかけのような言葉に、旭は持っていたペットボトルごと梶原のシャツの胸を摑んだ。自分と同じように汗で濡ぬれたユニフォームに、堪こらえていたものが溢あふれ出す。


「……っけどくやしい……っ」


「……うん」


「最後だったのに、もうちょっとだったのに……っ」


「……うん、そうだな」


　タオルを頭から被ったまま、梶原の肩かた口ぐちに額を押し当てた。悔しくてこんなに泣いてしまうなんて、初めてだった。中学最後のバスケ部の試合。ほんのワンゴール差で負けてしまった事実は、思いの外旭の心を乱した。終しゆう了りようと同時にその場から抜ぬけ出してしまうくらいには。


　自分でも予想外だった。こんなに悔しいなんて思わなかった。ましてやいつもふざけ合ってばかりいる友人の前で、泣き顔を晒さらしてしまうなんて、普ふ段だんの旭なら考えられない。


「……悔しかったよな」


　梶原の声は旭の訴うつたえにやわらかく応こたえながらも、やはり少しだけ苦い色が滲にじんでいた。それを聞いてようやく、自分だけが悔しいわけではないのだと、そんな当たり前のことに旭は気が付いた。梶原は他の同級生や友人より、少し大人びている少年だったが、それでも自分と同じ十五歳だ。そして毎日毎日、今日までずっと一いつ緒しよにバスケットボールを追いかけてきたのだ。


「……孝行」


　顔を上げ、仲間であり友人である目の前の少年の名前を呼んで、旭はぐしゃりと顔を歪ゆがめた。二年半のバスケ生活が頭の中を流れるように過よぎっていって、酷ひどく切ない気持ちになった。我が慢まんできずにぽろぽろと涙なみだが溢れてくる。


「……まだ俺、おまえとバスケ、したかった」


「……旭」


　声は情けないくらいに弱々しくて、しかも嗚咽おえつが混じって途と切ぎれ途切れになった。それでも思いを口にすることは止まらなくて、ただ旭は目の前の友人に告げた。


「もっと……いっぱいしたか、った」


　これが最後なんて悔しい。笑って、楽しかったと抱だき合って終わりたかったのに。


「旭……」


　被ったままのタオルで涙を強く拭ぬぐった旭は、その時頭上で梶原が浮うかべた表情に気付かなかった。再び名前を呼ばれ、肩に手が置かれる。いぶかしんで顔を上げたのと同時に、影かげが差した。タオルがひらりと地面に落ちる。


「……たかゆ」


　呼び返そうとした名前は、最後まで言えなかった。僅かに開いていた口唇くちびるに、やわらかいものがやんわりと触れた。


（───な、に……？）


　重なって触れただけのそれは、すぐに離はなれていった。けれどその瞬間直じかに感じた、自分のものではない吐と息いきや体温を思わず反はん芻すうしてしまう。


　瞠みはったままの目が梶原の視線と合った。旭には見慣れた友人の顔が一瞬、知らない人間のように思えた。


（……今のって）


「たか……」


「おーい！　集合だぞ！」


「……っ」


　口を開きかけた旭は、遠くから聞こえた声にびくんと肩を竦すくませた。なにを言おうとしたのか自分でもわからないままでいると、先に梶原が動いた。


「今行く！」


　叫さけび返して、旭の肩に置いたままだった手を離した梶原は、タオルを拾い上げた。軽く汚よごれを払はらって旭の首にかけると、ふいっと背を向ける。


「ちゃんと汗とか……拭ふいてから来いよ」


「……孝行！」


「……バスケならまだできるだろ」


　思わず呼び止めた旭に、梶原は歩き出していた足を止めた。それから少しの間の後、背を向けたままそう言う。え、と訊きき返すと僅かに振り向き、けれど目は合わせないままだった。


「同じ高校行けば、いつだって一緒にやれる」


　それだけ言って、旭の方を見ないまま今度は駆け足で去って行ってしまった。その姿が体育館の角を曲がり見えなくなっても、旭はその場に立ったままだった。


　いつの間にか涙は引っ込んでいた。けれどその涙と汗の痕あとで汚れているだろう顔をごしごしとタオルで擦こすりながら、旭はぼうっと思考を巡めぐらせた。


（……同じ高校行けば、か……。そうだよな、そうすりゃまた、孝行とも……）


　バスケをやれる。そう思って紛まぎらわそうとしたが、駄だ目めだ、と旭は再び頭からタオルを被った。じわじわと、首から顔へと熱が広がっていくのを感じる。


（あいつさっき……なに、した？）


　自分はなにをされた？


　自問しても出てくる答えはひとつだけだった。何故なぜだとかどうしてだとかなんでだとか、全部同じ意味の問いを繰くり返しても一緒だ。梶原がなにを思っていたのか、そんなことはわからない。けれど、健全な十五歳である自分の知識が間ま違ちがっていなければ、あれは確かに。


（───キス、された……）


　そしてそれは、旭の「初めて」だった。











　むく、と旭は上半身を起こした。まだ完全には覚かく醒せいしきっていない頭を抱かかえるように、布ふ団とんの中にある膝ひざを立てて顔を伏ふせる。さらりと癖くせのない綺き麗れいな黒くろ髪かみが揺ゆれた。


（……ちくしょ、ヤな夢見た……）


　よりによって、今年最後の日にあんな昔の夢を見るなんて、最悪としか言いようがなかった。それでもぼんやりと、旭の頭はさっきまでの脳内の映像を手た繰ぐっていってしまう。


　───二年前、中学最後のバスケの試合の日、ファーストキスを奪うばわれた。中学に上がってからずっと、部活でもそれ以外でも仲のよかった友人───梶原孝行に。


　あの日、悔くやし泣きをしていた旭に、梶原は唐とう突とつにキスをしたのだ。……キス、だったんだよな、と旭は今でも疑問形で考えてしまう。何故かと言えば、梶原のその後の態度が原因だった。


　あの後、はっと我に返った旭が体育館に戻もどると、ミーティングが始まろうとするぎりぎりのタイミングだった。


　引退試合を黒星で終えてしまったことに落ち込むメンバーや、それを励はげます顧こ問もん、反省点も含ふくめた監かん督とくの言葉。そんなものさえどこか旭は上の空だった。ちらりと目を遣やった梶原の横顔は普段と変わった様子もなく、つい今さっき、自分にあんな触れ方をしたようには到とう底てい思えない。その違い和わ感かんに、旭は眉まゆを顰ひそめた。


　ふたりでの帰り道さえ、梶原は全くなにも変わらなかった。普段通りたわいもない話を振ふってきて、笑って、分かれ道で「じゃな、また明日」とあっさり背を向けた。


　なんだそれ、と旭は呆ぼう然ぜんとした。それからすとん、と納なつ得とくしたのだ。つまり、こういうことだ。───なかったことにされた。


　思った通り、それからも梶原はその日の体育館裏の出来事について、触れてくることはなかった。最初は怒いかりさえ沸わいていた旭も、そのうちにどうでもよくなった。


　梶原は相変わらず友人として好ましい相手だったし、一緒にいるのは楽しかった。中学に上がり、バスケ部に入部して知り合って、一番気が合う友人だったのだ。言動が些いささか乱暴でマイペースな旭を、梶原は気負いなく受け入れてくれる。それがわかるから梶原の傍そばでは旭も旭らしくいられた。そんな風に、自然に楽な気持ちで一緒にいることのできる数少ない人間だった。


　それほどの友人を、ただの……気まぐれだったのか魔まが差したのかはわからないが、そんなことで失うなんてしたくなかった。自分が忘れることですむのなら、それでいいとその時の旭は思ったのだ。


　それが、自分が初めて何かから「逃にげた」のだと気付いたのは、それからずっと後のことだ。


　だってその時は知らなかった。わからなかった。


　梶原が自分にキスをした理由だけを純じゆん粋すいに知りたくて、そこに嫌けん悪おなど少しも感じていなかったことを。それでも自分から訊けずにいたのは、気の迷いだと笑われるのが怖こわかったからだということも。


　そして未いまだに、それがどんな感情から来ているのか、旭は迷っている。


　結局あの日彼が言った通りふたりは同じ高校へ進み、友人関係は恙つつがなく続いていた。相変わらず梶原は妙みように飄ひよう々ひようとして落ち着いていて、その寛かん容ようさと面めん倒どう見みの良さから、ふたりで入部したバスケ部でも部長になったほどだ。彼は旭の罵ば詈り雑ぞう言ごんや謂いわれのない拳こぶしにも、本気で怒おこることはなかった。その空間は相変わらず穏おだやかに心地ここちの好よい、旭の居場所だった。


　だからこそ旭は、そこから踏ふみ出せないでいる。


　あの日のあれが、本当はなんだったのか。知りたくて仕方ないのに、訊くことができない。


　自分だけが、わだかまっている。自分だけが、燻くすぶっている。梶原はきっともうなんとも思っていないのに、忘れているのに、自分だけが。


「……あーくそ」


　誰だれにともなく毒づいて、旭はぼすん、と再び枕まくらに頭を埋うずめた。


　それでも今までやってきたのだ。あれから二年、つかず離れず気の置けない友人としてうまくやれていた。それなのに、今いま更さらあんな夢を見るなんて思わなかった。


（……や、違うか）


　───原因ならわかっていた。











　数日前のことだった。高校二年の二学期が終しゆう了りようし、短い冬休みに入ったばかりの年末。クリスマスもつい先日終わり、街は年とし越こしの準備に忙いそがしい。


　冬休みでもバスケ部の練習はあるが、終日やれるぶん普ふ段だんよりも上がりは早い。けれど帰宅した旭は母の頼より子こにおつかいを頼たのまれ再び外へ出た。向かった先は、近くで独り暮らしをしている祖父が営んでいる喫きつ茶さ店てんだ。今時の洒落しやれたカフェとは違うが、昔ながらのこぢんまりとしたご近所さんに愛される店だった。歩いて十分もかからない距きよ離りだが、愛犬である黒いラブラドールレトリバーのマドンナを連れて行くことにした。


　店の外観は、少しくすんだ白い壁かべと煉れん瓦がに、鬱うつ陶とうしくない程度に這はっている蔦つたが特とく徴ちようだった。濃こい茶ちや色の木き枠わくで囲まれたドアの硝子ガラス面には『喫茶・ひいらぎ』の文字がある。


　おまえはここでちょい待ち、と外のポールにマドンナのリードを括くくり付ける。賢かしこい彼女は、騒さわぐこともなく旭の言葉を理解したように伏せをした。その頭を撫なでてやってから、ＯＰＥＮのプレートのかかったドアを開けると、カランカランと軽かろやかなベルの音が響ひびいた。


　照明を少し落とした店内は、外と同じ白と濃茶の壁のコントラストが落ち着いた空間を生んでいた。珈琲コーヒーの香こうばしい薫かおりが鼻び孔こうを擽くすぐる。


「いらっしゃいませ。……ああ、旭か。わざわざすまんな」


「いいよ。どうせ暇ひまだったし」


　右手カウンターの奥からかかる祖父の声に、旭は笑えみを浮うかべた。


　ロマンスグレーの穏やかな相そう貌ぼうがやわらかく笑みを刻んで、旭の手から袋ふくろを受け取る。中にはテイクアウト用の大きな箱がふたつ入っている。


　頼子に託たくされた届け物は、彼女手作りのガトーショコラとベイクドチーズケーキだった。頼子の趣しゆ味みのひとつがお菓か子し作りで、こうして定期的に祖父の店に届けられ、メニューに加えられている。お客さんの評判もなかなか上々らしい。


　紀き伊い昌しよう一いち郎ろうというのが祖父の名前で、母の父にあたる。頼子はお嬢じよう様さま育そだちというわけではないが、おっとりとしていて至ってマイペースな性格だった。ふわふわとした物もの腰ごしで我が母ながら可愛かわいらしいとは思うのだが、いかんせんにっこり笑って「お願いごと」をされると旭には断れないというのが難点だ。父親は父親でこれまたのんびりした性格をしており、似たもの夫ふう婦ふといったところだろうか。それなのに旭の言動が雑なのは、その反動なのかもしれない。


　どの道自分がどんな態度でなにを言おうが、彼らは毛ほども気にしない。本気で毒を吐はいているわけではないことを、よく知っているのだろう。


「夕飯も食べていくか？」


「うん。あ、じいちゃん。ケーキさ、どっちも二個ずつテイクアウト用に取っといてくんねえ？」


「梶原くんか？」


　そうだと頷うなずいて、旭はカウンターの一いち番ばん端はしに腰こし掛かけた。


　丁度梶原に借りたいＣＤがあったことを思い出したので、ついでにケーキでも持っていってやろうと思い立ったのだ。梶原は外見に似合わず激しい甘党で、特にチョコレートの類たぐいが好物だった。ガトーショコラにも勿もち論ろん目がない。


　温おん泉せん卵たまごの載のったナポリタンとサンドイッチを平らげて一息ついた後、旭は店を出た。途と中ちゆうマドンナに晩ご飯を与あたえたり、忙しくなった折にちょっと店内を手伝っていたので、来た時とは違ちがい外は宵よい闇やみだ。身体からだを包む冷気に、旭はぶるっと震ふるえた。首元にボアの付いた厚手のジャケットのファスナーをきっちり閉める。手て袋ぶくろ持ってくりゃよかったなと思いながら、おとなしく待っていたマドンナをひと撫ぜして旭は梶原の家の方角へと足を向けた。


「……うーさみ……」


　思わず独りごちると「なに？」というようにマドンナが首をこちらへ巡めぐらせる。なんでもねえよと笑って、旭は歩みを進めた。ついでに梶原になんかあったかい飲み物でも貰もらおうと、しばらくして遠目に見えてきたモダンなマンションにそんなことを考える。


　そういえば、どうせ家にいるだろうと思ってまだ連れん絡らくをしていなかった。けれどケータイに電話してマンションの前にいると告げればそれで大だい丈じよう夫ぶだろう。


　丁度マンション近くの交通量の多い道路で信号に引っかかり、これ幸いとポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出した旭は、ふと手の動きを止めた。


　テールランプが尾おを引くように車が目の前を行き来している。その少し向こう、マンションのエントランス付近を歩く人ひと影かげに旭は目を留めた。見慣れた横顔のそれは梶原に間ま違ちがいないのに、旭は信号が青になっても足を踏み出すことができないでいた。だが、くいくいと脚に触ふれるものがあって我に返る。


「……あ、ごめん」


　見るとマドンナが旭を促うながすように顔を寄せていた。早く行こうとばかりに尻尾しつぽを振るマドンナに謝って、旭は携帯電話を閉じるとポケットにしまった。


「……帰るぞ、マドンナ」


　そう言って、来た道を戻もどる旭に一いつ瞬しゆん迷ったようだったマドンナも、リードを引かれるままついてくる。半分無意識に足を動かしながら、旭の頭の中は今さっき見た映像でいっぱいだった。


（……なん、だよ……）


　梶原はひとりではなかった。年上だろうか、ベージュのコートを細身の身体に羽織った髪かみの長い女性は、親しげに梶原の腕うでを摑つかんでいた。梶原の手にはスーパーのビニール袋が握にぎられていて、ネギらしき野菜がその端はしから顔を出しているのが遠目にもわかった。


　梶原は、眦まなじりが少し垂れ気味の目が特徴の、甘い容姿をしている。やわらかい印象を与えはするが童顔ではない。それに落ち着いた穏やかな性格や、百八十センチという長身の所せ為いで周りの同級生より幾いく分ぶん大人っぽく、私服なら大学生くらいには見えるだろう。だから、綺き麗れいな女のひとと並んでいても随ずい分ぶんと様になっていた。


　女性がなにかを梶原に言い、困ったように笑った梶原が頷くと、彼女も嬉うれしそうに笑みを浮かべて、梶原に抱だきついた。慌あわてて梶原は彼女の身体を離はなしたが、人目を気にしたのだろう。


　そんな一連の出来事を思い返して、旭は一いつ旦たんぴたっと足を止めた。だがすぐさま全速力で走り出す。そんな主人にびっくりしたようだったマドンナも、すぐにその駿しゆん足そくを活いかして旭と並んで駆かけ出した。


　なにも考えたくなかった。今見た光景がなんなのか。どういうことなのか。既すでにわかっているのに認めたくない自分を、知りたくなかった。


　バスケの練習以上に息を切らして旭は家に帰り着いた。手に持っていた紙袋の中の箱を開けると、案の定ケーキは崩くずれかけている。結局母親の作ったケーキを自分の小こ遣づかいで買ったようなものかと思ったら、なんだかおかしくさえなった。


　次の日のバスケ部の練習でもまだ頭が考えることを拒きよ否ひしているからか、旭は梶原に会っても動どう揺ようの欠片かけらすら見せずにすんだ。普ふ通つうに、いつもと同じように軽口を叩たたいている自分を、ただ遠くから眺ながめているような違い和わ感かんだけがつきまとっていた。


　だが練習終了後、今週の当番だった旭が部誌を顧こ問もんに届けに行って、部室に戻った時だった。


「……んで？　ほんとはいんだろ、梶原。もったいぶんなよなー」


「案外しつこいな、おまえも」


　僅わずかに隙すき間まの開いていたドアの向こう、部室内から聞こえた会話に、ぴく、と旭は肩かたを揺ゆらした。ノブに伸のばそうとした手を引っ込めてしまう。


　片方は同じ二年のレギュラー、伊い庭ば章しよう吾ごの声だ。伊庭の面おも白しろがるような声に少し呆あきれを含ふくんだ返事をしたのは、梶原に間違いない。詳くわしい話はわからないが、なにか今入って行ってはいけないような気がして、旭はそのままじっと待った。


「だーっておまえ、モテんだもんよ。梶原に本命がいんならさ、女の子達も諦あきらめるかもしんないだろー？」


「おまえだってモテんだろ。散々遊んでる癖くせによく言うよな」


「それとこれとは別。つか実は単に梶原の恋れん愛あい事情が知りたいだけ」


「……好きだなおまえ、そういうの」


「いいじゃん、コイバナ。潤うるおうしさー。で？　いるんだろ。別に吹ふいて回ったりしねえよ？」


「別にんなこと心配してねえけど。……つか、断定してんじゃねえかよ」


「お、認める？」


　伊庭の弾はずんだ声に重なって、心臓が跳はねた。同時に、脳のう裏りに昨日の女性の姿が浮かぶ。嫌いやなもやがじわじわと身体に広がっていく感じがして、咄とつ嗟さに旭はシャツの胸を摑つかんだ。


「……いるよ、好きな相手」


　がんっと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきが走った。部室内での会話は、そんな旭をよそにまだ続く。


「白状したねー梶原クン。で？　誰だれだれ？」


「それは教えない」


「えーなんでだよー。教えろよー」


「駄だ目め」


「けち！……しゃーねえ、んじゃ相手は訊きかねえけど。うまくいってんの？」


「……まあ、いってるといえばいってるような、いってないといえばいってないような」


「なんっだよそれ！　どっちなんだよ。……ってまさかおまえ」


　一瞬の間があった。伊庭の問いかけに、梶原の苦く笑しようを帯びた声が応こたえる。


「……いろいろ考えてると、大切すぎて手が出せねえんだよな」


「……うーわ」


「おまえ今引いただろ」


「いやー、つか梶原、やっぱおまえってクソ真面目まじめな奴やつ～。そうだとは思ってたけど、男前なのにヘタレだねー」


「悪かったなヘタレで。下手に手出して拒否られたらどうすんだよ」


「まあそりゃ怖こわいけどさあ。けどおまえ、そんなんで大丈夫なの？」


「訊くなっつの……それが意外と切せつ羽ぱ詰つまってきてんだから、最近……」


「わは、やっぱそうかー。そうだよなあ。ボクら健全な男子高校生だもんなあ」


　なんなら協力するぞー、と楽しそうな伊庭に、梶原はうんざりした声で「いらねえ」と返した。まだ似たような会話は続いていたが、旭の耳にはもう入らなかった。


（……なるほどな）


　妙みように諦てい観かんした気持ちが落ちてきた。偶ぐう然ぜんとはいえ、今のでもう完全に見えてしまった。


　昨日の女のひとこそ、梶原の「本命」なのだろう。抱きつかれて照れたような、焦あせったような表情をしていたのも、きっと「大切すぎて手が出せない」から。「下手に手を出して拒否されたら怖い」から。


　───それだけ彼女のことが好きなのだ。大切なのだ。


　中学の時の一度だけの口くち接づけを、本当は未いまだに忘れられずにいた自分なんか、とうの昔に彼の眼中にはなかった。そもそもそんな対象にすらならなかったのだろう。


　密ひそかに密かに旭の胸に息づいたままだった恋こい心ごころは、自覚した途と端たんに、蓋ふたをされた。芽め吹ぶく間もなく、小さく萎しおれていったのだ。


　馬ば鹿からしくて、涙なみだも出なかった。











　だからあんな夢を見た。そもそも自分は夢を見るのがあまり好きではない。えてして夢というものは辻つじ褄つまが合わない内容のものが多く、尚なおかつあまりいい気分になるものがない。楽しい幸せな夢なんか、旭は今まで見たこともなかった。


　黒く細い髪に、小作りな輪りん郭かく。長い睫まつげに縁ふち取どられた二ふた重えの瞳ひとみは大きく、鼻と口は小さめ。あまり身体からだも大きくなく華きや奢しやだといっていい旭は、見目だけなら可愛かわいらしいと幾いく度ども言われてきた。黙だまって立っていれば可か憐れんとすら言われたこともある。けれどそれはつまり、中身とのギャップがありすぎるという揶や揄ゆでしかない。


　口は悪いし態度もでかい。物もの怖おじしないし、他人の変化には敏びん感かんだ。けれど旭はそんな自分の性格を決して嫌きらってはいなかった。それでいてポーカーフェイスも得意だから、大たい抵ていのことは隠かくし通せる。他人に知られたくないことがあれば絶対にばれない自信があった。


（可愛くなくて結構。……それで俺はやってきたんだから）


　聡さとい思考も、役に立つ。選せん択たくは即そつ決けつ。……迷うことは、好きじゃなかった。


　……梶原を、失なくす前に気付けてよかった。変に吐と露ろして今の立ち位置を崩してしまうくらいなら、先に自覚して、相手に知られる前にきちんと諦めたほうが何倍もいい。


（……大だい丈じよう夫ぶ、俺は、大丈夫）


　心の中で呟つぶやいて、旭はようやっとベッドからもう一度身体を起こした。伸びをして、枕まくら元もとに置いた携けい帯たい電でん話わを手に取る。時間は午前九時前だ。今日は大おお晦日みそか、世間は忙せわしなさがピークに達している日だ。さすがに部活はない。


　だが、夜には梶原との約束がある。年の明ける前に彼は旭の家へやってきて、新年を迎むかえたら近くの神社まで初はつ詣もうでに向かう。それが梶原と仲よくなってから、ずっと続いている年末年始の過ごしかただった。


　それにしても、今年は俺と年とし越こししてる場合か？　と少しだけ旭は考えた。手は出せないにしても、件くだんの彼女とはそれなりに仲はいいようだった。そもそも梶原の家には両親も兄も弟も妹もいるのだ。広い造りになっているとはいえ、家族がいる家に連れてくるくらいなのだから、公こう認にんされているのではないのだろうか。だったらカウントダウンイベントにでも行って、仲を深めてくればいいだろうに。


（……って、俺が知ったことかよ）


　考えるたびに、いちいち胸が痛む。諦めるつもりでも、すぐには根付いた想おもいは消えてくれそうになく、少しだけ旭は憂ゆう鬱うつになった。


　けれどきっと、梶原がキャンセルをしてきたらきたで、自分は傷付くのだ。それくらいは予想がつくから、わざわざこちらから予定を取り消すことはしない。勿もち論ろん本当に梶原の方から言われれば、ひとしきり文句を返してから承しよう諾だくしてしまうだろうけれど。


　だが旭の考えていたような連れん絡らくはなく、家の掃そう除じやら昌一郎の店の手伝いやらに駆かられているうちに、あっという間に一日が過ぎた。


　眞宮家の大晦日の夕飯は、毎年すき焼きに決まっていて、六時くらいに食べ始める。この日ばかりは昌一郎も一いつ緒しよに食しよく卓たくを囲むのだ。だが彼はその後また店で常連のお客さんたちと年越しの集まりがあるので、しばらくしたら帰ってしまう。これで今年会うのは最後だと、店へ戻もどる祖父を「良いお年をー」と見送った。それから風ふ呂ろに入り、濡ぬれた髪かみをがしがし拭ふきながら廊ろう下かを歩いていると背後から名前を呼ばれた。


「ちょっと旭！」


「なんだよ」


　振ふり返らなくてもわかるその相手は、妹の星あかりだった。旭とは年子で市内の女子校へ通っている。肩かたまである癖のないまっすぐな髪は少し茶色く、瞳の色素も僅わずかに薄うすい。旭が漆しつ黒こくの髪と目をしているのとは対照的だったが、どちらも生まれつきだ。ただ大きくぱっちりした目やバランスのいい鼻や口などはパーツごとに見ればとてもよく似ている。身長はさすがに旭の方が十センチばかり高かった。


　だが総じて他人から見ればそっくりな兄妹らしく、双ふた子ごですかと訊かれたことも過去何度かあった。ただ、性格は、全く違ちがう。


「梶原さんは!?　まだ来ないの!?」


「来てねえよ。なんだよ、おまえ出かけんだろ」


「だーかーら訊いてるんでしょ！　最後に梶原さんの格好いい顔見てからじゃないとあたし、安心して年越せないもん」


　どんな安心だよ、と旭はこっそりため息をついた。星は旭が初めて梶原を家へ連れてきた時から、彼のファンだと言って憚はばからない。だがそれは恋愛感情というよりは、アイドルに抱いだくような憧あこがれに近いらしい。ミーハーに騒さわぐことが楽しいだけだ。


　旭が言った通り、星はこれから友人と出かけるらしく、昼間と変わらずメイクもばっちりだ。マスカラやアイラインなどなくとも充じゆう分ぶん大きな目だと思うのだが、いまどきの女子高校生とあってはやはりそういうわけにはいかないらしい。確かに瞬まばたきをする度たびにばさばさと音を立てそうな長い睫と、グロスののったやわらかそうな口唇くちびるが、星の美少女ぶりに輪をかけていた。それにしても高校生にしちゃちょっと濃こいんじゃねえのと思った旭だったが、言えば数倍の反論が返ってくるだけなので黙っておく。


（……やっぱ男なら、こんな風にちゃんとメイクの似合う女の子に惹ひかれるのが、当たり前だよな）


　きっと梶原も、あの彼女の綺き麗れいに彩いろどられた姿に焦こがれたりするのだろう。そんな風に思って、重じゆう症しようだと旭は自分を少し罵ののしった。いい加減にしろと心中で呟いたところに、ブルブルっとジーンズの尻しりポケットに入れていた携帯電話が振しん動どうを繰くり返した。メールだ。


「……今来たってよ」


「ほんとっ？　挨あい拶さつしてこよーっと」


　友人である兄よりも先に嬉き々きとして星は玄げん関かんへと足を向けた。その後を旭はゆっくりと追う。さっさとドアを開けた星が梶原を迎え入れて、こんばんはーといつもよりオクターブ高い声を上げていた。


「旭なんか放ほっといて、あたしたちと出かけませんかあ？」


「んー、嬉うれしいけど遠えん慮りよしとく。星ちゃんの彼氏に睨にらまれたくないし」


「えー、彼氏なんかいないですよお。ていうか毎年旭と一緒でいい加減飽あきませんかー？」


「余計なお世話だ、この猫ねこかぶり」


　勝手にナンパを始めている妹を、旭は睨んだ。遠慮を知らない上に一言多い。


「ネコなんかかぶってないもーん」


「おっまえそれで男が騙だまされてんのか。不ふ憫びんだな、引っかかる相手が」


「ひどーい旭。素すだよこれ、あたしの素。ねー、梶原さん？」


「孝行巻き込むなっつうの。出かけんならさっさと行けよ、もう」


　半分苦笑している梶原に目を遣やって、旭は「先に上がってろ」と二階を指さした。頷うなずいた梶原が靴くつを脱ぬぐ隣となりで、星がブーツを履はいている。


「じゃ梶原さん、ふつつか者の兄ですが、来年もよろしくお願いしますねー」


「うん。こちらこそ、よろしく」


「ふざけたこと言ってねえで早く行け！」


　旭の怒ど鳴なり声に全くこたえた様子もなく、星はばいばーいと表面だけは可愛い笑え顔がおを振りまくとドアの向こうに姿を消した。小さく笑い声が聞こえて、旭はそちらを見遣る。


「……なに笑ってんだよ」


「いや？　相変わらず星ちゃんには負けるなーと思ってさ」


「うるせえな。いいからさっさと二階行っとけよ」


「はいはい」


　軽く睨んで促うながす旭に、梶原は笑いながら頷いて階段を上がっていった。


　確かに星のあのマイペースには、旭といえど振り回されることが多いし疲つかれるのだが、それでも今日ばかりは助かった。あの嵐あらしのような勢いのおかげで、ぎこちない対応をせずに済んだ。


　ひとつ息を吐ついた旭がキッチンへ行くと、頼子がいてトレーを差し出してきた。


「はいジュース。梶原くんの分もね」


　礼を言って受け取ると、にっこりと可か憐れんな笑みが零こぼれた。


「ケーキもあるんだけど、どうする？」


「あー……年越し蕎そ麦ば喰くってから考える」


　さっき見た時刻は十時前だった。十一時くらいにはまた蕎麦を食べることになるしと旭はそう答える。たぶん梶原なら今でも後でも、頼子の作ったケーキなら食べると言うだろうとは思ったがやめておいた。梶原と母のケーキで連想するものを、今はまだ思い出したくない。


「そう？　じゃあお蕎麦できたら呼ぶわね」


「うん。よろしく」


　頷いて二階へ上がると、タイミング良く部屋のドアが開いた。どうやら階段を上ってくる足音でわかったらしい。礼を言って部屋の中へ入り、ローテーブルの上にトレーを置いた。


　梶原はいつも旭の部屋へ来るとベッドを背にして座る。テーブルの角を挟はさんでその右みぎ斜ななめに旭は自分も腰こしを落ち着けた。ベッドとは反対側の壁かべ際ぎわにはシルバーラックがある。その中段に置いているＴＶは既すでにつけられていた。今年流行はやった歌が総ざらいで次々と流れていく。


「蕎麦喰うだろ。後で作ってもらうから」


「うん、サンキュ。……そういや宮みや原はらたちって何時いつ頃ごろ来んの？」


「あー？　えーと、待ち合わせは一時くらい」


　宮原というのは、高校へ入ってからの旭の親友だった。梶原とはまた違ちがう居い心地ごこちをもたらしてくれる同級生だ。フルネームを宮原郁いく郎ろうというが、実は彼は戸こ籍せき上では今はもう「叶野かのう郁郎」になっている。というのも彼と、これも同じクラスの委員長、叶野仁しのぶという少年の親同士が再さい婚こんした際に、郁郎が叶野の方の籍へと移ったからだった。


　その郁郎は華はなやかで人好きする容姿の癖くせに、人一倍他人に気を遣つかう優やさしいところがある。そんな常々旭の自じ慢まんである友人は、このたびめでたく片想いの恋こいを実らせた。相手はなんと、今では同じ屋根の下で暮らしている叶野仁だ。一ひと悶もん着ちやくどころか一事件を経ての大変な恋路だったが、結果はとてもいい方向へと向かった。


　勿論問題が全くないわけではない。けれど男同士だという最大のネックなど、こだわることはないと旭は思っていた。郁郎は今時珍めずらしいほどに一いち途ずで健けな気げで、一いつ生しよう懸けん命めいに叶野を想っていた。それはもう、傍はたで見ている旭の方がじりじりと焦じれてしまうほどに。


　郁郎の、控ひかえめながらも必死に前へと進もうとする姿勢が好きで、同じクラスになった一年の時から、旭は彼をとても気に入っていた。必要以上に構ったし、やりすぎない程度に助け船も出した。けれどまっすぐな郁郎が好きだから、きちんと対等に友人として接してきたのだ。それでも充分自分が郁郎に甘いという自覚はあって、だからこそ彼の恋こい焦がれる相手が同性の、しかも同級生だと知った時には考え込んだ。


　下手な輩やからに郁郎を渡わたすなんて言語道断だった。だがその相手である叶野は、結果的に旭の合格ラインをすっと飛び越こえてみせた。郁郎の微笑わらう顔の幸せそうな様を思い出せば、それだけでもういいかと思えたのだ。もちろんこれから先、郁郎を泣かせるようなことがあれば容よう赦しやしないと決めている。それに今でもまあ、少しはいびり倒たおしている節もあるのだが。


（……ま、それくらいでこたえるようなタマじゃねえしな）


　叶野の性格は、一ひと筋すじ縄なわでどうにかなるようなものではない。頭も切れるし顔もいい優等生委員長は、なかなかに腹黒いのだ。下手すると返り討うちにあいかねない。


　その郁郎と叶野のふたりも、初はつ詣もうでには一いつ緒しよに行く約束をしていた。郁郎だけは去年も一緒だったのだが「仁も一緒にいいかな……？」と首を傾かしげる親友には、旭も勝てなかった。


「ここまで来んのか？」


「いんや、どうせ電車使うから駅で。……うわびっくりした」


「なに？　メール？」


　頷いて旭は尻ポケットに入れっぱなしだった携けい帯たい電でん話わを取った。床ゆかとの間に挟まれて振動がいつもより響ひびいたのだ。


「……叶野？」


　送信者は叶野だった。別にふたり一緒に来るのだからおかしくはない。だがそれが郁郎でないことに違い和わ感かんを覚えて眉まゆを寄せた。嫌いやな予感がすると思いながらメールを開いた旭は、ぴく、とこめかみを震ふるわせた。


「旭？　どうした。叶野からのメールなんだって？」


「……くそ叶野の野や郎ろう……」


　低く毒づく旭の携帯電話を、ひょいと横から梶原が覗のぞき込んだ。内容を見取って、梶原の口から「あー……」と曖あい昧まいな声が漏もれた。梶原も郁郎と叶野の仲は知っている。


「……ま、仕方ねえだろ。この場合」


　梶原の宥なだめるような声と言葉に頷くことは、旭にはできそうになかった。


　叶野から届いたメールのタイトルは『先に謝っとく』。


　そして本文は───『たぶん郁郎が外に出れる状態じゃなくなるだろうから、悪いけど初詣は梶原とふたりで行ってくれ。今年は世話になった。来年もよろしく。じゃ』。


　絵文字も飾かざりもない。素っ気ない文章はけれど、叶野の澄すました顔が浮うかぶようだった。仮定なところが更さらに腹立たしい。つまりこれからそういう状態になるのだと、予告されているようなものだ。きっと郁郎は、こんなメールを恋こい人びとが親友に送っているなど、全く気付いていないに違いない。


「あっちは新婚だし」


「……むかつく」


　早さつ速そく返り討ちにあった。











　旭の機き嫌げんが下降したのは、なにも嫌がらせに近いメールの所せ為いだけではなかった。郁郎と叶野が来ないということは、つまり梶原とふたりきりだということだ。勿もち論ろん外は初詣客で溢あふれかえっているから、正確にはふたりきりとは違ちがうが、気分的には同じだ。だから機嫌が悪いというよりは、単に少し緊きん張ちようしているだけだった。


　手早くお参りをすませ、旭は露ろ店てんの並ぶ通りに向かいながら、梶原の方を見ずに話しかけた。


「なあ今更だけど……カウントダウンとか、行かなくてよかったのか？」


「カウントダウン？　なに、旭行きたかったのか？」


「や、俺は別に」


「？　俺も別に……」


　応こたえながら梶原は不思議そうだったが、ならいいと旭はその話題を終わらせた。彼女と行きたかったんじゃないのかと、あっさり訊きいてしまえればいいのにやっぱり無理だった。変に卑ひ屈くつになるのは自分らしくないと思うけれど、どうにも厄やつ介かいだ。


「なに。宮原のこと、まだむくれてんのか？」


「むくれてねえ。それよりなんか喰おうぜ、腹減った」


「さっき蕎麦喰ったじゃねえかよ……」


　ごまかすように向かった先の夜店から漂ただよってきた匂においは香こうばしく、思いの外旭の食欲を刺し激げきした。蕎麦を食べたと言っても育ち盛ざかりの胃には大したことではない。『はしまき』と書かれたテントをくぐって旭は声をかけた。


「おっちゃん、一個ちょうだい」


　お好み焼きを割り箸ばしに巻いた形が屋台ならではで嬉うれしく、少し気分が浮ふ上じようする。旭が代金を払はらっている間に、梶原は丁度脇わきにあった自じ販はん機きでホットココアを買っていた。傍そばに寄ってきた旭の手元を見て呆あきれたように眉を上げる。


「おまえのその身体からだのどこに消えてんの、その喰いモンたちは」


「甘党の男に言われたくねえっつの」


「甘いもんは別腹って常識だろ。それにこれ喰ってんじゃねえし」


　カロリー摂せつ取しゆには違いねーだろと思ったが、はしまきにかぶり付く方を優先した。ソースと青のりの風味が口の中で躍おどり、心と腹を満たしていく。


「……相変わらず旨うまそうに喰うよな、旭って。ところで熱くねえの」


「ない。猫ねこ舌じたの孝行には無理な芸当だろうけどな」


「繊せん細さいなんだよ、俺は」


　梶原は旭の言葉通り、まだココアの缶かんに口を付けない。プルトップを開けたまま、時折息を吹ふいて冷ましてはいるが、今のところカイロ代わりというところだ。もう少し、たぶん後二、三分すれば梶原でも飲めるくらいになるだろう。


（……変なことばっか詳くわしくなってんのにな）


　それだけ一緒にいた時間が多いということなのに、今は何故なぜか虚むなしいような感情が襲おそってくる。そんな些さ細さいな積み重ねだけでは、到とう底てい自分の一番叶かなえたい望みには届かないと知ってしまったからだろうか。


「あれー、やっぱ眞宮じゃねえの」


　不意にかけられた声に思考を打ち切られて、旭は顔を上げた。あ、と思わず声を上げる。梶原も声の主に気が付いたようだった。


「……岡おか田だ先せん輩ぱい」


「なんだよ眞宮、俺の誘さそい断っといて梶原とふたりかよ。宮原はどした」


「あー、郁はちょっと体調悪いみたいで。孝行とは前から約束してたし」


　軽い調子で話しかけてきたのは、バスケ部のＯＢだった。旭たちよりも二つ上の先輩で、岡田覚さとるという。色を抜ぬいた短たん髪ぱつと耳に連なるピアスが、そこそこ整った容姿と相まってかなり遊んでそうに見える。だが確か彼は県内の国立大に進学したはずだったから、見た目は案外当てにならない。しかし口調は割合軽めで、よく言えば気さくな性格だった。部活を引退した後や学校を卒業した後も、まめに暇ひまを見つけては指導に来てくれるよき先輩でもあった。


　そして何故だか旭のことを特に気に入っているようで、会えばなにかと構ってくるのだ。前回会った時に初詣にも誘われたのだが、旭はあっさり断っていた。岡田も基本的にはさばさばしているので嫌きらいではないが、個人的な誘いに乗るほど親しくしたいわけでもない。


「おまえらいっつも一緒だもんなー。つかマジでたまには俺と遊べよなあ、眞宮」


「大学生と違ちがって遊んでる暇なんか俺ねえよ。先輩こそ、ちゃんと一緒に来る相手いんじゃん」


　岡田の背後には連れらしき人間がふたりいた。両方とも女の子だ。しかも可愛かわいい。相変わらずだよなと思いながら指し摘てきすると、岡田はにっと笑って旭の顔を覗き込む。


「えーそれ、やきもち？」


「……先輩それサムいよ。それよりいつまでもその人達放ほっといたらやばいんじゃねえの？」


「ちぇ、つれないよなあ相変わらず」


　わざとらしくため息を吐ついた岡田は、ふと旭から横へ視線を外した。なんだ？　と思っていると、岡田はすぐにまたこちらを見て小さく笑う。


「あれ？　眞宮。口汚よごれてんぞー」


「え？」


　旭の手が上がるより前に、口元に触ふれたものがあった。岡田の親指が、くいと軽く拭ぬぐうような仕し種ぐさを見せて旭の口唇くちびるを掠かすめていったのだ。


「ソースか？　お、旨い」


「ちょ、あんたなにしてんだよ……」


　しかも指先についたはしまきのソースを、岡田は自分で舐なめ取った。さすがに旭も驚おどろいたが、それよりは呆れてしまった。岡田は楽しそうに笑っている。


「こんくらいいいだろー？……っと、これ以上は怖こわいから退散するとしますか」


「？　なにが……」


　何故か苦く笑しようを漏らす岡田がわからずに、旭は首を傾かしげた。だが相手は「んじゃまたなー」とひらひら手を振ふると、さっさと踵きびすを返した。


　なんのことだと首を捻ひねりながら、岡田の姿が人混みに消えるのを見ていた旭は、不意に腕うでを引かれ小さく声を上げた。


「わ、……孝行？」


　見れば梶原の手が旭の腕を摑つかんでいる。いきなりどうしたのかと名前を呼ぶと、正面から目が合った。梶原のいつもは甘い目元が、僅わずかに強い色を浮うかべている。そこにはまるで怒おこってでもいるかのような鋭するどさがあった。驚いて旭は目を瞠みはるが、梶原はすぐに視線を逸そらすと、そのまま旭の腕を引いて歩き出した。


「ちょ、おい？　なんだよ、どうし……」


「……帰るぞ」


　旭の声にも、一言そう呟つぶやいただけで足を止めない。旭は慌あわてて通り過ぎようとした屑くずかごにゴミを放った。


（……んだよ、いきなりなに不機嫌に……）


　珍めずらしいこともあるもんだと、旭は腕を引かれるまま歩きながら思った。梶原は滅めつ多たなことでは怒りを露あらわにしたりはしない。どちらかというと他人の諍いさかいごとを宥なだめる役割の方が多いくらいだ。それが突とつ然ぜんこんな風に目に見えて不機嫌になるとは、いったいどうしたのだろうか。


（……そういや、さっき全く会話に入ってこなかったな）


　岡田は勿論、梶原の先輩でもある。しかも梶原は部長で、ＯＢとの接せつ触しよくも旭よりは多いはずなのだが、その時になにかあったのだろうか。それにしても梶原は無む闇やみに他人に喧けん嘩かを売るタイプでもない。だとすれば……。


（……俺？……なんかした、か……？）


　しかしついさっきまで普ふ通つうに接していたのだし、これといって心当たりもない。旭は不意に心こころ許もとなくなった。なぜ梶原に関してだけは、昔から唐とう突とつにわからなくなることがあるのだろう。ひとの機き微びを探るのは得意なはずの自分が、こんな風に惑まどうのは梶原にだけだ。


　ぐるぐると旭が考え込んでいるうちに駅へ着いてしまい、臨時ダイヤの電車に乗り込み発車しても、梶原は黙だまったままだった。電車内は混雑していて少し息苦しい。ドアを背に端はしに寄っているからまだましだが、気分的には居い心地ごこちは悪かった。


「……なに怒ってんの？」


「……怒ってねえよ」


　思わず呟くと、あからさまにそっけない低い声が返ってくる。そのトーンが言葉を裏切っているのは明白で、いつもと逆のような会話に、旭は余計に苛いら立だちながら梶原を見上げた。


「じゃなんだよその顔は！　怒ってんじゃねえなら目ぇ合わせろ！」


　口調は激しかったが、旭の声は極力潜ひそめられていた。こんな人の多いところで怒ど鳴なれば注目を浴びるのはわかっているが、しかしいい加減もやもやして気持ちが悪い。だが、片かた肘ひじだけドアについて車窓を眺ながめていた梶原は、旭の強い目線に小さく息を吐ついた。なんだよ、と旭は眉まゆを寄せる。


「俺がなんかしたか？　だったら言ってくんねえとわかんねえだろ」


「……じゃあ言うけど」


　ちら、と梶原が視線だけを旭に向けた。


「───隙すきが多い」


「……はあ？」


「旭は……隙があるっつってんだよ。たまに無防備すぎる」


　困こん惑わくする旭に、梶原はそう補足した。言われた言葉を反はん芻すうして、旭は思わず反論した。


「それが理由か？　つかなにを根こん拠きよにそういう発想になんだよ」


「根拠もなにも事実なんだから仕方ねえだろ。自覚がないところが尚なお悪い」


「わる……って、あのな！　俺がいつ隙なんか見せたよ!?」


「ほらわかってないだろ」


「わかってないもなにも、隙なんかねえっつの！」


「あるよ」


「ねえ！」


「ある」


　相変わらずひそひそと抑おさえた声だったが、段々と内容はくだらないものになってきた。人が溢あふれた車内は騒さわがしく、傍はたから見ればたわいないやりとりだ。だが本人達は至って真しん剣けんで、旭は更さらに言い募つのった。


「ねえったらねえ。証拠でもあんのか」


　すぐさま返ってくるかと思った答えは、だが訪おとずれなかった。代わりに、ふっと頭上に影かげが差す。梶原がもう片腕の肘もドアについて、覆おおい被かぶさるように旭の周りを囲ったからだった。


　次の瞬しゆん間かんには、目の前の景色がぼやけ、そして同時に触れた口唇への感かん触しよくは───人生で二度目のやわらかさだった。


「───ほら、隙あった」


　言った梶原の声は、自分の説を証明できたはずなのに、まだ怒ったように低く響ひびいていた。











　旭の脳内は混乱を極きわめていた。かつてないほどの大おお荒あれっぷりだ。


　梶原になにをされたのか、頭では理解しても気持ちが追いつかなかった。疑ぎ問もん符ふばかりが頭を舞まって、なにひとつ思考がまとまらない。よほど呆ぼう然ぜんとしていたのか、気が付くと電車を降りていて梶原のマンションまで来ていた。


（……なんで孝行ん家ち）


　ぼんやりとそう思って、旭は摑つかまれた腕を認にん識しきした。どうやら梶原がそのまま引っ張って来たらしい。


　梶原が鍵かぎを取り出し玄げん関かんドアを開けたところで、ようやく旭は自分を取り戻もどした。それでもたぶんまだ、いつもの半分ほどしか頭は回っていない。


「ちょ、孝行、おい」


「靴くつ脱ぬいで」


　その証拠に、梶原に言われるままにしか動けない。広々としたマンションの部屋内は、しんとしていて灯あかりも点ついていなかった。どうやら家族の者は不在らしい。


　見慣れた梶原の部屋に連れ込まれた途と端たん、旭は再び大きく目を瞠った。


「!?……っんん！　んっ……！」


　触れるなんてものではなかった。口唇くちびる全体を覆うように重なったやわらかなものは、その感触とは反対に酷ひどく強ごう引いんな動きを見せた。まるで食はむように幾いく度ども角度を変えて、梶原の口唇が旭のそれを貪むさぼっていく。


　背中がドアらしきものに当たる。なにより揺ゆらいだはずの後頭部はけれど、髪かみに差し込まれた梶原のてのひらによって支えられ、衝しよう撃げきを受けることはなかった。


「んっ、たか……っんぅ、ん……っ!?」


　名前を呼ぼうと開いた口唇の隙すき間まから、ぬるりと入り込んできた梶原の舌に、旭はびくんっと肩かたを震ふるわせた。押し返そうとして上げた腕は、易やす々やすと背後のドアに縫ぬい留められてしまう。


　歯列を割られ、逃にげる間もなく絡からめ取られた舌の感触に、ひくんと喉のどが鳴った。唾だ液えきが溢れてきて、飲み込むことなど思いもつかない旭の口唇の端から顎あごを濡ぬらしていく。


「……っふ、あ……っむ、ん、ンっ」


（……っなに……!?　俺、なにされてんだ……っ）


　心の中で問いかけてみても、答えは返ってこない。そのうちに思考は霧む散さんしていって、力の入らなくなった脚はかくんと膝ひざから崩くずれ落ちた。ずるずるとドアを背に座り込んでしまう。


　ようやく解放された口唇は腫はれぼったい感触を残していて、閉じることができなかった。弾はずんだ呼吸が漏もれて、手にも脚にも力が入らない。


「……旭」


「っ……」


　名前を呼ばれて、肩が戦慄おののいた。自身も膝をついた梶原の顔が再び寄せられ、首筋に呼気が当たる。ぞわっと鳥とり肌はだが立つのがわかった。


「たか……っ」


「抱だかせて」


「───……っは……!?」


　ゆるゆると旭は目を瞠った。さらりとした感触を残して梶原の頭が動く。顔を上げた梶原と目が合った途端に、旭の胸の奥が大きな音を立てた。背中から──いやその内側から叩たたかれたような衝撃が疾はしって、心臓がものすごい速さで急せき立てられる。


　よく知っていたはずの、梶原の持つ独特のやわらかな色は、そこにはなかった。なにかとんでもないものが、じりじりと揺らめいているようにすら思えた。


（……どういう、意味……）


　どうしていきなりこんなことをされたのか、まったくわからない。電車の中で、そうして今も目の前にある、友人であったはずの男の顔。


「……抱かせてくれ、旭」


「………っえ、なん……なに言ってんだ……」


「いきなりで驚おどろいた？　でも俺はもう我が慢まんできそうにねえよ」


　変化のない梶原の表情に、旭はじわじわと理解した。梶原の言葉で頭の中に繫つながったものがあった。偶ぐう然ぜん聞いたあの日の声が耳の裏に返る。


　───それが意外と切せつ羽ぱ詰つまってきてんだから、最近……。


（……そ、んなに）


　そんなにあの彼女のことが大切なのだろうか。思い詰めて、友人である自分にこんな強引なことをするくらい───好きなのだろうか。


　冗じよう談だんじゃない、と旭は憤いきどおった。どうして自分が、ずっと好きだった相手の、その想おもい人の代わりに身体からだを差し出さなければいけないのか。そんなのは酷すぎる。


　それに、と追つい随ずいして浮うかんだ想いに、旭は心臓を捻ひねられたような痛みを覚えた。


（……孝行は、覚えてねえんだ）


　梶原の中で、どんな変化があっていきなりこんなことをしたのか、それはわからない。けれど旭にキスをすることが、それがどういうことなのかを彼は考えもしないのだろう。


　梶原は忘れている。旭に中学の時したことなんか、忘れてしまっているのだ。そうでなければどうしてなにもなかったかのように、またあんな風にキスできる？　電車の中でなんて、周りが他人ばかりでも、それがおふざけに過ぎないとしても、旭には違ちがう。ましてやこんな風に必死な様子で、違う人間を想いながらあんな深い口くち接づけをするなんて、本当に酷い。


　やっぱり自分だけだった。忘れたふりをして全然忘れることなんかできなかった旭とは、梶原は違った。……梶原にとって、旭にキスすることに、意味なんかないのだ。


（……わかって、たけど……っ）


「……旭、どうする」


「っなに、が……っ」


　ずくずくと身体の中が痛いのは傷付いている所せ為いだとわからないまま、旭は梶原の声から逃げようと腕うでを上げた。自分よりも広く厚い肩に拳こぶしをぶつけると、梶原は僅わずかに眉まゆを寄せた。その辛つらそうな表情に気を取られて旭は一いつ瞬しゆん抵てい抗こうを収めた。


「……嫌いやなら逃げてくれ。じゃねえと本気で今抱くぞ」


「……逃げた、ら……」


「逃がすよ、今なら。……追っかけたりしねえから安心しろ」


「……っ」


　こんなふうに追い込んでおいて、最後は自分に選ばせるなんて狡ずるい。卑ひ怯きようだ。梶原の目の奥に揺らいでいる自じ嘲ちようの色を、旭は見み逃のがさなかった。こんな時にだけ戻ってくる自分の聡さとさを、今だけ旭は恨うらんだ。


　きっと梶原は言った通り、旭が逃げれば追いかけてこない。……追いかけてきてはくれない。


　ふざけるなと腹を立てていたはずなのに、逃げだそうと藻も搔がいていたはずなのに、そんな旭をあっさりと梶原が解放するのかと思えば、それだけで傷付いている自分がいる。


　もしかしたら梶原は、旭が拒こばんだら今度こそ彼女の許へと行ってしまうのだろうか。不意に浮かんだその思考は、旭の心を更さらに騒さわがせた。


（……嫌だ）


　それだけは、嫌だ。考えただけでこんなに苦しいのに、そんなことをされたらきっと自分はどうにかなってしまう。


　──梶原の執しゆう着ちやくが、欲しい。


　旭は自分の中から聞こえた声に、僅かに目を瞠みはった。心の裡うちで呟つぶやかれたそれは、けれど間違いなく自分の言葉だ。


　……こんな感情が、自分の中にあったなんて知らなかった。執着、してほしい。梶原に自分を求めてほしい。他の誰だれかなんか見ずに、自分だけを。


　いつでもまっすぐに進んできたつもりだった。旭の中には自分だけの法律みたいなものがあって、今までそれに従ってきた。周りから潔いさぎよいほどの姿勢だと言われたこともあるけれど、旭にとっては当たり前のことだった。そこに暗く澱よどんだ混こん迷めいなど存在しなかった。


　ままならない気持ちを持て余した挙げ句に、先の見えない選せん択たくをしてしまうことなど、ないと思っていた。きっと馴な染じんだ友人たちが知れば、旭らしくないと困こん惑わくするだろう昏くらい望みが、今は胸を占しめている。


（……俺はどっか、おかしくなったのかも）


　そうして確信のように思った。きっと梶原はもう、旭が逃げても逃にげなくても今より遠いところへ行ってしまう。──どちらにしてもただの友人には戻もどれない。それなら。


　秤はかりにかけることなんかできるはずもないのに、今自分は選んでしまった。


　梶原を失いたくない。それは二年前と、変わらないのに。どうしてこんなに歪ゆがんでしまったのだろう。


　無む性しように笑いたくなったが、旭の顔は強こわ張ばったままだった。ただ、じっと返事を待つ友人だった男の顔を、まっすぐに見返した。


　ほらこんなにも、自分は強欲だ。望みを叶かなえるためなら汚よごれた想いすら隠かくしきれる。


「……逃げねえ」


　静かに、呟くような声はけれど[image: ]りんとした響ひびきさえ持っていた。梶原の目が、僅かに変化を見せる。


「逃げねえよ。俺は、逃げたりしない」


「……いいんだな？　止やめてやれねえからな」


「……いいよ」


　小さく頷うなずいて、目を閉じた。ほんの少しの間を置いて、四度目の梶原の熱が、旭の口唇を覆おおった。


　泣きたいほどに、胸が苦しくなった。











　ちゃんと承しよう諾だくしたのだからと、自分から上着を脱ぬいだところで腕を引っ張られた。立たされたかと思ったら梶原のもう片方の腕が腰こしに回り、そのまま抱きかかえられるようにして傍そばのベッドへと座らされた。


「……なあ、おい、服まだ」


「……じっと見てる余よ裕ゆうがねえんだよ」


「え？……っあ、わっ」


　意味がわからず訊きき返そうとしたが、とんと軽く肩かたを押されて仰あお向むけに転がされた。それからすぐ再びキスが降りてきた。


「ん、ん……っ」


「旭……」


　口唇くちびるを挟はさむように啄ついばまれ、合間に紡つむがれた名前にぞくりと背筋が粟あわ立だった。途と端たんに息が苦しくなって開いた隙すき間まから差し込まれた舌は、深く旭の口内を犯おかした。横になって交わす口接けは、さっきまでの体勢と違っているからなのか、新しい感覚を旭に与あたえる。上うわ顎あごを奥の方までなぞられ、歯の裏まで味わうように梶原の舌はぞろりと蠢うごめいた。今度こそ音を立てて、口の中に溢あふれる双そう方ほうの混じり合った唾だ液えきを飲み込んでしまう。


「っん、ぅん、ん……っ」


　頭の奥から痺しびれるような刺し激げきがやってきて、思考を焦こがしていく。無意識のうちに梶原の服を摑つかんでいたてのひらからも、段々と力が抜ぬけていった。


　その全部が旭には悔くやしかった。


（……っんでこんな、巧うまいんだよ、馬ば鹿か……っ）


　経験などなくとも、それくらいはわかった。だけどそれでも自分が今ちゃんと受け入れさえすれば、このままこの口接けは自分だけのものだ。


　そんなささいな独どく占せん欲よくに構っている余裕すら、すぐになくなった。


　梶原の口唇は旭の頤おとがいを辿たどり、首筋を移動していく。時折きつく吸い上げられると、肩が跳はねた。てのひらは重ね着していたＴシャツを捲まくり上げて、そのまま胸を撫なぜる。そのなんともいえない感かん触しよくに、旭は眉を寄せた。


　体格の差はもちろん手足にも顕あらわれていて、梶原の手は旭よりひと回りほど大きい。指が長く綺き麗れいな形をしているそれが、バスケットボールを易やす々やすと摑み器用に操あやつる様が好きで、旭はいつも見ていた。どんな時でも鮮せん明めいに思い出せるそのてのひらが、今なににも遮さえぎられることなく、直じかに自分の肌はだに触ふれている。そう思うだけで、なにかが旭の感覚をつついた。


「……っ」


　かり、と梶原の指がなにかに引っかかったように胸を擽くすぐる。思わず旭は背中を浮うかせた。


「……乳ち首くび勃たってる」


「───っ！」


　指し摘てきされて顔に朱しゆが散った。旭の胸の飾かざりは、触れられる前から反応していた。左は指に挟まれたまま、右はぬめったものに襲おそわれる。濡ぬれた音と同時に、じんと痺れる鋭するどい感覚が拡ひろがった。


「……っ、……っ」


「……声、旭」


　尖とがったものの周りをぬるりと這はった後、何度も何度も梶原の舌は旭の胸の飾りを転がし、それから吸い付くようにやわらかい口唇が挟みこんでくる。


「声、出して……旭」


「ッあ、……っ」


　触れたまま喋しやべる梶原の歯が突とつ起きを掠かすめ、旭は嚙かみしめていた口唇を解ほどいた。途端に漏もれ出たトーンの甘さに、自分でも呆ぼう然ぜんとしてしまう。


（なんつう声出してんだ俺……っ）


「旭、おい……口唇嚙かむなよ」


「っ、んっ」


　梶原が少し伸のび上がって、再び閉とざした旭の口唇を親指でなぞった。その淡あわい感触にも首を振ふると、梶原は小さく息を吐ついたようだった。


「我が慢まんすると余計つらいぞ、ほら」


「！　んあっ、あ……っ」


　言葉と同時に与えられたのは、下か肢しの中心への愛あい撫ぶだった。ジーンズの上からとはいえ、初めて触れた他人のてのひらの感触に、混乱に近い感覚に襲われる。思わず浮き上がった腰を支えられ、そのまま下着ごとはぎ取られる。あまりの手て際ぎわのよさに旭は呻うめいた。


「たか……っあ、やめ……っ」


「やめねえって言っただろ」


「っう……っ」


（そりゃそう言ったけど……っ）


　捲られていたＴシャツも一気に脱がされ、靴くつ下したさえも放ほうられた。確かにやめないと最初に梶原は言った。それでもいいと頷いたのは自分で、だから逃げるつもりは今でもないけれど。


「……脱げよ……っ」


「……旭？」


「おまえも脱げっつってんの……っ」


　梶原はまだ上着さえ乱していない。そのことに無性に腹が立って、旭は伸ばした腕うでで梶原のダウンジャケットを摑んだ。


「俺ばっかなのはヤなんだよ……！」


　たとえ梶原が、旭を抱だきながら他の人間を見ているのだとしても。逃げないと決めたからにはきちんとやりたかった。きっと自分はこの行こう為いに対して役に立つようなものは殆ほとんど持っていないだろう。それでも、ただ翻ほん弄ろうされるばかりは嫌いやだった。


　ちゃんとしてほしい。梶原の本気が欲しい。それが今だけのもので、旭のものにならないとわかっていても、どうしても望んでしまう。


（……本当じゃなくてもいいんだ）


　噓うそでもいいなんて、ただの強がりなのかもしれないけれど。……それでもちゃんと。


「……するからには、ちゃんとやれ、馬鹿……っ」


「……旭……」


「んだよ……っん！　ん……っ」


　ずっと睨にらんでいた旭と目を合わせると、梶原はそのまま口くち接づけてきた。


「……悪い。テンパってた」


　キスを解いてそう言うと、躊ちゆう躇ちよなく次々と服を脱ぎ捨てる。最後の一枚を床ゆかに放ると、梶原は旭の脚あしを割ってベッドを軋きしませた。


「……旭……」


「ん……っ」


「ちゃんとするから……旭も感じたら隠かくすなよ」


「んっ、わかって……っあ、んんっ」


　耳じ殻かくを舐なめられ、脚の付け根をさすられる。鼓こ膜まくに直に響くような、いつもよりも低い梶原の声はそれだけで旭を煽あおった。己おのれのものとは思えない声こわ音ねに慣れることはまだできないでいる。けれど梶原の与える感覚は旭にとって、押し殺すには強すぎた。


　また胸へ降りてきた口唇が、ふっと笑えみを刻む。


「……もうこっちも反応してる」


「っン……!?　あ、あっ」


　やんわりと握にぎられた旭自身は、梶原の言った通り既すでに半ば硬かたくなっていた。先走りの透とう明めいな雫しずくが零こぼれる箇か所しよを、指の腹が押し返す。


「あ、んん、ん……っ」


「……ここ他人に弄いじられんの、初めてだよな？」


「っは、あ……ったりまえ、だろ……っあ、ン！」


　よかった、という呟つぶやきが聞こえて旭は不思議に思ったが、すぐにその疑問も散らばってわからなくなる。梶原の手の動きが少し速くなった。


「ん、ん……っあ、や、孝行……っ」


「ん？……ああ、すげ、溢れてきた……」


「っあ、は、や……言う、な、ばか……っ」


　ぐにゅぐにゅとまるで捏こねるように、五指をひらめかせながら合間に擦こすり上げられる。自分では到とう底てい呼び出すことのできない類たぐいの痺れが、つま先の方から這い上がってきた。ぞくぞくと脊せき椎ついに沿って震ふるえが止まらない。


「ああ、あ……っやあ、あ、ん……っ」


「音、してんのわかる……？　旭から零れてるのが……ほら」


「ンっ、ああ……っあ、や、だ……っあん、ん」


　括くびれをくいと押され、わざと液を出すかのようにされるとたまらない。旭は後頭部をベッドに擦りつけるように頤おとがいを上げた。


「っや、あ、なあ……っ、あんまさわ、ると……っ」


「いきそう……？」


「んっ、おれだけ、はヤなんだって、あ、あ……っ」


「うん……？　ああ……んじゃ旭……手、出して」


「ん、ん……っ？　あ……っ」


　促うながされるまま差し出した手を摑つかんで梶原が導いたのは、彼自身だった。既に大きく膨ふくらんでいて、旭以上に硬い。思わずびくんと身を竦すくめた旭に苦く笑しようして、梶原は少し上がった息を吐く。


「……嫌？」


「ちが……びっくりしただけ、だから……」


　首を振って上半身を起こした旭は、そろそろとそれに触れた。途と端たんに僅わずかに眉まゆを寄せた梶原に気付いて、どきりと心臓が鳴る。熱く濡れた息が漏れた。自分と同じで、けれど違ちがうもの。嫌けん悪おは感じなかった。それよりもただ熱に浮かされたように思考がふやけていく。ちゃんと梶原が反応していることが嬉うれしい。


「孝行の、熱い……」


「ん……旭のも、溶とけそうになってるけど」


「あっ、や、触さわん……っ」


「……一いつ緒しよになら、いいだろ？」


　囁ささやいた梶原は、旭のそれと自身を擦りつけるように合わせた。旭の手ごと、ふたりのものを自分のてのひらで包み込んでしまう。


「っや、あ、あ……っ」


「っすげ、やらし……」


　確かに視覚的な衝しよう撃げきはものすごく、旭は梶原の言葉につられるように視線を下げた自分を悔くやんだ。濡ぬれているなんてものではない。混じり合ってぬらりといやらしく伝う雫と、触ふれているてのひらから伝わる熱の両方が、頭をおかしくした。


「あ、あっ……待って、あ、も……っ」


「ん、駄だ目め？……俺、も」


　そろそろやばいかも、と囁いた梶原の口唇くちびるが開きっぱなしの旭のそれに重なった。触れ合う直前に感じた梶原の息は荒あらく、熱かった。


「っふ、ん、ん……っ、は、ア……！」


「……っ」


　集中しきった熱が解放された瞬しゆん間かんは、殆ど同じだった。途端に身体からだの関節という関節から力が抜ぬけて、旭はそのままベッドへ身体を倒たおした。


　酸素を求めて短い息が漏もれる。まだ一度達しただけなのに、今まで感じたことがないほどに感覚が鋭えい敏びんになっているのがわかった。ひとりで慰なぐさめる行為なんて比べものにならない。


「……旭？　大だい丈じよう夫ぶか？」


「……ん。……へーき……ん、ん……っ？」


　覆おおい被かぶさってきた梶原がこめかみに口接けてくる。それから力の入らない旭の腰こしを摑むとぐいっと持ち上げた。


「ん、なん……っあ!?」


　くるんと身体を返され俯うつぶせにさせられたかと思ったら、腰を背後へ引き寄せるように腕を回された。結果突つき出す形になった臀でん部ぶを、湿しめった感かん触しよくが襲おそう。


「あっ、や、なに……っ」


「続き」


「！……や！　あ……っ」


　ぐいと双そう丘きゆうを左右に拡ひろげられその奥、外気に晒さらされることなど殆どない箇所へ、ぬめったものが触れた。湿るような熱い息と探るように蠢うごめくそれが、梶原の舌だと悟さとる。旭は驚きよう愕がくに目を見開いた。思わず腰が逃にげを打ったが強い力は緩ゆるまない。


「……ヤでもやめないって言ったろ」


　ぬ、ぬ、と唾だ液えきを送り込むように舌をねじ込まれ身体が震える。梶原の低い声に、旭は上がる息の合間から声を出そうとした。あんな所を舐められるなんて正直汚きたないと思うし死ぬほど恥はずかしい。それでもそれが、梶原を本当に受け入れるために施ほどこされる準備なのだとわかった。だから無む闇やみに抵てい抗こうなんかしないと、そう言いたかった。


「ふ……っ、だ、から……やめろなん、ていって、ね……っ」


「……あんま煽んなよな、ったく……」


　梶原の何故なぜか苦笑じみた声が聞こえたが、与あたえられる感覚だけを追い始めた旭には、意味まではわからなかった。


　ふっと濡れたものが去る。だがすぐまた今度は違うものが窄つぼまりをつついた。指だ。


「……っあ！　やぅ……っん、ん……っ」


「ちょいやらかくなった……痛かったら言えよ」


　解ほぐすように撫なぜ、襞ひだを分け入るように侵しん入にゆうしてきた梶原の指はそれだけでは勿もち論ろん終わらない。中を拡げるようにぐるりと搔かき回し、抜き差しされ、馴ならされる。繰くり返し続けられる不規則な動きをただ受け入れているうちに、蠢く指は増えていった。


「っんー……っ、ん、う……っ」


　無意識のうちに手た繰ぐり寄せたシーツを握り込んで口元に当てる。溢あふれる唾液ですぐに濡れてしまったが、それすらも気にならないくらい、感覚はただ梶原のくれるものに集中していた。


「やあ、も……っ、いつ、まで……っ」


「ん？　旭がちゃんと痛くなくなるまで」


「ったくな……っあ、あ、ん……っ」


「痛くない？」


　最初から痛くはなかった。本当だったので旭はこくんと頷うなずいた。ただ、今まで感じたことのない種類の痺しびれや疼うずきが滲にじみだして溜たまっていく。早くどうにかしてほしかった。


「あっ、あ……っ、あ」


「……もう、いいかな。……旭、入れるからな」


　そう梶原が言った時には、もう何本の指で弄られていたのかすらわからなかった。一瞬の空くう虚きよの後に、背後からそのままあてがわれた途端、脊椎を痺れが走り抜けた。


「っ、───……っん！　ひぁ……っ」


「……ん、そのまま力抜いてろよ……」


「あ、あ、は……っ」


　楽な姿勢を求めるように、息を吐はいて旭はシーツに頰ほおを押しつけた。まるで自分の身体じゃなくなっていくような凄すさまじい感覚だった。どう表現していいのかわからない。


「……旭……入った」


「ああ、あ、ん……！」


　耳の裏に口くち接づけられ、囁かれる。同時にぐいっと更さらに奥まで梶原のものを押し付けられて、ひくんと腰が疼いた。


「っんぅ……っ、んんっ」


「……痛く、ないか？　旭……」


「っあ、へ……きっ、んっ」


「ん、旭……そのまま。顔、ちゃんと俺に……見えるように、してて」


　名前を呼ばれるたびに、身体の奥からじんと痺れが湧わいてくる。髪かみの生え際ぎわを梳すくように、耳元から長い指で撫ぜられた。シーツにつけた頰を上げ、首を捻ひねり僅かに仰あお向むく。


「旭……やらしい顔、してる」


「あぅ、んっ、だれ、がっ……させて……っあ、ああ……っ」


「うん、俺だな……気持ち、いいか？」


　訊きかれて、旭は応こたえようと口を開いた。気持ちいい。今まで自分が知っていた気持ちよさとは確実に違ちがう。けれどこの、全身をさざ波のように侵略していく疼きも痺れも、それ以外の言葉では表せない。初めて施された行こう為いだというのに、信じられないほどだ。


「……たか、ゆき……は、どう、なん……っん、んっ」


　だが揺ゆらぐ視界の端はしに映った梶原の顔を見て、旭の口からこぼれたのは全く違うことだった。


　少し眉を寄せて濡れた色の浮うかぶ梶原の目は、ちゃんと昂たかぶっているように見えた。けれど、それはもしかしたら自分の願望かもしれないと、真実を確かめたかった。


「あ、おれ、で……ちゃんと気持ち、よくなってん……っんあ！」


「……いちいちなんでそう、おまえって倍返しすんの……」


「っあ、や……っお、きく……っ」


「旭の、せいだっての……自じ業ごう自じ得とく、だろ」


「あん、あ、あ……っやあ、あ、んーっ」


　急に嵩かさを増した梶原は、旭の中を抉えぐるように深く搔き回した。突き上げられ揺さぶられて、なにがどうなっているのかわからないくらいに乱れてしまう。放っておかれていたままだった旭の中心もすっかり勃たち上がり、先せん端たんから雫しずくが溢れ始めていた。


　結局梶原は、なにも答えていないことが頭の隅すみを過よぎった。けれど旭をいっぱいに満たしているものを思えば、それでいいかという気になる。そんなことをぼんやりと思っているうちに、頰に肩かたに背に強く吸い付かれて、腹につくほどになった旭自身をも手中に収められてしまった。


　与えられるものが多すぎて、すぐに翻ほん弄ろうされるしかなくなった。もたらされるものをただ追いかけ受け入れることに必死で、他にはなにも考えられなくなっていく。


「あっあっあ……っや、ああ、も、おかしく、なる……っ」


「ん、俺もなりそう……旭、出していいか……？」


「たかゆ……っああ、あ……っ！」


　再び限界が来て、注ぎ込まれる灼しやく熱ねつの塊かたまりに、恐おそろしいほどの悦よろこびを感じる。そんな自分に僅わずかに仄ほの暗ぐらい嫌けん悪おが浮かんだ。けれど抵抗できないほど急速に遠くなる意識を繫つなぎ止められない。


「あさひ……旭？」


　眦まなじりに降りてきたキスと、梶原の自分を呼ぶ声がありえないほどに優やさしい気がした。それで少しだけ気持ちが穏おだやかになる。それから、抱だきしめて眠ねむってくれないだろうかとそんなことを思ったが、結局声にならなかった。











「……、……」


　ゆるりとした速度で意識が浮ふ上じようしたのは、僅かに聴ちよう覚かくを刺し激げきされたからだった。くっついた瞼まぶたはすぐには開けなかったが、既すでに覚かく醒せいしだした感覚は、耳から周りの情報を拾っていた。


「……うん、うん。ごめんね、佳か奈なさん」


　少し離はなれたところから聞こえたのは、梶原の声だった。ぴく、と指先が震ふるえる。


（……電話）


　紡つむがれた名前は、女のひとのものだ。梶原が謝罪する相手は、その呼び方とトーンからしてきっとあの時の彼女なのだろう。


　つきんと痛んだ胸に息が漏もれた。完全に覚めた頭は、昨夜──というか今朝方のできごとを鮮せん明めいに呼び戻もどした。身代わりに抱いた友人の眠る傍そばで、本当の想おもい人の声を聞いているなんて、ずいぶんと酷ひどい話だ。


　梶原が旭の気持ちなど知らないことは充じゆう分ぶんに承知していたが、けれど勝手に傷付いてしまうことは止められなかった。考えるだけでどうにかできるなら、初めからしている。それができないから、自分はこんなことになっているのだ。


（……けど後こう悔かい、してない）


　ただそれでも、どうしようもない寂さびしさに襲おそわれる。


　同性とはいえ初めて好きなひとに抱かれて、目が覚めても傍にいてほしいと願った体温は、そこにはなかった。抱きしめていてほしかったなんて、過ぎた望みだったのだろう。


「……旭？　起きたのか？」


　じゃまた、と通話を切った梶原が声をかけてきた。どうやら身み動じろいで小さく呻うめいた旭に気が付いたらしい。ゆっくり目を開けた視界に、梶原の顔が近寄ってきた。前まえ髪がみをさらりとかきわけながら額を撫ぜられて、旭は目を細めた。何故こんなに甘い触ふれ方をするのだろうか。


「もう昼だけど、飯どうする？　腹減ってるだろ」


「……電話？」


　その優しいてのひらに意味がわからず少し腹が立った。だから、訊かれたことには応えずに旭は呟つぶやいた。梶原は一瞬間を置いた後頷く。


「ああ……母さんたちから」


「……ふうん」


　さすがに旭に知られることはよしとしないらしい。だがそれは逆に旭の寂せき寥りようを強くした。


「……もしかして具合悪いか？」


「え？　いや……」


　僅かに翳かげった表情を見取られたのか、梶原がそっと訊いてくる。旭は瞬まばたきをして首を振ふった。確かに少し身体からだは重い気がするが、痛みを訴うつたえる場所はなかった。


　安心したように笑えんだ梶原は、ベッドの端に腰こしかけたまま上半身を倒たおした。額を撫なぜる手はそのままに、瞼にキスを落とされて、旭は小さく肩を震わせた。


「おまえ昨日あのまま気失ったからさ……。タオルで拭ふいて、怪け我がしてないか看みて」


「み……っ」


「……一応、中も綺き麗れいにはしといたんだけど」


「……っ！」


　一気に顔に血が上って旭は絶句した。言われてみれば、確かにべたついた感かん触しよくや気持ちの悪さもない。梶原が最後自分の中で果てたことは覚えている。初めてだからよくわからないが、その名残なごりも今のところ感じられなかった。それに、と旭は自分が着ている服を見下ろした。


（これ……孝行のだよな）


　着せられているのは、旭のものよりワンサイズほど大きいＴシャツとスウェットだった。そんな日常ではあり得ないことだらけの事態に、不意に恥はずかしさが込み上げてきた。間ま違ちがいなく、自分は梶原に抱かれたのだ。目が覚めて顔を見た瞬しゆん間かんには、そんなこと思いもしなかったというのに。気き遣づかわれることがこんなにもいたたまれないなんて知らなかった。


「……旭、顔赤いんだけど」


「うっせえ馬ば鹿か。……腹も減ったけど俺、シャワーしたい。風ふ呂ろ貸せ」


　小さく笑って指し摘てきする梶原に、旭は殊こと更さら大きな態度で返した。そうでもしなければこの、どこか甘くやわらかな雰ふん囲い気きに呑のまれそうで怖こわかった。


「ハイハイ。場所わかるよな」


　旭のそれが照れ隠かくしだと思ったのか、梶原は更に笑むと、旭の腕うでを引っ張って上半身を起こさせてくれた。


（……好きでもないくせに、んなに優しくすんな……！）


　そうして眉まゆを寄せる旭に、啄ついばむだけのキスを施ほどこしてきた。抵てい抗こうはできない。しないと決めたから。それが甘ければ甘いほどに切ないのに、旭は震えるまぶたを閉じてしまう。


「ん、……ん」


「……旭今日、どうする？　一回家帰るか？」


「ん……帰る。着き替がえたいし、一応じいちゃんとこに年始も行きたいし」


「ああそうか。昌一郎さんとこな……俺も一いつ緒しよに行っていい？」


　俺も挨あい拶さつしたいと言う梶原に、旭は頷うなずいた。年末は結局、梶原と一緒に『ひいらぎ』に顔を出すことはなかったから、祖父も喜ぶだろう。


「その後映画でも行かねえ？　確か元がん旦たんて安かったよな」


　一日は毎月一回の格安デーだったろうと言われて旭は承しよう諾だくした。映画はふたりとも好きで、学校と部活の休みが合えば、今までもたまに行ったことがあった。


　旭が少し前に観みたいと言っていた邦ほう画がが公開されているはずだった。梶原がそれを覚えていたのかはわからないが、少しだけ旭は安あん堵どした。確かに自分たちの関係は変わったはずだけれど、今までのように過ごすこともできないわけではないようだ。それは素す直なおに嬉うれしかった。


　そろりとベッドを降り立ってみると、案外大だい丈じよう夫ぶなようだった。足腰が少しだるい気もするが、動くことに支障があるわけではない。抱かれたことでの後こう遺い症しようなど、できれば本当は梶原には見せたくないし悟さとられたくない。気を失っておいて今更だが、そんな妙みようなプライドじみた頑かたくなな心は旭の胸にしっかりあった。次からはこんな無様な真似まねを晒さらさないようにしなければと密ひそかに心中で思って、それからふっと頭の中を疑問が過ぎった。


（……次、か……あんのかな）


　梶原がもう一度と望むほど、自分の身体に価値を見いだしてくれたのかどうか、それが問題だった。旭にとっても大きな賭かけであっただけに、やはり不安が伴ともなった。


「……それから」


　だが部屋を出る前に、不意に背後から緩ゆるい力で抱きしめられた。思わずびくんと反射的に身体が戦慄おののく。耳元に囁ささやくような吐と息いきと、さっきよりも少し低い声が触れた。


「その後またここ来いよ。……明々後日しあさつてまで誰だれも帰ってこないから」


「……っ」


　明らかに誘さそっているその言葉に、旭は一瞬呑んだ息を吐はいた。腰と胸の前に回された梶原の手に、自分のそれを伸のばす。


「……すんのかよ、また」


「するよ？　当たり前だろ」


　わかっていて訊きいたのは、梶原の自分を求める言葉が聞きたかっただけだった。我ながらこんなに女め々めしいとは思わなかったと、旭は自じ嘲ちよう気味に小さく笑う。首筋に口くち接づけている梶原からは、その表情はきっと見えない。


「……おばさんたち帰ってくるまで？」


「勿もち論ろん。……その後も」


　顎あごを取られ首を捻ひねると、再び口接けられた。今度はさっきより少し深かった。ちゅ、と音を立てて触れて離はなれてを繰くり返す口唇くちびるは、濡ぬれて弾だん力りよくを持った。


「……何回でも、抱だくよ」


「……ん」


　後ろ昏ぐらい愉ゆ悦えつが胸を満たした。……変わってしまったものでさえ、本当は喜んでいる。梶原のくれるものなら、それでよかった。


「……とりあえず、腹ごしらえして出ようぜ。旭がシャワーしてる間になんか作っとく」


「腹に溜たまるモンな」


「仰おおせの通りに。じゃ午後からはデートといきますか」


「……馬鹿、さみーよ」


　解放された腕の代わりに、もう一度触れるだけのキスが音を立てて降ってきた。呆あきれたような顔を作りながら、相変わらずの憎にくまれ口を返す。


（……なんだこれ、恋こい人びとみてー……）


　思考の片かた隅すみを走った譫うわ言ごとに、旭はありえないと否定して、自分で自分の胸を傷いためた。











「……旭!?」


　驚おどろいたように自分を呼ぶ声に、旭は我に返った。ホイッスルの鋭するどい音が鳴る。


「旭、どうしたんだよ。大丈夫？」


　駆かけ寄ってきた郁郎が、旭の顔を覗のぞき込んだ。ぱっちりとした大きな目が心配そうに揺ゆれている。その目をぼんやり見返して、旭は自分のしたことに思い至り目を瞠みはった。


「……俺、今」


（……なにした……？）


　呟いて旭は周りをゆるりと見回した。いつもの第二体育館、バスケコートの中。……そう、中だった。


「……旭、とりあえずこっち」


　郁郎が未いまだ動けずにいる旭の肘ひじを軽く取って、コートの外へ促うながす。旭は素直にそれに従った。抵抗しなかったのは、既すでにゲームが終しゆう了りようしていることがわかったからだった。


「眞宮～？　大丈夫か、おまえ」


「具合でも悪い？」


　数人の声がわらわらとかかる。皆みな一様に心配そうだった。それもそのはずと、旭は自分の行動を顧かえりみて、大きくため息を吐つきたくなった。


　今は放課後の部活中だった。二年対一年でミニゲームをやっていたのだ。二年のメンバーは殆ほとんどをレギュラーが占しめていたが、今はその中に梶原はいなかった。彼は、明日から所用で三日間ほど練習に出られない監かん督とくと、引き継つぎをしていたのだ。


　だが旭達がゲームをしている途と中ちゆうで終わったらしく、その後梶原は壁かべに凭もたれじっと試合を眺ながめていた。旭は視界の端はしで梶原の行動を無意識に追っていた。ここ最近の癖くせだ。そうしているうちに、マネージャーが梶原に話しかけているのが見えた。


　バスケ部のマネージャーはふたりいて、ひとりは二年、ひとりは一年だ。どちらも女子生徒で、梶原にその時近寄ったのは、一年の麻あさ木ぎ真ま帆ほという、くりくりとした目が特とく徴ちようの可愛かわいらしい子だ。いつも頭の高い位置でおだんごにしている髪かみ形がたが可愛いと、バスケ部の中でも人気のある子だった。彼女ははにかむような笑えみを浮うかべながらなにやら話しかけ、梶原も別段特別というわけではないが、いつもの穏おだやかな笑みを浮かべて対応している。


　梶原はモテる。そんなことはとっくの昔に知っていた。背は高いし基本穏やかで優やさしいし、顔だって甘く整っていてバスケも巧うまい。そんな好条件の揃そろった少年を、少女たちが見み逃のがすはずもなかった。告白だって何度もされている。真帆のように憧あこがれから少し近づいてみようと思う子だって少なくはないだろう。


　けれど見慣れているはずのそんな光景だけで、旭の心は何故なぜかそぞろになった。じわっと滲しみてくる不快感のようなものと、焦しよう燥そう感かんが混じり合う。走り回っているせいだけではなく、鼓こ動どうがリズムを速めていった。


　それはけれど、最近になってよく旭を襲おそう感覚だった。いつも起こる時は決まっていて──梶原が、誰かと楽しそうに笑っている時だ。理由なんか明白すぎて考える気にもならない。


（……試合中だぞ、気抜ぬくな）


　部内でのものとは言え、勝負は勝負だ。旭はどんな場合でも、負けることはよしとしない。その精神が今まで旭を奮い立たせてきた。


　そう自分に言い聞かせて、旭は再び試合に集中しようとした。だが一度気になりだしたものは旭の意識をつついては思考を妨ぼう害がいする。


　ボールを受け取って、反射的にひとの間の抜け道を探した時だった。走り出した視界の中に入ってきた梶原の隣となりで真帆が笑い、手招きをした。内ない緒しよ話ばなしでもするように口元に手を当て、梶原が真帆の方へ腰こしを折り顔を寄せた。梶原がまた、笑う。ずきんと胸が軋きしんだ。


　その時だった。


　旭の手から放たれたボールは、宙を舞まって他の人間に渡わたった。───相手チームの手の内に。カットされたわけではない。旭がボールを投げた方向には味方チームの人間は誰もいなかったのだ。そのままボールは一年チームがゴールまで運び、得点。同時にゲームの終了も訪おとずれた、という次し第だいだった。


　たださすがに二年チームの方が二十点ほど差をつけていたので、逃にげ切った形で勝った。けれど、この場合勝てばいいというものでもない。特に旭にとっては。


（……最低だ）


　気が逸それたなんて言い訳にもならない。ファウルでもなんでもなく、単なるミスだ。だからこそ余計に、自分のことが許せない。


「旭？　具合悪いんだったらちゃんと……」


「……悪い。そういうんじゃねえよ。ちょっと考えごとしてたら……って見苦しいな。みんなごめん」


　尚なおも心配して声をかけてくる親友に小さく笑って首を振ふった。それから、自分を囲むように集まっていたチームメイトにも謝る。


「いや、俺らはいーけどさ。眞宮があんなミスすんなんて、ちょいびっくりしただけだから」


「そもそも眞宮が試合中に考えごとっていうのも珍めずらしいよね。なんかあったの？」


　普ふ段だんでもレギュラーを張っている伊庭と、もうひとり大おお柄がらな割に優しい口調の、副部長でもある丹たん野の大ひろ樹きが首を傾かしげる。郁郎も含ふくめ、気き遣づかうような視線が上から降ってくるのに少しだけいたたまれなくなった。だからわざとらしいくらいに、旭は笑みを浮かべてみせる。


「なんもねえよ。単に腹減って集中力欠けてただけ。ほんと悪かった。反省してるからおまえら、そろって俺見下ろすのやめてくんねえ？」


「そりゃ眞宮がちっちゃいのが悪……って、イテ！　蹴けんなよ！」


「うっせえ。人がしおらしくしてんのに調子に乗んな」


「今のは伊庭が悪いよ。同情の余地なし」


「だねえ」


　旭が繰り出した蹴りを受けて伊庭が喚わめくが、郁郎は小さく睨にらんで逆に叱しかる。丹野もしょうがないなあという目で見ているだけだ。このままうやむやになって、考えごとの内容までは皆に追つい及きゆうされずにすみそうだと、旭が内心安あん堵どした時だった。


「……旭？　なんだよどうした」


「梶原」


　郁郎が振り返って、近寄ってきた梶原を呼んだ。背後にいる真帆の姿を認めて、旭は一いつ瞬しゆん歪ゆがみそうになった顔を隠かくそうとした。だがそのまま晒さらしてしまうことにする。


「だーかーら、なんでもねえんだって！　単なるミス！　晩飯のこと考えてた俺の脳のせい！」


　いい加減解放してくれとばかりに叫さけぶ旭の言葉に、その表情は似合っていたはずだ。無理に感情を押し込むよりも、こうして真実と織り交ぜてしまったほうが、自然に見えるだろう。


　案の定、周りはそれでもう納なつ得とくしたようだった。伊庭がまじまじと旭を上から下まで眺めて口を開く。


「眞宮の身体からだって燃費わりーよなー。あんだけ喰くうのになーんで身長伸のび……っうわ！　ゴメン！　タイムタイム！」


「試合はもう終わってんだよ。タイムなんかあるか」


「……学習能力ないの、伊庭」


　びゅんっと伸びてきた旭の拳こぶしに、伊庭が身体を反らせて逃げた。郁郎の呆あきれた呟つぶやきが零こぼれたが、伊庭には聞こえていないらしい。わざとなのか本当に学習能力がないのかどちらだろうか。いちいち一言多い伊庭を追いかけようとした旭は、だがいきなりぐいっと背後に重心を取られてつんのめった。


　両りよう脇わきを後ろから抱かかえるようにして旭を捉とらえていたのは、梶原だった。


「こら旭、それくらいにしとけって」


「うっせえな。孝行には関係ねえだろっ」


　触ふれた部分から伝わる体温に、反射的に心臓が躍おどり出してしまう。それを悟さとられまいとして、旭は梶原の腕うでから抜け出そうと藻も搔がいた。だがその腕は案外力強く、抜け出せそうにないどころか、抱だきしめるような形で拘こう束そくが強くなった。


「ちょ、放せ馬ば鹿か！　っておい！　浮いてるっての！」


　ぎゅうっと交差された腕は、旭の身体を僅わずかに持ち上げさえした。周りは梶原が来たことで大だい丈じよう夫ぶだと思ったのか、笑いながら遠巻きに見ているだけだった。旭と梶原の仲の良さはバスケ部だけに限らず皆が知るところだが、さすがにこの状態は恥はずかしい。


　慌あわてて旭が喚くと、梶原はひとつ息を吐ついた。少しむっとして振り返ろうとした旭の耳元にふっと呼気がかかり、小さく首を竦すくめる。


「───あんま俺以外といちゃつかないでくれる？」


「……っ、……はぁ？」


　旭にだけ聞こえるように梶原が囁ささやいた言葉に、一瞬瞠どう目もくした。しかし何かを言う前に、梶原は旭を解放すると「集合！」と周りに声をかけ、部員を集め出してしまう。


（……なんだよ、孝行のあほ）


　その背中を見ながら、旭は心の中で毒づいた。


（……おまえだって、いちゃついてたじゃねえかっつうんだよ）


　やけに楽しそうに、マネージャーと笑い合ってたくせに。自分のことは棚たなに上げて、ヒトにばっか……。


　そこまで考えて、旭ははたと自分の思考のおかしさに気が付いた。これではまるで。


　───嫉しつ妬としてるみたいな。


（……孝行が？……まさか！　あるわけねえし……）


　そもそも自分はいちゃついてなどいない。伊庭はいつもあんな調子だし、旭がそれに対して容よう赦しやなく拳でも蹴りでも繰くり出すのだっていつものことだ。そんなことに梶原が嫉妬するなんて思えない。多少……いや大きな変化はあったものの、自分と梶原の関係はそんな甘ったるい類たぐいのものではないはずだ。


　最初のあの日から三週間ほど経たったが、相変わらず身体を繫つなぐ行こう為いは続いていた。けれどそれだけだ。梶原が求めてくるから旭は応こたえる。変わらず彼女と進展できないのか、思いの外旭との相あい性しようが良かったのか。そんなことまではわからないけれど、いつまで続くのかさえ曖あい昧まいで、何も確かなものがない。そんな関係なのだから。


「……旭？　ほんとに大丈夫？」


「え？……あ、郁」


　またぼんやりしていたらしい。心配そうな郁郎に軽く腕を引かれ、旭は我に返った。相変わらずこの親友は優やさしい気性をしている。他人を気遣ってばかりで大丈夫かと心配した日々もあったが、今ではすぐ隣で彼を支えてくれる相手もできて、安心して見ていられる。けれどやはりその親友の心配は嬉うれしくて、旭は笑えみを返した。


「平気だって。言ったろ？　腹が減っただけ」


「……ならいいけど、さ」


　いまいち納得いかないという気持ちが丸わかりの表情が、少しだけおかしくて、そして少しだけ申し訳なくなった。


　でも今はまだ、言えない。


　誰だれかにこの、梶原との間に起こった変化を話してしまったら、そこで夢が覚めてしまうような気がしていた。これは現実なのだと認にん識しきしてはいるが、それでもどこか、やっぱり自分は不安定で、揺ゆれている。弱味を晒したくないというわけではなかった。ただきっと……確認するのが怖こわいだけなのだ。決して自分の気持ちとは重ならないものがあることを。


「……俺さ、旭のこと、好きだから」


「……は？　どうした郁。いきなり……」


　いやそりゃ嬉しいけど。


　何を思ったのか、いきなりそんなことを言い出した郁郎に旭が面めん食くらっていると、親友はこちらをまっすぐに見ていた。


「俺はいつだって旭の味方だって言ってんの！　旭が、もし……もしだよ。もしなんかどうにもなんないって思ったら、どっか寄っかかるところ他ほかに見つかんなかったら、俺のことちゃんと思い出してよ」


「……郁」


「それ、忘れんなよ。……な？」


　必死な、けれどとても真しん摯しな色が旭を見つめていた。旭は小さく息を吐つくと、ゆっくり微笑わらった。ただ嬉しかった。


「……サンキュ。覚えとく」


　やっぱ俺の見る目は間ま違ちがってなかった。そう思って、旭は自分の親友を見返した。


　胸のもやはまだ残ったままだったが、少しだけ晴れたような気分だった。











　湿しめった音が響ひびいていた。不規則でくぐもったその音は、旭の動きによって生まれている。


「……っん、ぅ……っ、んん」


　口をいっぱいに開けて銜くわえているものを、旭は上下にずらして数度しごき上げた。引っかかった先せん端たんの括くびれに腫はれぼったい口唇くちびるを押し当てたまま吸うと、口内にじんわりと滲しみてくるものがある。一いつ旦たん口唇を離し透とう明めいなそれを舐なめ取ると、そのまま今度は筋に沿って下降させた。


「……っ旭」


「ふ……っんん、ん」


　頭上から降ってくるのは、梶原の少し荒あらい息と自分を呼ぶ声だ。名前に反応して視線を上げると、手が伸びてきた。前まえ髪がみをかきわけるように撫なぜられ、耳じ殻かくを擽くすぐられる。少しぞわぞわする感かん触しよくに肩かたを竦め、邪じや魔ますんなと旭は梶原自身を口に含ふくんだまま睨んだ。


「っ……それ、可愛かわいいだけなんだけど」


「んっ、ふぁっ……ん」


　ひく、と反応した梶原が質量を増して、反論しようとした口をいっぱいに塞ふさがれた。そのせいで、再び硬かたく熱い欲望を貪むさぼることに集中してしまう。


「……覚えんの早くねえ？　エロい、けどさ」


「……っん、おまえが、教えたんだろーが……っん、ん」


「そうでした。……な、旭、そろそろ……」


「んん……っいーよ、出せ……」


「って口は……おい、旭、こら……っ」


　梶原は少し慌てたように旭を呼んだ。こうして口で奉ほう仕しすることを言い出し、そして教えたのは梶原からだったが、最後を口の中に出させたことは今までなかった。密ひそかにそれが悔くやしかった旭は、梶原の止める声を無視した。


（……俺の口じゃ、嫌いやだってのかよ）


　今や完全に勃たち上がった梶原のものは、口に含みきれないほどに大きい。口唇で足りない部分を手で擦こすり、更さらに奥の膨ふくらみも揉もむように刺し激げきを与あたえた。梶原の息がいよいよ荒くなる。


「旭っ……ちょ、やばいから、こら」


「んっんっ……っん！」


　構わないとばかりに、喉のどを突つく梶原の欲の塊かたまりを吸い上げた。僅かな時間を経て、振しん動どうのような衝しよう撃げきとともに口の中に流れ込んできたものを、旭は受け止めた。苦しいし変な味だ。眉まゆが寄ってしまうのは仕方がなかったが、吐き出す気もなかったので喉を鳴らして全部飲み込んだ。


「……っ、はぁ……っ」


「……おっまえな……」


　梶原の呆あきれたような声が降ってくる。ぺろ、と口くちの端はしにまだ残っていたものに気付いて舐め取りながら旭は顔を上げた。目が合った梶原が妙みような顔をしている。なにかを耐たえているようなその表情は、少し色っぽいが、彼がなにに反応したのか旭にはわからなかった。


「……なんだよ、その顔」


「……あのさ、もしかして煽あおってんの？」


　呟つぶやいた梶原が、旭の脇わきを摑つかんで抱だき上げるように引っ張った。いつもこんな風に比ひ較かく的てき簡単に持ち上げられてしまうことに、少し腹が立つ。けれど嫌きらいではなくて、困ってしまう自分もいる。そのことが、余計に旭を落ち着かない気持ちにさせるのだ。


　椅い子すにかけている梶原の膝ひざに跨またがるように、腰こしを引き寄せられた。


「なに言って……飲まれんのヤなのか？」


「そうじゃねえけどな……。ま、いいや。それよりキスさせろよ」


「でも口、今おまえの」


「旭の口に変わりないだろ。……キスしたいんだって」


「っん……」


　梶原が嫌なのではないかと思って拒こばんだのだが、くいと顎あごを取られ口くち接づけられた。だが最初軽く触ふれて離はなれた梶原の口唇が、再び重なろうとした時だった。コンコン、と軽い音が空間を割った。ぴくんと旭の背中が戦慄おののく。


「すみません、先せん輩ぱい？　梶原先輩、いますかー？」


　ドアの外から聞こえたのは、真帆の声だった。一気にここがバスケ部の部室だという現実が戻もどってくる。しかし梶原よりも早く反応したのは旭で、するっと梶原の膝から降りると、ドアへ向かった。後ろで梶原が「おい」と潜ひそめた声を出したが聞こえないふりをした。そのままドアノブに手をかけ、少しだけ開く。


「あっ……あ、眞宮先輩。あの、梶原先輩は……」


　ドアの向こうにいたのはやはり真帆だった。部活用のジャージから制服に着き替がえていて、更に可愛らしい。至って普ふ通つうの感覚を持つ青少年なら、そう思うはずだ。だが首を傾かしげて見上げてくる大きな目に、旭はなんの感動も覚えなかった。


　普段通り、なんてことのない軽い笑えみを浮うかべてみせる。梶原はドアの隙すき間まとは逆方向の奥にいる。真帆からは見ることのできない位置だった。


「孝行？　孝行なら帰ったよ」


「え？　そうなんですか？」


「他ももうとっくに帰ってるけど。麻木こそどうしたんだよ、こんな時間まで残ってるなんて。早く帰んねえと危ないだろ」


「あ、ちょっと梶原先輩に用事があって、校門のとこで待ってたんですけど……」


　いつまでたっても来ないから。そう言って眉を寄せる真帆に、旭は「ああ」と首を傾げた。もちろん、真帆の「用事」がなんなのか察しはついていて、それを承知してのことだ。


「じゃもしかしたら裏門から帰ったんじゃね？　なんか用事あるって言ってたかも」


「用事？　なんだ、そっか……」


「残念だったな。なんの用だったんだ？」


　旭が噓うそまでついて、わざと訊きいているとは思いもしないだろう真帆は、旭の質問にぱっと頰ほおを染め首を振ふった。


「あ、えっと大した用事じゃないんですっ。……また今度にします」


「あそう？　じゃあ早いとこ帰れよ？　あんま遅おそくなると、家のひと心配すんぞ」


「はい。……あの眞宮先輩はまだ帰らないんですか？」


「俺？　うん、ちょいやっときたいことあってさ。ここが邪魔入んなくて捗はかどるから」


　そうなんですか、と笑う真帆に頷うなずいて「じゃな」と手を振った。素す直なおに返事をして踵きびすを返す彼女を見送ってからドアを閉める。ついでに鍵かぎもかけてから、ようやく旭は振り向いた。案の定、梶原は呆れたような苦く笑しようのような笑みを浮かべていた。


「……邪魔が入んなくって捗るって？」


「なに、告白受けたかったのかよ？」


「んなこと言ってねえだろ」


　近づいて、梶原の肩に手を置いた旭は、小さく笑みを浮かべた。それは梶原を揶揄からかう振りをしての、自じ嘲ちようの笑みでもあった。我ながら、よくもまああんなに平然と噓がつけたものだ。つい数十秒前まで男のものを銜えて、キスを受けていた口で、彼に想おもいを寄せる少女を欺あざむいた。


　どんどんどんどん、自分は汚きたないものになっていく。……そうしているのは自分の意志だと、そんなことはわかっているけれど。


「……孝行が出るよりは面めん倒どうなくていいかと思ったんだよ。それに」


「……おい」


「……ここ、出しっぱでいたいけな少女の前には立てねえよなあ」


　ファスナーが下げられたままの梶原の下半身に触れて旭が笑うと、相手は降参とばかりに苦笑した。先さき程ほどのように旭の腰を引き寄せると、項うなじに片手を添そえる。


「……告白されたって断るよ」


「……あ、そう。……っん」


　瞳ひとみを覗のぞき込まれながらの言葉に、一いつ瞬しゆん旭は固まって、それから息を吐ついた。それがどうした、と少し虚むなしくなった。つまりあの「佳奈」という彼女がいるからというわけだ。わざわざ俺に言うなよと思いながらも、旭は再度与えられた口接けに身を任せることにした。今は目の前の体温が大事だ。梶原がどういうつもりだろうと、今だけは自分のものだ。


「……っん、ん、あ……っ」


「……旭……」


　まだ寸分も乱れていなかった旭のシャツの裾すそを引きずり出して、梶原のてのひらが胸をさまよい始めた。もう片方の手も、椅子に乗り上げていた旭の右みぎ膝ひざを引き寄せるように回される。


　それからその手は、ゆっくりとさするように上に移動していく。臀でん部ぶを揉むようにされると、喉が鳴り背筋が震ふるえた。指先が、ズボンの上から際きわどい隙間へと触れる。


「っんっあ、あ……っあ、たか……っ、！」


　首筋に埋うずめられた口唇くちびるが強く皮ひ膚ふを吸って、旭が顔を仰あおがせた時、突とつ然ぜん音楽が鳴りだした。──梶原の携けい帯たい電でん話わの着信音だ。自分のではない。


（……もしかして）


　真帆だろうかと過よぎった思考に気を取られて、旭は音源のロッカーへと目を遣やった。


「っあ、ちょ……孝行。ケータイ、おまえのだろ……」


「んー？」


「んーじゃねえって、あっ、んっ、おい……っや、あっ」


「……いいよ、放ほっとけ。留守電になる」


　シャツのボタンを外し、露あらわになった胸の飾かざりを味わうように舌で転がされ、周りを強く吸われる。シャツをくぐり背中に回ったてのひらはゆったりと肩けん胛こう骨こつを撫なぜ、項にたどり着いた。擽くすぐるようなその感覚に、ぞくぞくと身体からだの芯しんから淡あわい痺しびれが滲にじんできた。


「あっ……あ、あ、けど」


「……今は旭に集中してえの。……やらしくて可愛かわいい顔、見して」


　言葉通り、梶原は旭の身体を本格的に侵しん略りやくしだした。それをうっとりと旭は甘受する。


（……きったねえ優ゆう越えつ感）


　たとえ真帆からのものでなくても、梶原が電話を優先していたら、きっと自分は傷付いただろう。それでも性しよう懲こりもなく胸を痛め、けれどなんでもないようにまた彼を誘さそうだろうけれど。


　それでも嬉うれしかった。それが小さなことでも、梶原がこちらを向いている間は、誰だれに譲ゆずる気もないから。


　甘い波に溺おぼれていくうちに、いつの間にか流れていた音楽は消えていた。残ったのは旭の掠かすれた艶つや声ごえと、肌はだの触れる湿しめった音。それから時折、梶原が呼ぶ旭の名前だけだった。











　はあ、と漏もれた気の抜ぬけたようなため息に、旭ははたと口を噤つぐんだ。だが気が付けば、すぐにまた同じことを繰くり返している。


「どうした旭。珍めずらしいな」


「……なにが」


　斜ななめ向かいから祖父の声がかかった。聞き返しはしたものの、なにを指し摘てきされているのかはわかっていた。カウンターの端はしに腰こしかけ、頰ほお杖づえをついている孫を見やった祖父の柔にゆう和わな顔に、笑みが浮かんだ。


「もういいのか？　そんなんじゃ腹いっぱいにはならないだろう」


　旭の前にはピラフが盛られていた皿がひとつ。大盛りだったそれは既すでに旭の胃の中に収められていた。だがいつもの旭なら、さらにランチのハンバーグプレートくらいは軽く平らげる。そのことを祖父は充じゆう分ぶんに知っているはずだが、旭が「いい」と首を振ると、それ以上は追つい及きゆうしてこなかった。


　今日は珍しく部活がない日曜だった。しかし旭はどこか遊びに出かけるでもなく、ぼんやりと昼前に起き出して、こうして祖父の店にいる。そもそも旭は寝ね起おきがよく、昼までだらだら寝ているようなことは滅めつ多たにない。だが昨夜は考えごとをしているうちに目が冴さえてしまい、結果寝付けなかった。そのおかげで珍しく遅い起き床しようになってしまったというわけだ。


　旭の日常は、日曜も祭日も部活で占しめられているのが当たり前だ。だからこんな休みは貴重だし、おまけに外は天気もいい。一月も後半を過ぎ冬まっただ中ではあったが、陽ひ差ざしのおかげで随ずい分ぶんと過ごしやすい陽気だった。それなのに、特に予定もないまま昼をだいぶ過ぎている。やったことといえばマドンナの散歩くらいだ。


　常ならばこんな時には郁郎か梶原のどちらか、もしくは両方と過ごすことが多い。だが郁郎は郁郎で予定があるようだった。滅多にない日曜のフリータイムをここぞとばかりに彼の恋こい人びとが独どく占せんしたいらしい。普ふ段だんから一いつ緒しよで同じ家に住んでいる癖くせにと思わないでもなかったが、親友の嬉しそうな顔には負けた。所しよ詮せんは自分は友人でしかない。彼にあれほど幸せそうな顔をさせてやれるのは、かの委員長しかいないのだ。


　そして梶原は。──彼は、なにも言ってこなかった。ここ最近の関係からいえば、時間に余よ裕ゆうができる時には、梶原は必ずといっていいほど旭を誘っていた。それは純じゆん粋すいに遊びという時もあったが、殆ほとんどがセックス込みのものだ。


　お互たがい家には家族がいるため、どちらかの部屋で、ということは滅多になかったが、場所がないわけではなかった。だから漠ばく然ぜんと、旭は当たり前のように梶原がまた誘ってくるものだと思っていたのだ。それが、なかった。


　昨日は朝から夕方までずっと部活だった。だが梶原の口からは、日曜の予定どころか、部活後のことさえ持ち出されることはなかった。それどころか梶原は、部活が終わるなり用事があるからと言って、旭よりも先に帰き途とについたのだ。


（……用ってなんだよ。聞いてねえぞ）


　ふと思考をついたものに、旭は自己嫌けん悪おに陥おちいった。梶原の予定をすべて把は握あくしているかのような自分の驕おごりが、おぞましくなった。


　それから結局なんの連れん絡らくもなく、旭からもアクションを起こせずにいるというのが現状だ。眠ねむれなかったのは、梶原の用とやらがなんなのか、気になって仕方なかったからだった。


　昨夜冷え込む冬の空気の中、布ふ団とんに潜もぐり込んで、旭はぼんやりと脳のう裏りに浮うかぶものを追った。ふとささくれように引っかかったのは、最近の梶原の行動の一いつ端たんだった。


（……ケータイ、よく弄いじってんな）


　主にメールだと思うが、気が付くと教室でも部室でも携帯電話を操作している。うっすらと胸の奥にのしかかる重しに、旭は眉まゆを寄せた。


（……「佳奈さん」、か……）


　他ほかには考えられない。彼女と、なにか進展があったのだろうか。だから今日も、自分の方など顧かえりみず帰ってしまったのだろうか。……もうそろそろ自分はいらなくなるのだろうか。


　梶原のことを想うのなら、きっとその方がいいのに。彼が本当に好きなひとと、ちゃんと結ばれる方が。


（そんなん絶対嫌いやだってまだ思ってる。……女め々めしい）


　自分に毒づいてみても、気分は晴れない。だって諦あきらめきれない。梶原の腕うではあんなに優やさしいのに。自分を呼ぶ声はあんなに甘いのに。それを手放すことなんか、考えたくない。


　こんなことではいけないとわかっているのに、それでも鬱うつ々うつと影かげを伸のばす思考に、到とう着ちやく点てんはなかった。一ひと眠ねむりした今でもまだ、見えてくるものはない。


「……難しいよなあ」


　ひとを好きになるというのは、何故なぜこんなにも困難なのだろう。ただ焦こがれるままに動いただけでは、ちっとも上手うまくなんかいかない。なにを優先すべきなのか、なにが本当に大切なのか、考えれば考えるほどわからなくなっていく。


　また息を吐ついた旭の目の前に、コツンと軽い音を立ててカップが置かれた。旭の声を聞きつけたのかどうかはわからないが、祖父特製のたっぷりの牛乳で煮に出だしたチャイだった。淡く穏おだやかな色の飲み物は、なんとなく梶原に似ている。そんなことを思って、旭は内心で自分に呆あきれた。本当にいつから自分はこんな乙おと女め仕様の思考になってしまったのだろう。


「……なあじいちゃん」


「ん？」


　呼びかけに、昌一郎はグラスを磨みがきながら相づちを打ってくれる。なにを探さぐるでもない自然なトーンに、旭は少し助けられて続けた。


「……じいちゃんは、ばあちゃんをものすごい好きだったんだよな？」


「そうだな。とても愛していたよ」


　祖父は衒てらいもせずに応こたえた。その微笑ほほえみは本当に慈いつくしみに溢あふれていて、祖父が今でも祖母のことを大切に想っているのだとわかる。


　祖母は旭が小学校へ上がる前に鬼き籍せきのひととなったため、ぼんやりとしか記き憶おくがない。けれどおっとりと上品な佇たたずまいの人物だったような覚えはなんとなくあった。祖父は本当に彼女を愛していて、その証しよう拠こがこの店だった。正確にはこの店の名前だ。


　祖母の名前は「しゅうこ」という。漢字で書くと「柊子」だ。祖父の構えるこの店の名前『ひいらぎ』は彼女のことだった。


「……そんなにさ、ひとのこと好きになんのって、じいちゃんは怖こわくなかった？」


「怖い？」


「だってもしそのひとが他のひとを好きになったら？　自分の傍そばからいなくなったら？……好きになればなるだけ、そう思わなかった？」


　中ちゆう途と半はん端ぱに手に入れた分だけ、不安は肥大していく。今の旭は、自分の気持ちを突つき詰つめるほど、身動きが取れなくなっていった。そして変化の僅わずかな予感に、こんなにも打ちのめされている。弱くなっていく自分を止められないのだ。


「……そうだな。怖かったな」


　ぽつんと祖父が呟つぶやいた言葉に、いつのまにか俯うつむいていた顔を旭は上げた。祖父はグラスを磨く手はそのまま、それでも口元には小さな笑みを滲にじませていた。少しだけ伏ふせられた目は、グラスのその先に映り込んでいる過去を見ているようでもあった。既に彼の傍に妻はおらず、だからこそ旭には、それが言葉以上のものであると感じられた。


　けれど祖父はふっと視線を上げると、旭に穏やかな光をたたえた目を向けた。


「大切になるほど失なくしたくないと思うのは、誰でも同じだ。みんな思ってることだ。だけどそれを怖いって思って竦すくんだままじゃあ、先へは進めない。自分から動かなきゃな」


「……自分から」


「好きなひとを幸せにするには、それくらいの覚かく悟ごがなきゃいかんだろう。怖くても足を踏ふみ出してみる。飛び越こえてみる。そこで挫ざ折せつするなら、その程度の想いってことだ。結局は自分がどれだけ相手を想っているか、それだけじゃないか？」


「……じいちゃんはそうやって、ばあちゃんを幸せにしてきた？」


「当たり前だろう」


　誇ほこらしげに笑う祖父の顔は、格好よかった。きっと祖母は、祖父の言うとおり幸せな人生を送れたのだろうと、そう思った。


　祖父の言葉を、ゆっくりとかみしめながら、旭は少し冷めてしまったチャイを口に含ふくんだ。まろやかな甘さは、脳にも糖分を送ってくれているようだ。


　好きになればなるほど不安は増すけれど、その想いこそが恐きよう怖ふを越こえていく力になる。ひとを想うということは、なんて不思議なことなのだろう。下降するばかりの自分の思考だけでは気付けなかったことだった。


　ゆっくりと紅茶を飲み干した旭は、よしと心中で気合いを入れると椅い子すを下りた。


「ごちそうさまでした。おいしかった」


「ああ、今日はじいちゃんが奢おごってあげよう」


　財さい布ふを取り出そうとした旭をやんわりと止めて、昌一郎が笑う。普段でも孫の特権だと言って、定価の半額で食べさせて貰もらっているのに、と一いつ瞬しゆん惑まどった。だが結局、旭はそのまま笑みを返すと、礼を言って店を出た。滅めつ多たにない旭の落ち込み具合に、祖父らしいやり方で甘えさせてくれているのだろうとわかったからだ。


（……自分から、自分から）


　祖父の口くち癖ぐせである言葉を、心の中で繰くり返す。それはいつもの旭なら当たり前のことだった。けれどいつの間にかいろんなことに囚とらわれすぎて、思い出すことさえできなくなっていたことだ。それが大切だと、自分は知っていたはずなのに。


　ジーンズのポケットから取り出した、携けい帯たい電でん話わの着信履り歴れきを表示する。すぐに見つかった梶原の名前を少しの間じっと見つめた。ひとつ息を吐はいて、通話ボタンを押した。


　定期的なリズムで呼び出しを続ける音よりも、耳の裏で痛いほどに聴きこえる鼓こ動どうの方がうるさい。晴れていても身を切るような冷たい風は、旭を取り巻いては過ぎていくが、寒さを感じる余裕もなく、てのひらには汗あせすら滲にじんでいるほどだった。


（……出ない）


　落らく胆たんしかけて、そろそろ留守電に切り替かわるだろうかという時だった。


『……もしもし？』


「っ……あ、俺」


　聞こえてきた応答に、旭は思わずそれだけ言って、存外に乾かわいていたらしい口唇くちびるを舐なめた。梶原の声はいつもよりも少し小さいように思えた。着信時に名前が出るから自分だとわかっているはずだが、と少し不安になる。だがそのまま旭は続けた。


「あのさ、孝行今暇ひま？　あの……」


　会いたい、だろうか。それとも他の言葉がいいだろうか。僅かに逡しゆん巡じゆんしていると、思考に被かぶさるように、梶原の後ろの方から聞こえてきた声があった。


『あれ？　孝行くーん？　どこー？』


　明らかに高いトーンの声が梶原を呼んでいる。旭は一瞬思考ごと動きを止めた。


『悪い。今ちょっと外なんだ。後でかけ直してもいいか？』


「……え、あ……あ、うん」


『ごめんな。じゃ後で』


　旭が反射的に頷うなずくと、それだけ言って梶原は通話を切った。旭は呆ぼう然ぜんと、虚むなしい音を告げる電話を耳に当てたままでいた。


　梶原が素っ気なかったことよりも、結局なにも言えなかったことよりも、耳の奥をこだまするものがあった。──梶原の背後に聞こえた声。遠く僅かなそれだったけれど、間ま違ちがいない。彼を呼んでいた。女のひとの、声。……しかもファーストネームで。


「……っは」


　思わず口元から笑いが漏もれた。なんだよ、と心の中で誰だれかが呟いた。


（……つまりそういうことかよ）


　梶原は「佳奈さん」と一いつ緒しよだ。……もしかしたら、いやきっと、昨日から。


　ひく、と喉のどが震ふるえた。胸の真ん中を摑つかまれて、なにか大切なものを引きずり出されたような気がした。痛みが酷ひどすぎて、麻ま痺ひしたようにその感覚を捉とらえられない。


（……うまくいったんだな）


　最近の頻ひん繁ぱんなメールのやりとりは、やはり彼女とだったのだろう。やっとのことで一線を踏み越えた梶原にしてみれば、今旭と電話している余よ裕ゆうなどなくて当然だ。そして彼女との約束があったのなら、旭を誘さそうはずもなかった。


　足を踏み出す前に、飛び越える前に、旭の道はなくなってしまった。











　気が付いたら家に帰り着いていた。習慣というのは時に恐おそろしいが、今は有り難がたい。旭が帰ってくると、いつも門もん扉ぴ横の庭の方から駆かけ寄ってくるマドンナもなぜか来ない。昼ひる寝ねでもしているのだろうとぼんやり思って、数時間前まで寝ねていたベッドに再びダイヴする。


　なにも考えたくなかった。気を抜ぬくとごちゃごちゃと湧わき上がってくるいろんなものに、無理矢理蓋ふたをする。だけど苦しかった。枕まくらに伏せている所せ為いだけでなく、息ができないくらいに胸が軋きしむ。痛い痛い痛い。


「っ！」


　びくんっと旭は戦慄おののいた。いきなり耳に飛び込んできた着信音の所為だった。反射的にポケットを探さぐり、携帯電話を取り出す。


（孝行だったら）


　取るのか取らないのか。それさえ決断できずに、手にした携帯電話の着信者の名前を見た。


「……郁？」


　意外な名前をそこに見つけて、思わず旭は呟いた。親友のやわらかく綺き麗れいな笑え顔がおと声が脳のう裏りに浮うかんで、引き寄せられるように受話ボタンをオンにした。


『あ、旭？　今大だい丈じよう夫ぶ？』


「……郁」


『うん。あのさ、旭今家にいる？　俺実は今旭ん家ちの近くまで来てんだ。いきなりだけど今からそっち行ってもいい？』


　聞こえてきた郁郎の声は明るく、つられるように旭は喋しやべる気力を取り戻もどした。しかしふと郁郎の言葉に首を傾かしげる。


「……近く？　ってどこにいんだよ？」


『えっと、もう駅から半分くらい歩いたかな？　たぶん、五分もしないで着くと思うんだけど』


「……ひとりか？」


　思いついて訊たずねてみると、郁郎は言葉に詰つまったようだった。どうやら違うらしい。一緒にいる相手は間違いなく性しよう悪わる委員長だろう。旭がなにかと叶野には絡からむので、郁郎としては些いささかすぐには答えにくかったらしい。


　そんな親友の素す直なおさに自然と笑みがこぼれた。えーと、ともごもご言っている郁郎に、先を繫つなげてやった。


「着いたらまた電話しろよ。玄げん関かんまで行くから」


『あ、うん！　あのさ、おみやげもあんだ。楽しみにしてて』


　途と端たんに嬉うれしそうに声を弾はずませる郁郎に頷いた。通話を切ると旭はベッドから降りて洗面所へ向かった。じっと鏡の中の自分を見つめる。


（……大丈夫、だな）


　覇は気きはあまりないかもしれないが、泣いたわけでもない。顔色はあまり良くないし酷い顔をしていると自分では思うが、郁郎が来るまでに繕つくろえる自信はあった。


　約束もなしに突とつ然ぜん訪おとずれる親友の意図などわかりきっている。だからこそ旭は、郁郎に暗いばかりの表情など晒さらしたくはなかった。水くさいと郁郎は言うかもしれないが、旭自身まだ整理がついていない状態でなにを説明しても、彼の心配をひどくするだけだろう。


　そうしているうちに、再び携帯電話が姦かしましく騒さわぎ出した。受話をオンにするより早く玄関に飛んでいき、そのままドアを開けた。


「あ、旭！」


「よお、おふたりさん。今日はデートか？」


　ぱあっと笑顔を浮かべた郁郎と、その斜ななめ後ろにいた男に、旭は揶揄からかうような笑みを向ける。後ろの男───叶野は、旭の言葉にメタルフレームの奥の切れ長の目を細めた。


「そう見えるか？」


「不本意そうだな叶野。昨日から独どく占せんしてんだから、ちょっとぐらい俺に郁を譲ゆずってもいいじゃねえか」


「満足どころか足りないくらいだって、俺は言ったんだけどな。もうやだって郁郎が」


「わーっちょっとちょっとっ！　なんの話してんだよっ」


　本人そっちのけであらぬ方向へ進んでいく会話に、郁郎が慌あわてたように喚わめいた。旭は声を出して笑うと、顔を真っ赤にしている親友に呼びかけた。


「郁、折角だからマドンナと遊んでくだろ？　久しぶりだから喜ぶぞ」


「もちろん！　あ、その前にさ、これ」


　郁郎が差し出した紙かみ袋ぶくろを受け取って、旭は中を覗のぞき込んだ。透とう明めいな密みつ封ぷう容器の中に、黒い物体がある。


「なんだ？……おはぎ？」


「旭、ケーキとかより和わ菓が子しの方が好きだったなって思ってさ。すんごい美味おいしいんだよ、それ。って俺が作ったわけじゃないんだけど」


　嬉き々きとしてそう説明する郁郎を見返す。確かに自分は生クリームよりもあんこ派だが。そのどこか誇ほこらしげでもある郁郎の表情に、つと思い当たって旭は叶野の方へ視線を移した。目が合った叶野は、ひょいと片かた眉まゆを上げてみせる。


「季節はずれで悪いな」


「……なるほど。叶野の手作りか」


「俺も味見したんだけど、ほんと旨うまかったから！　旭もきっと気に入ってくれると思うんだ」


　本当になんでもできる男だなと、些か僻ひがみっぽい感想を旭は抱いだいた。だがいっそう深くなった笑顔でそんな風に郁郎に言われると、それだけで旭の心は和やわらいだ。


　きっと随ずい分ぶん心配してくれたのだろう。ここ最近様子がおかしい自分のことを、ずっと気にかけていてくれたに違いない。なんとかして自分を元気づけたいと思って、悩なやんですらいたのかもしれない。そしてきっと、そんな優やさしい親友に、家事全ぜん般ぱんパーフェクトな恋こい人びとがさり気なく助け船でも出したのだろう。


　久しぶりにふたりでゆっくりできる休日だろうに、こんなところまでつきあってくるとは、叶野も郁郎には弱いらしい。というよりも、それにかこつけて本当にデートにしてやろうとでも企たくらんでいるのかもしれないが。


　なんにしても、幸せそうでいいことだ。本当にそう思う。……思うのだけれど。


（……やっぱちょっと羨うらやましいよな）


　素直でまっすぐな親友の健けな気げな姿勢は、今の旭には少し眩まぶしい。いつの間にか、どろどろに澱よどんでしまった自分の心とは正反対だ。郁郎のように、自分ももう少し可愛かわいげがあれば、もしかしたら梶原も──。


（……ばかばかし）


　もしかしたらもなにも、現実はもうその先まで進んでしまっているのだ。梶原は──考えなくとも、最初から自分のものなんかじゃなかったのだから。


「……旭？」


　郁郎の窺うかがうように心配気な視線に、旭ははっと瞬またたいた。


「あ、……わり。ちょいトリップしてた……叶野の割かつ烹ぽう着ぎ姿が浮かんでさ」


「えっなんで割烹着？　和菓子だから？」


　咄とつ嗟さにごまかした言葉に、郁郎がきょとんと目を瞠みはった。だが次の瞬しゆん間かん、その姿を想像するように目線が上を向く。その顔が笑い出すでもなく上気しているのは、おそらくそんな姿でも格好いいとかなんとか思っている所為だろう。簡単に推測できてしまって、旭は半眼になった。


「……恋する力って偉い大だいだな」


「褒ほめてんのか？　眞宮」


「んなわけねえだろ、この色いろ惚ぼけカップル」


　叶野の声に胡う乱ろんな目を向けて、旭は否定した。どうせ満まん更ざらでもないのだこの男は。想像だろうとなんだろうと、郁郎が自分を想って幸せな気分になっていることが重要なのだから。


「あてられるこっちの身にもなれっつうの。いーく？　マドンナと遊ぶんだろ？」


「えっ？　あ、あ、うん！　遊ぶ遊ぶ！」


　我に返ったらしい郁郎は、ぱっと頰ほおを染めて頷うなずいた。どうやら自分の世界に浸ひたってしまっていたことを恥はずかしがっているらしい。


「あの、マドンナあっちだよな？　行っていい？」


「ああ、そっちから回って庭の方な」


「うん。旭も遊ぼうよ」


　言いながら郁郎は庭の方へ足を向けた。後を追おうとした旭は、その場をまだ動かない叶野に気が付いた。その目は郁郎の背中を慈いつくしむように見ていたが、ふっと旭の方へと移動する。旭はつと思い出して口を開いた。


「……そうだ、礼言ってなかったな。サンキュ」


　これ、と紙袋を掲かかげてみせると、叶野はああという風に頷いて軽く笑えみを浮うかべた。


「それなら郁郎にちゃんと言ってやれ。あいつ折角の休みだってのに、そわそわしてばっかだったから」


「……それはそれは。俺の所せ為いで水差して悪かったな」


　さぞや叶野的には面おも白しろくなかっただろうと思い、そう呟つぶやく。その通りだとイヤミのひとつも言われるかと思ったが、目の前の男はニヤリと人の悪い笑みを浮かべた。


「いや、それはそれで、こっちに陥かん落らくさせる手間が楽しかったから」


「……あ、そう……」


　どこまでも喰くえない男だ。旭は思わず肩かたを落とした。いつもの辛から口くちも出てこない。


「……眞宮、梶原とうまくいってないのか？」


「あ？……って叶野、おまえ」


　腕うでを組み、横目でこちらを見み遣やる切れ長の瞳ひとみは、静かな色をしていた。レンズ越ごしのそれは全すべてお見通しと言わんばかりで、まったく観察力も洞どう察さつ力も優すぐれているなんて、嫌いやになる。


「郁郎もなんとなくは気付いてるみたいだけどな。まあ俺ほどはっきりと確信してるわけじゃない。……本当は訊ききたいんだろうけど、眞宮が自分から話すまでは聞かないって決めてるんだろ」


「……話せるようなことねえよ」


　叶野の話には少し驚おどろいたが、旭はそっけなく返した。それが今はまだ、なのか、これからもなのか自分でもわからなかった。


「それに話すもなにも……もうそろそろゲームオーバーって感じだしな」


「……そう言ったのか？　梶原が」


「言われなくても引き際ぎわくらいわかるだろ」


　自分でも意識せずに自じ嘲ちようを帯びた声になった。叶野は小さくふうんと頷く。その声こわ音ねに少し引っかかって、旭は叶野を見返した。


「なるほどな。眞宮は梶原と話すのが怖こわいわけだ」


「っな、……叶野、おまえな」


　図星を指されて、思わずかあっと頭に血が上った。叶野は涼すずしい表情で続ける。


「違ちがうか？」


「……っ、違わねえよ。そうだよ、わざわざ話して修しゆ羅ら場ばになんのなんかゴメンなんだよ」


　今でも既すでにこんなにぼろぼろなのに、これ以上自分から傷付きに行きたくなんかない。そんな勇気、湧わいてくるはずもない。まだ自分は、襲おそいかかる痛みを前に竦すくんでいることしかできないのだ。……信じられないほどに、自分は弱い。そんなこと、言われなくてもわかっている。


「……修羅場になるってわかるくらい未練があるんなら、どうにでもできるんじゃないのか」


「なにを……」


「郁郎が、訊きたくても訊かないで待ってるのは、なんでだと思う。眞宮を信じてるからだろう。おまえならちゃんと頑がん張ばれるって思ってるから、余計な口挟はさんだりしないで見てるんだよ」


　叶野の瞳は真しん剣けんだった。それが恋人を想おもう心から来ているのだとしても、旭にまっすぐに向かってきていた。その強い力は、旭が今失っているもののようで、ただ見返すことしかできない。


「……実際おまえと梶原がどうなってんのかなんて、俺にはわからないけどな。ただどんな形で終わらせるにしろ、話くらいした方がいいぞ。じゃなきゃ後こう悔かいすんのはおまえだから、眞宮」


「……」


　叶野の言葉は旭の胸にすとんと降りてきた。それこそ、なにも知らないくせに勝手なことを言うなと思わないわけでもない。けれど不思議と腹は立たなかった。叶野の言葉が、僅わずかでも旭のことを想っていることは確かだからかもしれない。


「……叶野に心配されるなんて予想外だぜ」


「小こ姑じゆうとめの元気がないと張り合いないだろう」


「……この腹黒」


「それに眞宮がいつもの調子じゃないと、郁郎がいつまでたっても落ち着かないからな」


　ああそう結局そこかよ、と旭は呆あきれるように思った。悪口はあっさりスルーされたし、惚のろ気けられただけのような気もするが。


（……話、ね）


　どんな結果になるにしろ、けじめはつけるべきなのだろう。そうぼんやり思った時だった。


「旭！」


「どうした、郁郎」


　突とつ然ぜん慌あわてた様子で郁郎が駆かけ戻もどってきた。叶野が素す早ばやく反応して郁郎に寄ると、酷ひどく焦あせった様子で口を開く。


「あ、なんかさ、変なんだ」


「変？　何がだ」


「俺今、寝ねてんのかなって思って近づいたら、なんかぐったりしてて」


　主語のない郁郎の説明に、最初は首を捻ひねった旭だったが、すぐさまはっとした。


「……マドンナ!?」


　ぱっと脳のう裏りに浮かんだ愛犬の姿に、旭はその場を駆け出した。といっても狭せまい家の敷しき地ち内なのですぐに庭には着く。だが半はん端ぱに開いた柵さくの扉とびらすらもどかしい。視界の先の庭の奥、いつもの場所、マドンナの黒い肢し体たいがあった。


「マドンナ！」


　走り寄って覗のぞき込んだ愛犬は、ひどく力無い様子だった。郁郎が言ったように、ぐったりと地面に身体からだを横たえている。


「……っ」


（……吐はいた後）


　血の混じる液体を嘔おう吐とした様子まであって、それを認めた旭は瞬しゆん間かんパニックに陥おちいった。どうすればいいのか、咄とつ嗟さに次の行動が思い浮かばない。どうにかしなければと思うのに、脳も身体も働いてくれなかった。だが不意に背後から肩を揺ゆさぶられる。


「眞宮、眞宮！」


「……っあ、叶野……」


　振ふり返ると叶野が厳しい顔で続けた。


「しっかりしろ。とにかく病院だ。かかりつけの所があるだろう。家に誰だれか運転できる人は？」


「あ……母さんが」


「俺、呼んでくる！」


　郁郎が言って、ばたばたと庭に面した硝子ガラス戸から家の中に上がっていった。


　それからすぐに、頼子が郁郎に連れられて慌てたようにやってきた。慣れた様子で叶野が母と一いつ緒しよにマドンナを車に運んでいるのを、旭はただ見ているだけしかできなかった。


「俺たちは待ってますから」


　留守番をしてますと言う叶野に、頼子が頷うなずいて車を出す。後部座席でマドンナの頭を抱かかえたまま、旭は震ふるえそうになる身体を押しとどめようと必死だった。


　程ほどなくして病院に着くと、すぐに出てきてくれた獣じゆう医い師しは、いつもはおどけた明るい顔を引き締しめてマドンナを診みる。


　頼子がマドンナの倒たおれていた状じよう況きようを説明していたが、旭はまだ傍ぼう観かんしているしかできない。


「……おそらく急性胃い炎えんかな」


　そう診しん断だんした医師は、頼子に向き直った。


「なにか変なもの……たとえば賞味期限が過ぎたようなものとか、腐くさったような水とか、異物とかを口にした様子はありませんでしたか」


「いいえ、ごはんはいつも夕方だけなので、今日はまだなにも……」


　首を傾かしげる頼子に、旭ははっと思い出した。


「あ、散歩の時……もしかして」


「散歩？　ああそうか……なにか漁あさってた？　ゴミとか」


　訊かれて、旭は昼前の散歩を思い返した。だがはっきりと思い出せない。その時はぐるぐると、自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいだった。ろくにマドンナの様子も見ずにただ惰だ性せいで歩いていたのだ。心になにか重いものが被かぶさったように苦しくなる。


「……すみません、俺、あんまり覚えてなくて」


　ふうむと医師が小さく頷いた。それは責めるような色ではなかったが、旭は激しい自己嫌けん悪おに襲われていた。顔かお馴な染じみの獣医師は、小さく笑って安心させるように旭を覗き込んだ。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。吐いたってことは、悪いものはもう殆ほとんど外に出てる。後はちゃんとした治ち療りようを施ほどこせば、すぐにマドンナは元気になるよ」


　ただ数日間だけ入院してもらうと思うけど、と医師は付け加えた。頼子に了りよう承しようを取り、看護師たちに指示を与あたえる。


　この動物病院は、旭がマドンナを飼い始めてからずっとかかっているところだ。医師の腕うでは確かだし、信しん頼らいできる。その点では心配することなどなにもなかった。


　会計をすませ、最後にもう一度マドンナを見てから帰ることにした。いつもは艶つや々つやと輝かがやいている黒い毛並みが、今は少しくすんでいるようにも見える。旭をまっすぐに見上げてくる黒々とした瞳ひとみもまだ閉じられたままだ。


（……俺、なにやってんだ）


　酷くもどかしかった。自分で自分を殴なぐりたいとすら思った。


　マドンナは旭が名前を付けた犬だった。産まれたばかりの黒い仔こ犬いぬを初めて腕に抱だいたのは十歳の時だ。女の子だと知って、だからこそ強くて賢かしこい子になってほしいなあとそんなことを生意気にも思って付けた名前だ。ずっとずっと大切な家族だったのに。


（……俺は、自分のことばっかで。マドンナの異変にも気付けなくて）


　思えばさっき祖父のところから帰ってきた時だって、マドンナは異変を自分に知らせていたのに。いつもすぐさま駆け寄ってくる姿がないのを、昼寝でもしてるんだろうなんて、確かめもせずに決めつけて。


　───このままじゃ駄だ目めだ。


　いつまでもうじうじとひとりで考え込んでいるのは、もうやめなければ。いつもの旭なら、マドンナをこんな目に遭あわせることなんかなかった。


　郁郎の心配そうな目と、笑顔が浮うかぶ。叶野の容よう赦しやない、けれど真実だけの言葉が耳に返る。


（……逃にげないって、決めてたはずだろ）


　それがなにからでも同じことだと今いま頃ごろ気付いた自分は、本当はとてつもなく鈍にぶくて甘いのかもしれないけれど。……怖こわいのはまだ、変わらないけれど。それでも。


　梶原のことを好きなら、どんな結果になっても、自分は飛び越こえるべきなのだろう。祖父が言ったように、そのくらいの覚かく悟ごを持っていなければいけなかったのだ。……きっと、本当は最初から。だけどまだ、今気付けたことは救いだ。遅おそくは、ない。


（……孝行）


　心の中で今でもまだ、愛いとしいと思う名前を呟つぶやく。こんなにいろんな傷を負って、竦すくんで、自分が自分でなくなるほどに混乱させられても、まだいとおしい。


　なんでこんなに好きになったんだろう。いつの間に、こんなに溢あふれるほどの想おもいを募つのらせてしまったのだろう。


　どうしようもない自分に、旭は苦く笑しようを漏もらした。この気分を前向きだと言っていいものだろうかと少し悩なやむ。けれどまあ、少しだけ元の自分らしいかとそう思えた。


「……あ」


　留守番をしてくれていた郁郎と叶野を見送った後、旭はお気に入りの歌を奏かなでて自分を呼ぶ物体に手をやった。ジーンズのポケットにしまっていた携けい帯たい電でん話わが、着信を知らせている。


　梶原の名前が、じんわりと光を放ちながら旭を呼んでいた。











　ププッとクラクションを鳴らされ、旭は道の端はしに身体を寄せた。背後からやってきたパジェロはそのまま通り過ぎるかと思ったら、すっと旭の横でスピードを緩ゆるめた。


「眞宮ー」


「……岡田先せん輩ぱい？」


　訝いぶかしげに見ていた車の窓が下がり、顔を出した人物を見て、旭は瞬まばたきをした。


　陽ひの短い冬の空はもう藍あい色いろに暮れ、一本向こうは大通りだったが少し怪あやしい車だなと思っただけに、意外だった。岡田は車を端ぎりぎりに寄せると、ハザードランプをつけて降りてきた。


「なんだよ、ひとりで散歩か？　どうせなら俺とドライブでもして晩飯喰くいに行こうぜー」


　旨うまいとこ連れてくからさーと言う岡田に、旭はあっさり首を振った。


「俺これから用事あるから」


「即そく答とうかよ。……もうちょっとくらい考えるそぶり見してくれたってさあ」


　肩かたを落としてぶつぶつ呟く岡田に、ふと旭は向き直った。


　用事というのはもちろん梶原に会うことだった。さっき電話をかけ直してきた梶原が家にいるというので、向かっている途と中ちゆうだった。


　だがいい機会だ。あれからもちょこちょこ誘さそいをかけてきていた岡田とも、ちゃんと一度話をしたいと思っていたところだったのだ。梶原の件が落ち着いてからでもいいかと考えていたのだが、この偶ぐう然ぜんに乗っかることにしよう。


「……あのさ、先輩にもちゃんと言っとかなきゃとは思ってたんだけど」


「んー？」


「先輩がどんなつもりで、こうやって俺のこと誘ってくれんのか、いまいちわかんねえんだけどさ。一後輩としてじゃなくて、個人的な付き合い込みで言ってんなら、俺それに乗ることないと思うから。これからもずっと」


　旭が唐とう突とつに始めた話に、岡田はひょいと眉まゆを上げて見返してきた。それで？　と目で促うながされ続きを旭は口にした。


「っつっても、先輩そこまで俺に本気なわけじゃないだろ？」


　わからないとは言ったものの、どんな意味を含ふくんで岡田が自分を誘っていたのかやはり少しは感じていた。ただの後輩、しかも男相手にしては妙みように優やさしい、まるで女の子を口説くかのようなその誘いは、けれど旭にとってはなんの魅み力りよくも感じるものではなかった。旭の態度になにか感じるものがあったのか、岡田は少し面おも白しろそうな顔で小さく笑えんだ。


「……本気っぽく見えなかった？」


「つうかなんか、別に断られてもいいって思ってるのがわかる」


　あちゃー、と岡田が頭を抱えるふりをした。岡田は、いつもちょっかいをかけてくるわりにどこか軽かった。どちらかというとその駆かけ引きや応おう酬しゆうの雰ふん囲い気きを楽しんでいるようなところがあったように、旭には思えていたのだ。


　だからこそ不思議だった。岡田は本気で誘う気がなく、しかも自分はそれをわかっているから断っている。だから脈がないことくらい、聡さとい岡田ならば気付きそうなものなのだ。それなのにまだ懲こりずに誘ってくる意味が、旭にはわからなかった。なにか意図があってのことなのだろうかと、常々疑問に感じていたのだ。旭が話したいと思っていたのはそれだった。


「俺が断るのわかってて誘ってるだろ？　それがなんでかなあって思ってたんだけど」


「……うーん、やっぱ眞宮はいいねえ」


　楽しそうに笑った岡田は、車体に腰こしを預けると腕を組んだ。少し首を傾かしげる風にして、旭を覗のぞき込むようにする。


「ま、確かに。俺はそれほど本気で、眞宮のことをどうこうしようって思ってたわけじゃないな。ああでも、気に入ってるのは本当だぜ。もし眞宮がこっち向いてくれたら、俺だってちゃんと本気モードオンにするよ？」


「向かないからどうぞ安心しといて。で？」


　おちゃらけることは外せないのか、にっこりと岡田が笑みを浮かべる。女の子相手なら落とせるのかもしれないが、自分に効果はないと旭はさっさと先を促した。


「ほらなあ。眞宮は全く動じないってのに、なんであいつにはわかんないのかねえ」


「……あいつ？」


「眞宮の用って、梶原だろ？」


　呟いた疑問には答えてもらえず、逆に向けられた問いに旭は目を瞠みはった。問いと言うよりは確かく認にんに近い。


「梶原のこと好きなんだろ？　眞宮の本気はまっすぐ梶原に向かってんだもんなあ」


「……けど、俺だけ本気になったって」


「ん？」


　一方通行の想いがどれだけつらいのか、身に沁しみて経験したばかりだ。思わず岡田の言葉にぼやいてしまった。


「どんだけ想ったって、そんだけじゃ叶わないことだってあるよ」


「……なんだ、うまくいってないのかよ」


「うまくもなにも……孝行カノジョいるし」


「かのじょお～？」


　岡田が素すっ頓とんきょうな声を上げた。そんなに驚おどろくことか、と旭は少し俯うつむいていた顔を上げる。


「ま、いいんだそれは。……いろいろ考えたけど、孝行がどうしたいかが一番だし。でも、俺もやっぱこのまんまじゃどうにもできないからさ、ちゃんとケリつけよっかなって思って」


　少し前までの自分なら、こんな風に他人に話すことなんかできなかっただろう。けれど今は、少なくとも前よりは、心の中が整理されつつあった。自分で動かなければどうにもならないという、旭本来のアクティブな面が戻もどって来つつあるのかもしれない。


　ただ実際に梶原と会って、本当にこんなに落ち着いて話ができるかはわからない。まだ弱い心は残っていて、恋れん慕ぼは溢れるばかりなのだ。自分がどんな風に変わってしまうのか、保証はできなかった。それでも、話さなければならないのだ。それだけははっきりしていた。


　岡田はふうんと曖あい昧まいに頷うなずいて、少しの間沈ちん黙もくしていた。それから呆あきれたように息を吐はき出す。


「……ったく、あいつも案外ヘタレだよなあ。こんだけ引っかき回してやってんのに、まだ踏ふん切れてないのかよ」


「……なんの話？」


「んーいや……あの眞宮旭がこんだけ一いち途ずに想ってるってのに、梶原は阿あ呆ほうだねえと思ってさ」


　あのってなんだ、と思ったが口に出さず、旭はただ小さく笑った。もしかして慰なぐさめてくれているのだろうかと思ったら、少しおかしかった。


　岡田はそんな旭を見て、それからふいっとその向こうに視線をやった。つられてそちらを見ようとした旭はだが、急に動きを制されてしまった。岡田の腕うでが旭の身体からだを抱だき寄せたのだ。


「ちょっ、いきなりなにすんだよ！」


「いやあ眞宮を諦あきらめる代わりに、これくらいの報酬はいいかなあと」


「意味わかんねえし！　放せ！」


　この際先輩かどうかなど関係ない。渾こん身しんの力で抵てい抗こうしようとした旭に、岡田は小さく笑って離れ際ぎわに耳元で呟つぶやいた。


「……俺が眞宮を誘ってたのは、眞宮に幸せになってほしかったからだよ。だから応おう援えんしてる。頑がん張ばれよ」


「岡田せんぱ……、！」


　咄とつ嗟さに意味を摑つかむことはできなかったが、それは心からのものであるような響ひびきだった。初めて聞いた岡田の真しん摯しな声に少し驚いて、旭は名前を呼びかけて更さらに目を瞠る。ちゅ、と耳に近い位置で濡ぬれた軽い音と感かん触しよくがした。


「おまじないおまじない。健けん闘とうを祈いのる」


「っあんたなあ……っ」


　一いつ瞬しゆんの隙すきをついてキスされた頰ほおに手を当て、旭は岡田を睨にらんだ。大の男がなにが「おまじない」だ、と本気で怒いかりがつのってくる。


　だが旭が憤いきどおっている間に、さっさと車に乗り込んだ岡田はクラクションを鳴らして去っていってしまった。逃にげるのも素す早ばやい。さすがタラシだ、と旭はごしごしと袖そでで頰を拭ぬぐった。


　悪戯いたずらとはいえ気持ちのいいものではない。頰に男のキスなんて。


（……孝行以外だと、マジで気持ち悪い……）


　ナチュラルに浮うかんだ思考にすら、呆あきれてしまった。どれだけ自分はあの男を好きなのか。


「旭！」


「……孝行!?」


　思わず旭は声を上げた。今まさに脳内をいっぱいにしていた人物が、目の前にいる。駆け寄ってきた梶原は、旭がなにかを言う間もなく強い力で抱き竦すくめてきた。


「っ、ちょ……孝行、苦しいって、おい」


「……旭」


「なんだよ……つか俺行くって言っただろ。なんでこんなとこいんだよ」


「……話があるっていうから気になったんだよ。おまえなんか変だったし。……ウチくる道ならわかってるし、途と中ちゆうで会えるかと思って」


　なるほど、と頷いて旭は息を吐ついた。確かに半ば別れ話のようなつもりで切り出したから、僅わずかでもその気持ちが滲にじんでいたのかもしれない。だが、梶原がそんなに焦あせるようなことではないはずだ。


（……寧むしろグッドタイミング、だろ）


　彼女とうまくいったのなら、自分はもう必要ないだろうに、と昏くらく思う。


「……あのさ、それはいいけど、孝行。いい加減放してくんねえ？」


「嫌いやだ」


「は？　つかここ往来！　道の真ん中だっつうの！」


　今のところ周りに人もいないし陽ひも暮れているが、いつ何なん時どき誰だれに見られるかわかったものではない。


　抱きしめられるのは好きだ。それがふたりきりの空間でなら。梶原のことを好きだからこそ、こんな場所でさえも胸は勝手に高鳴っていく。けれど同時に、安心よりも不安の方が大きくなるのだ。落ち着いて梶原の体温を甘受などできない。


　旭が腕の中で喚わめくと、梶原は僅かに力を緩ゆるめた。だがまだ抱きしめたままの腕を解く気配はない。どういうつもりだと更に声を上げようとした旭は、次の瞬間思わず目を瞑つぶった。


　ぐらりと揺ゆれた身体と、襲おそってきた衝しよう撃げきに咄嗟に対応できなかった。


「！……っんん！　んー……っ」


　最初から深く交わるキスだった。初めて口くち接づけられたあの日のような、衝動的で激しい侵しん略りやくだ。深く深く口こう蓋がいを探さぐられて唾だ液えきを舐なめ取られ、舌を引っ張られる。濡れた音が漏もれた。


「っふ、んぅ……っん、や、は、ンっ……」


　梶原はなにも言わない。旭の口唇くちびるもその奥も隙間なく貪むさぼるように、ただ強ごう引いんだ。


　身体が勝手に反応する。短い間に何度も抱かれた身体は、キスだけでじんとした痺しびれを腰の奥から生み出してしまう。背筋を駆かけ上る悪お寒かんに似た震ふるえに、旭は梶原の服の胸むな元もとを摑んだ指に力を込めた。


（……やだ……これ）


　場所のことなど既すでに忘れていた。けれど不意に、悲しみのような切なさのような揺らめきが湧わき上がってくる。こんなキスは嫌だ。ただそう思った。


　梶原にもたらされるものは全部大事だけれど、こんな風に一方的に与あたえられるものは、怖こわい。いつだってちゃんとそこにあった旭の心を置き去りにされたままだと、梶原が見えない。なにをどうやって受け止めればいいのかわからなくなる。


「んっんっ……っや、たかゆき……っ」


　僅かに離れた瞬間に、腕ごと抱き込まれていた手を梶原の胸に突つっ張ぱった。どうしてこんなことをするのかと混乱して見た梶原の目に、旭はひくっと喉のどを震わせた。


「っ、……な、に……」


「……岡田先せん輩ぱいとなにしてたんだよ」


「………なんもしてねえよ……？」


　言われた言葉に、旭は眉まゆを寄せて呟いた。


（さっきの見られてたのか……。けど）


　だけどなんでこんなことを梶原はしたのだろう。それがわからず、旭は腫はれぼったい口唇を動かした。


「話して、飯誘さそわれたから断って……」


「だったら、なんであのひとが旭を抱きしめたりキスしたりすんだよ！」


「……っ」


　ひゅっと旭は息を呑のんだ。確かにされた。けれどあれは本当にたまたまで、今まであんなことを許したことはない。不意をつかれたなんて、言い訳にもならないかもしれないけど、梶原のあまりの声の鋭するどさに、酷ひどく責められているのだとわかった。


「俺言ったよな？　岡田先輩には気を付けろって」


　あの時、初めて梶原に抱かれて以降、それは時々言われていた。だからというわけではないが誘いがあるたびに旭はきちんと断っていた。梶原にそう言われるのは、心配してくれているのかと思えば嬉うれしかった。嫉しつ妬とだと思うには少し自信が足りなかったけれど。


「ああやって今までも岡田先輩とふたりで会ってたのか？……もしかして俺に抱かれんの、もう嫌になった？」


「……え……？」


　どう言えば誤解だとわかってくれるだろうかと考えているうちに、耳に落ちてきた言葉は旭を呆ぼう然ぜんとさせた。続く言葉で、頭を殴なぐられたような衝撃さえ覚えた。


「岡田先輩の方が良くなった？　だからあんな……、！」


「───っふざけんな……っ」


　思わず膝ひざを蹴けり上げた。丁度みぞおちに入ったらしい梶原は、げほっと咳せき込んで眉を顰ひそめている。そのまま身体を離して、旭は梶原を強く睨んだ。


（……っなんだよ、なんだよ……！）


　悔くやしかった。そして腹が立った。とてつもなく侮ぶ辱じよくされた気分になる。ろくに話も聞かずに勝手に決めつけるなんて酷い。梶原は今、自分がなにを言ったのかわかっているのだろうか。旭がどれほど傷付いたのか、気付いていないのだろうか。


「……ふざけんな……」


　同じ言葉しか出てこなかった。結局は、と旭は失望するように思った。


（……孝行は、信じてねえんだ）


　旭のことを。旭が梶原に応こたえてきたものを、誰にでも渡わたすと思っているのだ。それは情けないくらいに悲しかった。涙なみだが出てこないのが不思議なくらいに、ずきんずきんと心臓が痛い。苦しくて、どうにかなってしまいそうだった。


「……確かに俺は、今のまま孝行に抱だかれんのはもうやだよ」


　掠かすれた声しか出なかった。拳こぶしを握にぎりしめて言った言葉は本音だった。けれど、それは梶原の気持ちがわからないままなのが嫌なだけだ。梶原の心が見えないまま、素すの自分を預けてしまうあの行こう為いを、これ以上重ねたくなかった。……好きなのは梶原だけなのに。


（……俺のこと、好きじゃないくせに）


「それにおまえはそうやって俺を責めるけど、孝行だって同じじゃねえか」


「……同じ？」


　眉を寄せたままの梶原に、旭は言うまいと思っていた言葉をついに投げた。


「孝行こそ俺だけじゃねえだろ！　あの女のひとと会ってるくせに！」


　梶原が目を瞠みはった。その反応が、自分が言ったことが真実だと告げているようで、くしゃりと旭は顔を歪ゆがめた。やっぱりそうなんだ、と絶望のようなものが胸にじわっと広がった。傷だらけの心に沁しみながらどんどん大きくなる。


　こらえきれずに、旭はその場を駆け出した。追いかけてくる声は、訪おとずれなかった。











　寝ね不ぶ足そくのまま夜を明かしたら、酷い顔になった。梶原だったらと思うことさえ煩わずらわしくて、ケータイの電源を切っていたのだが、あまり効果はなかった。どうあっても頭の中に浮うかんでくるのは梶原のことばかりで、どうにもできない。追い払はらおうとしても離はなれてくれない。睡すい魔まも一向に訪れず、旭は悶もん々もんと一夜を過ごすしかなかった。ヒトはこんな時に酒を呑みたくなんのかなと、大人の気持ちが少しだけわかった気もしたが、なんの慰なぐさめにもならない。


「うわ旭なにその顔……」


「……うっせ」


　洗面所で顔を合わせた妹のコメントにすら、覇は気きのない反応しか返せなかった。


「寝てないの？　折角の可愛かわいい顔が台無しじゃない。……ちょっと、ほんとに大だい丈じよう夫ぶ？」


　具合悪いんだったら休んだ方がいいんじゃないの、と言う言葉に少しだけ揺れた。相当顔色が悪くでも見えるのか、星は本気で心配しているようだった。だがそれに旭は首を振ふって「大丈夫」とだけ返した。


　正直梶原とはまだ顔を合わせづらい。結局話なんてろくにできなかったし、責めるような捨て台詞ぜりふを残してきてしまったから、反応が怖いのだ。


（……びっくりしてるよな、きっと）


　なんで「佳奈さん」のことを知っていたのかとか、どこまで知っているんだとか。けれどそれよりもきっと、梶原は他のことに驚おどろいているに違ちがいない。


（……バレた、よなあ……）


　正直半々かなという気もしないではないが、気付かれている可能性も高かった。───きっと、梶原は旭の気持ちをわかってしまっただろう。あんな風に「自分だけじゃないくせに」と責めれば、今以上の関係を自分が望んでいるのだと言ってしまったようなものだ。聡さとい梶原のことだ、気付かないほうがおかしい。


　それを問い詰つめられるのが怖かった。昨日確かに自分は前向きに、どんな結果になってもきちんと話をしようと思ったはずだったのに。この様はなんだろうか。


　ふられるのを覚かく悟ごで、自分の気持ちを伝えようと、そう考えて──。


「……情けな……」


　もしかしたら自分は、自分でさえわからない心のどこかで、期待していたのかもしれない。あんな風に疑われて、こんなにも傷付いているのは、梶原が少しでも想おもってくれていればいいのにと望んでいたからだ。そんな自分にはもう、嗤わらいしか出てこない。


　散々思い悩なやんだ頭は飽ほう和わ状態で、少しふらふらした。身体からだも重い。食欲もないのでのろのろと着き替がえをすませ家を出た。バスケ部の朝練がなかったのは幸いだ。


　星の言うとおり学校を休まなかったのは、真面目まじめな理由からではなかった。ただ家にいれば、もし梶原が訪ねて来た場合逃にげ道がないということに思い至ったからだ。学校ならば、なんとか躱かわすことができるかもしれない。それだけの理由だった。


「おはよー旭。……って旭!?」


　なにその顔！　と教室で声をかけてきた郁郎が星と同じことを言った。星よりその心配具合が顕けん著ちよな分、少しおかしくなって旭は小さく笑い返す。


「俺は生まれつきこんな顔だっつの。……んな顔すんなって。ちょい寝不足なだけだよ」


「……旭」


　疑わしそうに名前を呼ぶ郁郎に、旭は苦く笑しようを漏もらした。


「なんでもねえって。別に病気とかじゃねえから」


「なんでもないって顔じゃないだろ！」


「郁郎、あんま騒さわいでやるな。とりあえず席着け、もうすぐ担任来るぞ」


　早めに出てきたつもりが、どうやらぎりぎりだったらしい。今にも保健室に引っ張っていきそうな郁郎の後ろから、叶野が仲ちゆう裁さいに入った。委員長らしいことを言って郁郎を促うながす。


「だって仁、旭あきらかに顔色悪いよ！」


「だから郁、あんま寝てねえからそう見えるだけだって」


　言い募つのる郁郎から旭に視線を移して、叶野はじっと見つめてきた。それに肩かたを竦すくめてみせる。


「無理だと思ったら登校してきてねえよ。自分でわかってる」


「わかってないよ！　鏡見た？　旭。誰だれが見たって今の旭は」


「郁郎」


　叶野の声に、郁郎が勢いをなくして口を噤つぐんだ。だって、とまだなにか言いたそうな郁郎に、叶野はすっと手を伸のばす。前まえ髪がみをかきわけるように梳すく仕し種ぐさはとても自然で、郁郎の方も驚くことなく受け入れている。髪に触ふれるふりをして眦まなじりを撫なぜる叶野の指に、旭はしっかり気付いた。相変わらずナチュラルにいちゃついてみせるふたりだと、呆あきれよりも感心が勝ちながら眺ながめる。気力も体力も落ちている今は、いつものように叶野に対して皮肉を言う気も起こらない。


「本人が大丈夫だってんだから、大丈夫なんだろ。……本当に駄だ目めそうになったら俺がちゃんと対処する」


「ん……」


　叶野に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せている郁郎は、とりあえず納なつ得とくしようとしてくれているようだった。小さく頷うなずいた郁郎の頭を、よしと最後にひと撫ぜしてから叶野はつと旭に目を遣やった。


「てなわけだから、郁郎に心配かけない程度で過ごせよ」


「基準そこかよ。……まあいいけど。授業中寝るから」


　本当に眠ねむれるかどうかはわからないがと思いつつ応える。まだ心配そうな目を向けてくる郁郎に笑いかけたところで、担任がやってきた。


（……孝行、来てねえ……）


　自分の席に着きながら、教室に入った瞬しゆん間かんから気になっていたことを旭は改めて確かく認にんした。まさか休みだろうかと思った時、ドアが勢いよく開いた。


「どうした梶原。寝ね坊ぼうかい」


「すみません、ちょっと」


「おまけで遅ち刻こくにはカウントしないであげるから、早く席に着きなさい」


　怒おこるでもない穏おだやかな担任の声に応えた梶原の息は、少し上がっていた。走ってきたのだろうか。担任に頷いて、自分の席へと着く梶原とふと目が合ったが、旭は思わず視線を逸そらすように顔を背そむけてしまった。あからさますぎるかとすぐに後こう悔かいしたが、既すでに遅おそい。旭の席よりも前方に席がある梶原の、今はもう背中しか視界に映らなかった。


（……珍めずらしいな、孝行が遅刻ぎりぎりなんて）


　旭ほどではないにしろ、梶原もそう寝起きが悪い方ではないはずだった。旅行やら合宿やらでそれはわかっている。ひとつ浮かんだ可能性に、旭はすぐさま心の中で首を振った。


　……まさか自分のように、悩みすぎて眠れなかったなんてわけがない。


　いつまでもその背中を見ていることもつらくて、旭は再び視線を外すと頰ほお杖づえをついて俯うつむいた。そのまま軽く目を閉じると、少し楽になる。


　担任の穏やかな声がふわふわと意識を擽くすぐる。もしかしたら少し眠れるかもしれない。幸い今日の授業はあまり厳しいラインナップではなく、どの教師もある程度ごまかしのきくタイプだった。だがその期待も虚むなしく、やはり眠るまではいかなかった。授業中はともかく休み時間にまで寝こけていた場合、話しかけてくるかもしれない梶原に気付けないことが心配だったのだ。今の自分のコンディションではきっとまともな話などできない。だからまだ放ほうっておいてほしかった。梶原を避さけるためには、しっかり神経を働かせている必要があった。


　幸い梶原は休み時間の間に旭に話しかけてくる様子はなかった。よかったと思いながらも、旭はまた性しよう懲こりもなく傷付いている自分を感じた。矛む盾じゆんしすぎる自分の気持ちが、ほとほと嫌いやになってくる。梶原は短い休み時間ではきちんと話ができないと思っているのかもしれないし、それ以外の理由があるのかもしれない。真実はわからないのに、ただ想像だけでこんなに右往左往してしまう。


　もしかしたら、ここ最近の感情の起き伏ふくの激しさが、疲つかれの原因のひとつかもしれない。


　この学校は午前三限で昼休みに入るせいで、正午前には昼食にありつける。常に腹を空すかせている育ち盛ざかりの高校生には嬉うれしい限りだった。だが旭の胃は、いつもなら盛せい大だいな主張を繰くり返しているはずの時間だというのに、静かなままだ。


（……腹、減らねえなー……）


　只ただでさえ発育不良気味の体格だというのに、こうも普ふ段だんより食欲がないのでは体重が減っている可能性もある。伸びるうちにせめてあと五センチと五キロは欲しいのだが。


「旭？　大だい丈じよう夫ぶ？　お昼今日お弁当？」


「んー一応」


　用意してあった弁当を一応持って来てはいたが、腹に収まりきるか怪あやしい。だが、食欲がない自分を見れば、郁郎がまた心配を募らせるだろうことは予想がついた。できるならどこかひとりでフケていたかったのだが、そうもいかないようだ。


「なら一いつ緒しよに食べようよ。あったかくて気持ちいいとこあんだ」


　とっときの場所だよ、と笑う郁郎の気持ちが嬉しくて、旭は頷いた。どうせ叶野も来るのだろうが、却かえっていいかもしれない。癪しやくだがフォローは巧うまい男だ。


　だが弁当を取り出して席を立った時だった。不意にくらりと眩暈めまいが襲おそってきた。


「……っ」


「旭！」


　がくんっと膝ひざが折れそうになり、咄とつ嗟さに縋すがろうとして掠かすった机と椅い子すが音を立てた。だが来るはずの衝しよう撃げきは訪おとずれなかった。


「旭、大丈夫か」


「……っ！」


　倒たおれる寸前で身体からだを支えてくれた腕うでが誰のものなのか、確認しなくても明白だった。梶原だと認識した瞬間、旭はばっと勢いよくその腕から逃のがれてしまう。反射と言ってよかった。


　だが驚おどろいたように目を瞠みはっている梶原の表情に、思わず旭は謝ってしまう。


「……あ、わり……」


「……いや……」


　梶原は僅わずかに首を振ふって呟つぶやく。まずい反応をしてしまったことはわかったが、うまいフォローも思い浮うかばず、もう一度旭は小さな謝罪を口にした。


「ごめん。……ちょっとびっくりして」


「いや。……あのさ旭」


「今日は俺、郁と飯、弁当喰くうから……だから」


　なにか言いかけた梶原を、旭は遮さえぎった。言外に、今日はまだ話したくないと匂におわせたのがわかったのか、梶原は少しの間を置いて「そうか」と零こぼした。


「んじゃ俺食堂だから行くな。……ふらふらしてるみたいだから、気を付けろよ」


「……ん」


　どうやら梶原にも体調が芳かんばしくないことは見み抜ぬかれていたらしい。普段の勢いがないことは自分でもよくわかるので、もしかしたら一いち目もく瞭りよう然ぜんなのかもしれなかったが、それでも僅かでも気にかけてくれていたのかと思えば、それだけで胸が疼うずく。馬ば鹿からしいほどに、愚おろかな嬉しさが込み上がってくるのだ。救いようがない。


「……旭？　ほんとあんま無理すんなよ？」


「……ん、平気だって。それより叶野は？　あいつも一緒なんだろ？」


　わざと話題を転てん換かんするように笑ってみせると、郁郎は僅かに逡しゆん巡じゆんしながらも口を開いた。


「仁はちょっと用があるから遅おくれて来るって。先に俺たちだけで行こ」


　旭の腕を取って、支えるとまではいかずとも郁郎の気き遣づかう仕種に、拒こばむ気持ちもなく頷いた。もしかしたらもう郁郎にもわかってしまったかもしれない。今の自分の態度を見れば、梶原となにかあったのは明白だ。叶野も「感づいてはいるみたいだけど」と言っていたし、そう的はずれな予想でもないのだろう。


　郁郎に連れられるまま辿たどり着いたのは、校舎の端はし、クラブ棟とう横のビニールハウスだった。園芸部の部室を兼かねた小さなもので、温室と言った方がいいかもしれない。なるほどここならこの冬場でもあたたかい。温室を覆おおうビニールは勿もち論ろん透とう明めいだから、閉へい鎖さ感もないし、確かに郁郎の言うとおり「とっときの場所」だった。


「けどなんで温室なんか……つかいいのか？　勝手にこんなとこで飯喰って」


「ん？　ああなんか仁がちゃんと許可は貰もらってるって前に言ってたから、大丈夫だよ」


「叶野が？」


　部活無所属の秀しゆう才さい委員長と園芸部がどうにも結びつかず、旭は眉まゆを顰ひそめた。相変わらず胡う散さん臭くさい男だ。だがその疑問はあっさり郁郎によって解き明かされた。


「うん。仁ガーデニングするからさ、ちょこちょこ園芸部に顔出して、いろいろ譲ゆずってもらったりしてるみたい。顧こ問もんの先生とかとも仲いいみたいだし」


「……はー、なるほどねえ……」


　つかガーデニングって……とは思ったが敢あえてツッコまないことにしておく。それでもやっぱり胡散臭いことに変わりはないと結論付けて、旭はひとまず納得した。


「悪い、待たせたな」


　少ししてやってきた叶野を見て、旭は首を傾かしげた。


「……えらく大荷物だな」


　弁当は郁郎が叶野の分も一緒に持ってきていたはずだったが、何故なぜかその叶野の手には大ぶりの紙かみ袋ぶくろが提さげられていた。旭の疑問に、叶野は見てればわかるとばかりに袋の中身を取り出す。現れたのは保温機能付きのハンドポットと、透とう明めいな硝子ガラスのティーセットだった。


「……茶でも淹いれんのか？」


「仁特製なんだよー」


　まさか用とはこのティーセット一式を借りにでも行ってきたのだろうか。旭の問いに郁郎が笑えみを刻んで答えた。仁は慣れた手つきで同じく袋から取り出した透明な瓶びんから、茶葉らしきものを掬すくって耐たい熱ねつの硝子ティーポットに入れる。それからそこに、ハンドポットから湯を注いだ。途と端たんにじんわりとしみ出す色が、とてもあたたかそうだった。


　硝子マグに注がれたお茶を差し出されて、旭は受け取りながらくん、と鼻を鳴らした。漂ただよってくる香かおりは何度も嗅かいだことがあるものだった。祖父がたまに淹れてくれる紅茶と一緒だ。


「これ……アールグレイか？」


「そう。このフレーバーがなんだか知ってるか？」


「フレーバー？　って香りってことか？　知らねえ」


　花のような軽い柑かん橘きつ系のそれが、なにでつけられたものなのかなど旭が知るわけもない。ただ独特のその香りは旭も嫌きらいではなかった。


「ベルガモットだよ。小さなオレンジみたいな果実の皮から抽ちゆう出しゆつするんだ」


　叶野が答えながら、郁郎と自分の分も注いで席に着いた。温室内の端に設置された簡易机と椅子だけの粗そ末まつなセッティングだが、なかなかに洒落しやれた空間になった気がした。


「へえ……。名前は聞いたことあんなー」


「疲ひ労ろう回復とか、リラックス効果があるんだって」


　郁郎がそう言って勧すすめてくる。食欲はなかったが喉のどは渇かわいていたので有あり難がたくいただく。口の中から鼻の奥へと甘く爽さわやかな香りが渡わたっていき、喉を沁しみていく熱さも丁度いい温度で、お世辞でなくとても美味おいしかった。思わずため息が漏もれる。


「……んまい」


「だろ？　身体あったまるしさ。もしかしたら旭、食欲も落ちてんじゃないかって思って俺、なんかないかなって仁に言ったらこれがいいって」


　やはり随ずい分ぶんと心配してくれていたようだ。郁郎の気持ちが嬉うれしくて、自然と笑みが零こぼれた。


「……家庭科室かどっかから、わざわざ一式借りてきたのか？」


「いや生徒会室」


　あっさり言う叶野に旭は驚いて、それから妙みように納なつ得とくした。前期生徒会長の誘さそいを断ったという話もある男だけに、つてはたぶん多いのだろう。しかもそれをフル活用だ。


　結局、郁郎と叶野が弁当を食べている間も、食欲が戻もどってくる気配はないままだった。だが二杯はいほど紅茶のおかわりを貰って、先刻までの危機感のようなものは、それほど感じなくなっていた。食べられないと悲観する気持ちは薄うすらいでいる。


（……まだなんも解決はしてねえけど、ちょっと楽だな）


　こんな風に、事情を無理に聞き出したりすることもなく、ただ自分を慮おもんぱかってくれる相手がいるのだと思えば、悪くない。旭は温まった息を吐はき出して、揺ゆれるカップの中身を見つめながら、おもむろに口を開いた。


「……誰だれかを好きになんのがさ、正直こんなしんどいもんなんて思ってなかった」


「……旭？」


　郁郎の小さな呼びかけに、旭は僅かに口くちの端はしに笑みを浮かべてみせた。


「いっこも思い通りになんかいかなくて、自分じゃないみたいな自分ばっか出てきて……。けど、しょうがねえんだよな」


　なんの話なのかは言わなくてもわかるだろう。ただこんなにも心を向けてくれる郁郎や叶野に、少しだけ見せても良いかと思える弱さを、旭は初めて認めた。


「それでも、好きなのは簡単にはやめられねえんだもんな。……どんだけきつくたって、逆らえない」


　だからこそ、その想おもいが大切で、ないがしろにできなくて、苦しい。簡単に乗り越こえられないその壁かべを前に、何度も何度も挫くじけかけた。今だってそうだ。だけど少なくともひとりではない。怖こわくて佇たたずんでいるたびに、背中を押してくれる手のなんと多いことか。


　梶原と自分だけで閉じている世界では、決してない。だからこそ苦しいことも多いけれど、それが自分を僅かでも救ってくれるのも確かだ。自分だけで結論付けて終わらせていいことではない。それがやっとわかった気がした。


「……旭」


　放課後、今度は自分から梶原に、もう一度話をしようと言おう。小さな決意を胸に秘ひめていると、郁郎が旭を呼んだ。


「ん？……っわ」


　顔を上げた途端視界が真っ暗になった。椅い子すから立ち上がった郁郎が、旭の頭を抱だきしめるように包んでいた。驚おどろいて旭は困こん惑わくした声を出す。


「おい？　郁？　どうしたんだよ」


「……旭は大だい丈じよう夫ぶ」


　ぽつんと呟つぶやかれた言葉に、旭は目を瞠みはった。囲われた腕うでの中に、郁郎の心地いいテノールが降ってくる。


「誰かを好きになって、冷静でいられるひとなんていないよ。簡単に諦あきらめられたり、感情がコントロールできるんだったら、きっとそれって本気じゃないんだ。って言っても、俺だってそんな他人にアドバイスできるようなものないけどさ。……でも、それでいいんだよ。どんなでも旭は旭だろ。……だから旭は大丈夫だよ。旭がちゃんと旭のままでいたら、きっと大丈夫」


「郁……」


　呪じゆ文もんのように繰くり返される言葉に、旭は本当にそんな気分になった。優やさしい言こと霊だまは、心の中の澱よどみを少し浚さらっていってくれた気がした。


　郁郎は、ふと旭を抱きしめていた腕を緩ゆるめると、顔を覗のぞき込んできた。


「……なあ旭。もし梶原が旭のこと泣かせたら、俺梶原殴なぐりにいっていい？」


「……郁？」


　可愛かわいい顔から放たれた予想外の言葉は、一いつ瞬しゆん聞き間ま違ちがいかと思ったが、そうではないらしい。表情は悪戯いたずらっぽく笑っているが、優しい親友の瞳ひとみは真しん剣けんだ。


　自分が泣く、なんて考えられないけれど。


　旭は思って、それでも次には小さく笑みを浮うかべていた。


「……頼たのむな。まあでも、部活に支障ない程度で」


「うん、加減できたらな」


　にこっと笑う郁郎の顔はとても愛らしいものだったが、言葉はそれに反して容よう赦しやがない。どこからか要いらぬ影えい響きようを受けてやいないかと、少し心配になった。だがすぐに、それもいいかと思い直す。これくらいで損そこなわれるようなことは、郁郎にはない。目の前にいるのは、変わらず自分が気に入っている親友の姿だ。


「友情確かく認にんはそこまで。郁郎こっち来い」


「え、わっ」


「……心せめーな叶野」


　くいっと郁郎の腕を引っ張り、自分の方へ引き寄せた叶野に、旭は呆あきれた声を投げた。どうやら自分の目の前で、親友とはいえど他の男といちゃつかれるのはなにがあっても嫌いやらしい。腰こしを引き寄せられて顔を真っ赤にしている郁郎を放す様子もなく、叶野は旭を見た。


「褒ほめられてると取っておく。それより眞宮、眠ねむれそうか？」


「あ？」


「少しでも眠れそうなら、保健室行って寝ねてこい。保健医にも担任にも言ってあるから、安心して放課後までサボってろ」


　なんて手回しのいい男だ。確かにさっき飲んだ紅茶のおかげで身体からだが温まり、僅わずかに気も緩んだ。今なら少し眠れそうな気もしている。


「……んじゃお言葉に甘えて」


「旭、俺ついてくから」


　小さく笑って頷うなずいた旭に、郁郎が慌あわてたようにそう言う。だがそれに、旭はひらひらと手を振ふって返した。


「こっからなら保健室近いし、平気だって。それよりそっちの嫉しつ妬と深ぶかい男宥なだめてやれば？」


「っあ、旭……っ、てか仁、ちょ、腕っ」


　未だに腰に回ったままの叶野の腕に、かあっと更さらに首から朱しゆに染めて、郁郎はわたわたとせわしない。叶野は口の端を上げると、抱きしめている郁郎の髪かみに口唇くちびるを埋うずめてみせた。郁郎がますますいたたまれない様子になったが、叶野には楽しくて仕方ないらしい。


「いちいち見せつけんなっつーの。んじゃごゆっくり」


　もう一度ひらひらと手を振って、旭は温室を後にした。叶野への礼は今ので充じゆう分ぶんだろうと思って、小さく笑みが浮かぶ。


　そのまま突つき抜ぬけるような青い空を見上げて旭は、今から訪おとずれるかもしれない短い眠りの先を思った。目が覚めた後には、なにかが変わるだろうか。変えることが、できるだろうか。


　それはまだわからなくてやっぱり少し怖かったけれど、闇やみ雲くもに逃にげる時はもう終わりなのだと、ただそう思った。











　また夢を見た。正しくはそれと認識したわけではなく、ただ夢でなければありえないことだったので、ぼんやりとそうだろうと思っただけのことだった。


　それはいつか見たような過去の苦い思い出のようなものではなく、ただ意識自体がふわふわと揺れている、酷ひどく曖あい昧まいなものだった。なにかとても心地ここちの好よい感覚に包まれていて、夢の中に既すでにいるはずなのに、更に深い眠りへと誘いざなうような、そんなあたたかいものだった。


　ふっと名前を呼ばれたような気がして、瞼まぶたを開けようとするがままならない。梶原の声だという確信があって、旭は応こたえようとした。話があるんだ。そう言わなければとただ思って、声を出そうとしたけれど、何故なぜか口唇もうまく動いてくれないままだった。


（……孝行、俺、言いたいことあんだ）


　思うけれどそれだけで、形にならない。


　そのことに、更に旭はもどかしい想いに駆かられた。けれどその間にも心地の好い感覚は続いていて、そのうちそちらに流されていきそうになってくる。


（……もう少し）


　あとちょっとの間だけならいいか、とふっと思う。不意に深くなった感覚が優しい抱ほう擁ようのようで、そこに身を委ゆだねていたくなったからだった。


　だが、こんなに気持ちのいいのは初めてだったので、そのいい気分のまま訊きいてみたいと思ったことがあった。声にならないことはわかっているので、答えはあまり期待していなかった。ただ、ずっとこれからも言うことはないだろうと思っていた言葉だったから、音にならないのならいいだろうと、そう思っただけだった。


（……孝行、俺のこと、好き……？）


『───好きだよ』


　ふっと意識が浮き上がり目を覚ました旭は、視界に映る白い天てん井じように瞬まばたきを繰り返した。覚かく醒せいの早い脳が、ここがどこなのかをすぐに思い出す。習慣のように首を捻ひねり、枕まくら元もとの携けい帯たい電でん話わを探さぐった。丁度帰りのＨＲも終わり少し経たったかといったところだ。


（……なんか、夢、見た……孝行の）


　記き憶おくが前後していて、それがいつのことなのかわからないが、眠りが浅かった時間があったような気がした。梶原がいたような気がするのに、詳くわしい内容が思い出せない。けれど夢にしては、それはいつものように理り不ふ尽じんさや矛む盾じゆんを感じるような後味の悪さはなかった。そして無む性しように、覚えていない自分を歯がゆく思う心があって、それに少し旭は戸と惑まどった。


（……俺ってよっぽど諦め悪いんだな）


　そんな苦く笑しように似たことを思って、旭は頭を振り身体を起こした。所しよ詮せん夢は夢だ。大事なのはこの後の現実なのだから、いつまで考えていても仕方がない。


　ふとベッドの脇わきを見て、旭は軽く眉まゆを上げた。旭の荷物と上着がきちんと丁てい寧ねいに置いてある。郁郎だろうか。随ずい分ぶんと自分はしっかり眠ってしまっていたらしいと、旭は小さく苦笑した。誰だれかの気配にも気が付かなかったくらいに深く眠れた頭は、存外にすっきりしている。


　これなら少しはましに話ができるかもしれない。クリアになった思考は不思議と落ち着いていた。


「あら、起きた？」


　シャッとカーテンが引かれ、ベッドを遮さえぎっていた空間が拓ひらけた。相変わらず隙すきのない、けれど派手ではない化け粧しようを施ほどこした美人保健医は、旭に笑いかけた。


「結構よく眠ってたみたいね。どう、具合は？」


「……ちょっと身体軽くなった、かな？　なあ先生、これ」


「ん？　ああそれね」


　ベッドから降りながら旭が指さした荷物と上着に、保健医は頷くと答えた。


「梶原くんが持ってきてくれてたわよ」


「え？」


　てっきり郁郎だろうと思っていたら意外な名前を聞かされて、旭は素すで驚おどろいてしまった。


「孝行が？　来たんですか？」


「そう。ついさっきねー。まだ寝てるみたいだから、起こさないでやってくれって言ってったけど？」


（……まさか）


　ふっとさっきの夢を思い出して、旭は思わず保健医に向き直った。


「あのさ、先生。孝行長居してった？」


「ん？　ううん。ちょっとカーテンめくって、眞宮くんの顔見たらすぐ出てったわよ？」


「………あ、そう……」


（……なんだ、やっぱ夢か）


　もしかしたら夢でなく、実際に梶原が傍そばにいてくれたのかと思ってしまった自分が、急に恥はずかしくなった。


　梶原が様子を見に来てくれたのは、おそらく昼に具合の悪そうな旭を見ていたからだろう。来たんなら起こせよなと少し内心で責めてから、ふっと自己嫌けん悪おに陥おちいった。それこそ、昼間はあんな風に避さけておいて、今こんなことを思うのも、わがままな話だ。


　ひとりで期待してひとりで落らく胆たんするなんて、なんて非生産的な思考だろうか。けれど仕方がない。だってまだ好きなのだ。どうしようもなく、僅かなことに多大な希望を抱いだいてしまうくらい、それはもう大きくなりすぎていて。……だけど。


（……終わらせる）


　ちゃんと、区切りをつけるのだ。そうしなければ、旭はもうまっすぐに前を見て歩くことができない。郁郎や叶野だけじゃなく、なによりも梶原に対して、正面から向き合うことができない。そんなのは嫌いやだった。


　気付くのも遅おそくて、なんだかあまりいい想おもいをさせてやれなかった恋こい心ごころだから、最後くらいはすっきりと綺き麗れいにしてやりたい。未練なら少しずつ、なくしていけばいい。経験なんか他にないから、どれくらいかかるかなんてわからないけれど、ちょっとずつならきっと大だい丈じよう夫ぶだ。


　今もまだこんなことを考えるだけで、切ない疼うずきは胸をいっぱいに占しめるけれど、それでも。


（……体育館、行ってみるか）


　さすがに三時間も授業をサボって、部活にだけ出るなどということはできない。だが様子を見がてら行ってみて、梶原を摑つかまえることができればと思った。


　保健医に礼を言って体育館に向かった旭は、いつものようにいろんな音の混じり合うその空間を覗のぞいて、首を傾かしげた。


（……孝行、どこだ？）


　郁郎を含ふくむ二年勢は、一年の指導に当たっていた。だがそこに梶原の姿が見あたらない。顧こ問もんの姿もないので、一いつ緒しよだろうかと思いながら見回していたら、声をかけられた。


「あ、眞宮くん。大丈夫なの？」


「芝しば原はら。……ああうん、ちょっと寝ね不ぶ足そくだっただけだからさ」


　同学年のマネージャーに答えて、旭はショートカットの彼女を見返した。真帆よりも彼女の方がさっぱりした性格をしていて、旭には話しやすかった。もちろんそこに潜ひそむ、真帆への嫉しつ妬と心のようなものも影えい響きようしているのだろうと自覚はしている。芝原も可愛かわいい顔をしているが、彼女はどうやら梶原よりは伊庭のようなタイプの方が好みらしいと、今までの態度で旭はしっかり把は握あくしていた。


　芝原は旭の返答に「そうなの？」と笑えみを返したが、続けて首を傾げるようにして言った。


「でも体調あんまりよくないんでしょ？　部活は休むって聞いてたんだけど。帰ってちゃんと寝た方がよくない？」


「んー、まあそうなんだけど。……あのさ、孝行は？　先生んとこ？」


「梶原くん？」


　旭の問いに、芝原は驚いたような顔をした。それにこそびっくりしてしまって、なにか変なことを訊いたかと旭は彼女を見返した。芝原は不思議そうにしながら続けた。


「梶原くんなら今日は休みだよ」


「は？　休み？」


「うん。聞いてないの？　なんか今度引っ越こすから、その準備とかで今日だけ休ませてもらうって連れん絡らくが」


　旭は呆ぼう然ぜんとなった。頭がよく働かず、なんの話だと訊きたいのに声が出ない。


「なんかね、梶原くんのお父さんが海外転勤になるんだって。それで家族でマンション出るらしいよ。ってあたしもさっき先生に聞いただけで、詳しくは知らないんだけど……眞宮くんも知らなかったの？」


「……知らねえ」


　芝原の意外そうな声にも、それだけしか答えることができない。視界が急に暗く狭せまくなった気がした。ぐらぐらする。


「……眞宮くん？　ねえ、大丈夫？　なんか顔真っ青だよ、具合やっぱ悪いんじゃないの？」


　心配そうな芝原の声に、自分の声もどこか遠いまま、旭はふらふらとその場から歩き出した。そのまま駐ちゆう輪りん場じように向かい自転車をこぎ出す頃ころには、冷たい風に晒さらされた所せ為いか少しだけ頭が冷えてきた。だが心はめちゃくちゃだった。


　芝原の言った言葉が、断だん片ぺん的に矢のように胸に突つき刺ささってくる。


（……なんだよ、なんの話なんだよ……）


　知らない。なにも知らないのに。


（……なんで、孝行……）


　脚あしは機械的に動いているが、心臓は張り裂さけそうに苦しかった。息が上がり、酸素が足りない。学校からそう遠くないはずの梶原のマンションが見えてきた頃には、旭は普ふ段だんの倍息を切らしていた。


「───旭!?」


　自転車を降りて膝ひざに手をつき荒あらい息を整えていた旭は、びくんっと肩かたを震ふるわせてから顔を上げた。梶原がマンションの玄げん関かんの方から歩いてくるところだった。


「旭おまえなんでこんなとこにいんだよ……。ってなんだその顔色、おい」


　昼間より真っ青じゃねえかと、眉を寄せて近寄ってくる梶原の伸のびた手から、咄とつ嗟さに旭は後ずさった。その反応に、梶原が宙に浮ういた手を所在なげにして握にぎりしめる。だがそんな梶原の行動にも気が回らないまま、旭は口を開いた。けれどすぐに声が出ずに、代わりに咳せきが零こぼれる。けほっと乾かわいた気管を震わせてから、ようやく音が出た。


「……引っ越すって本当か？」


　それでもまだ掠かすれて、微かすかな音量だった。旭の咳に伸ばしかけた手を、再び引っ込めた梶原は、僅わずかな間の後「ああ」と頷うなずいた。普通の、どうということもない肯こう定ていだった。なんだそんなことか、という声さえ聞こえてきそうなほどのその表情と声に、旭はゆるゆると目を瞠みはった。握り込んだ拳こぶしの内側に爪つめが食い込んで、鈍にぶい痛みを訴うつたえてきたが、どうでもよかった。


「先生から聞いたのか？　旭にもそのうちちゃんと話そうと思ってたんだけど」


「……いつから……っ」


　旭は絞しぼり出すように呟つぶやいた。何故なぜ梶原は、こんなにあっけらかんとしているのだろうか。彼にとってはどうでもいいことなのか。旭がこんなに必死になっている理由も知らず、なにもかもが終わった後で報告すればいいと、それくらいの価値しかないと思っているのか。


　……離はなれてしまうことは、梶原にとってなんでもないことなのだろうか。


「旭？」


「……いつからわかってたんだよ、それ……っ」


「いつって……親父おやじの転勤が決まったのは、去年の暮れくらいだけど」


　様子のおかしい旭を訝いぶかりながらといった感じだったが、梶原は応こたえた。


　ぐわんぐわんと頭の中で響ひびき回る鈍い音に眉まゆを顰ひそめ、旭は心に絶望感のようなものが沁しみていくのを感じていた。


　今でもはっきり覚えている。忘れたくても忘れられない。忘れたくない。……梶原が、初めて自分を抱いたのは、いつだった？───そう、年が明けたその日だ。


　それはつまり、と旭は震えそうになる拳を更さらに握りしめた。


「おい、旭？　どうしたんだよ」


「……おまえ、どんなつもりだったんだよ」


　つまり梶原は、こうやって引っ越してしまうことがわかっていて、その上で旭を抱いたということじゃないのか。初めから離れてしまうことを承知で、あんな風に抱きしめたのだ。


（……それとも離れるからどうでも良かった？）


　梶原にとって自分は、その程度の存在でしかなかったのだろうか。純じゆん粋すいに友人だった時間も思い出も、その後の深い触ふれ合いもなにもかも、きっかけさえあれば簡単に捨ててしまえるような、そんな軽いものでしか。


「どんなって、なにが……旭？」


「……っ触さわんな……っ！」


　手を伸ばして来た梶原を拒きよ絶ぜつして、旭は叫さけんだ。梶原は驚おどろいたように目を瞠って、旭を見つめている。


　その、旭がなにをこんなにも憤いきどおっているのか、全くわからないと言いたげな梶原の表情にすら、打ちのめされる。


　どうしてこんなに距きよ離りができてしまったのだろうか。正しい選せん択たくがあったのなら教えてほしかった。間ま違ちがいでもいいと思って選んできた道だけど、それでもこんなずたずたに傷が付くほどの結果しかないなんて、いくらなんでも酷ひどい。報むくわれたいなんて大層な願いはしなかったのに。ただ梶原を好きだという自分を、ちゃんと認めたかっただけなのに。


「……代わりならそれでもよかったんだ」


「旭？」


「孝行が楽になれるんなら、俺は全然それでもよかったんだ。他に好きなひとがいようと、俺にできることがあんなら、それでいいって思ってたのに」


「旭、おまえなに言って……」


「ほんの少しでも、孝行にとって俺の存在が必要だってことだから、それでいいって……。もし、おまえがちゃんと好きなひととうまくいったんならもう、諦あきらめるしかないし。俺のことが好きで抱だいてたわけじゃないって、わかってたけど」


「ちょ、旭！」


　訥とつ々とつと喋しやべり始めた旭に混乱していたらしい梶原だったが、痺しびれを切らしたように声を上げた。今度は避よける間もなく、腕うでを取られてしまう。強い力が伝わってきて、旭はいつの間にか俯うつむいていた顔を上げた。


「……けどこんなんひでえよ！　俺はおまえのなんだったんだよ!?」


「あさ……」


　梶原が今までになく驚いた様子で瞠どう目もくする。構わずに旭は胸の奥から込み上げてくる、どうしようもない切ない塊かたまりをぶつけるように梶原を見返した。


「初めっから期間限定のつもりで、終わらせるつもりで……。俺の気持ちなんか……っなんも……っ、こんな、あっさり切れるくらいの、もんだったのかよ……っ!?」


　まるで友人ですらなかったのだというようで、旭は苦しいと思いながら荒い息を吐はき出した。ひくっと喉のどが震えて、ちゃんと喋ることができないし、さっきから視界がぼやけている。頰ほおをあたたかいものが伝い、僅かに開いたままの口の端はしから、入り込んできた。苦い味のそれは瞳ひとみから溢あふれ出した雫しずくで、旭はようやく、自分が泣いていることに気が付いた。


　梶原が眉を寄せて手を伸ばし、旭の頰に触れた。肩が戦慄おののいたが何故だか振ふり払はらえない。


「……旭」


「っ、だ、ったらなんで、最初あんな真しん剣けんな顔、して……なんで岡田先せん輩ぱいと会った時とか、怒おこったりしたん、だよ……っ」


　だけど久々に流れたそれを止める術すべもわからない。まるで箍たがが外れたように、今まで溜ためていたいろんなことが、心の底からせり上がってくるようだった。


「俺のこと……っ、ちょっとは……すきに、なってくれてんの、かって……っ」


「旭」


「おまえが俺のこと、すきになってくれれば……いいのにっておも……っ」


　本当はそんな馬ば鹿かなことを考えていた。代わりでもなんでも、抱いているうちに自分の方へ梶原の心が傾かたむいてくれないかと、望んでいた。いくら否定しても戒いましめても、消えてくれない想いがずっとあったのだ。


「……それって旭、俺のことが好きだって聞こえんだけど」


「っ、ふざけ……っ」


「ふざけてない」


　両りよう頰ほおを包まれ言われた言葉に、旭はこの上まだ揶揄からかうのかとかっとなった。だが梶原は即そく座ざに否定して額を合わせてくる。梶原の少し淡あわい虹こう彩さいの中に、泣き濡ぬれた旭の顔が映り込んでいた。ひくっと痙けい攣れんを繰くり返していた喉が、一いつ瞬しゆん止まった。


「だったらすげえ嬉うれしい。本当なら、今むちゃくちゃ抱きしめてキスして押し倒たおしたい」


「っな、たか……っ」


　なにを言われているのかわからず混乱している旭に、梶原はちゅっと一瞬だけのキスをすると、またじっと視線を合わせてきた。


「けどここじゃこれ以上できないし。旭なんか誤解してるみたいだから、落ち着いて話できるところに行こう」


　そう言って梶原は旭の腕を引いて歩き出した。まだ旭の思考は展開に付いていくことができずに固まっている。昂たかぶった感情はまだ尾おを引いたままで、テンションの具合を調整できない。


「……ちょ、どこに……」


「いいから。すぐ着く」


　話ができるところと言うから、てっきり梶原の部屋へでも行くのかと思ったら、マンションのエントランスとは反対へ梶原は進んでいく。訝る旭に、梶原は握にぎったてのひらにぎゅうと少し力を込めた。


　促うながされるまま付いていくことしかできなくて、それでもまだ困こん惑わくしていると、梶原がそのうちに足を止めた。時間にして五分ほどのことだった。


（……マンション？）


　梶原が今住んでいるマンションより少し小さいが、比ひ較かく的てき新しい建物だ。セキュリティもしっかりしているようで、エントランスはオートロックになっている。


「ちょ、孝行。ここ……どこだよ」


「俺の新居」


「……は？」


　中に入ろうとする梶原に訊たずねるとあっさりとした答えが返ってきて、旭は思わず間ま抜ぬけな声を出した。ますます困惑する旭の前で、梶原はポケットからカードキーらしきものを取り出すと、さっさと羅ら列れつされた数字を手慣れた様子で押していく。エラーになることもなく硝子ガラス張りのドアが開き、そのまま奥のエレベーターへ向かう。一階にエレベーターが降りてくる間も、乗っている間も始終無言だったが、旭はそれがまったく気にならないくらいにいっぱいいっぱいだった。


（……しんきょ？　しんきょって……）


　混乱のあまり、頭の中で漢字変へん換かんすらできない。勿もち論ろん意味などわかるはずもなかった。ただなにか、自分が思っていた状じよう況きようとは違う方向へと流れが向かっていることは、ぼんやりと感じていた。そのうちにエレベーターを降りた梶原は一いち番ばん端はしの部屋の前で足を止めると、再びカードキーを取り出してロックを解除した。


「た、孝行っ、ここ、あの、なん……」


「だから俺の新居だって。引っ越こし先。つってもまだ全部は荷物運び込めてねえんだけど」


　手を引かれて上がれと促される。慌あわてて靴くつを脱ぬいで梶原の後に続きながら、旭はじわじわとことの真実を悟さとりつつあった。


「……おまえ、引っ越すんじゃなかったの……」


「だーかーら、引っ越しするって言ってんだろ、ここに」


「だって海外って……」


「それは親父おやじの転勤先。旅行代理店勤めのさだめだな。確かに母親と下のチビたちは付いてくけど。……俺は残るよ？」


「……うそ」


　つと立ち止まった梶原が、ようやく振り返って小さく笑えみを浮うかべた。何故なぜかやわらかく優やさしい響ひびきに聞こえたその言葉に、旭は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。梶原は「うそって」と苦く笑しようを零こぼした。


「長期になりそうだから、チビたちはまだ小学生で、ちょっと日本に残るわけにはいかねえけどさ。俺はもうすぐ高三だし受験もあるし」


「……そりゃ、そう、だけど」


「信じらんねえって顔してるな」


　だって、と旭はぐるぐる回る思考で唸うなった。確かに今こうして、引っ越し先だという部屋にいることが、なによりの証しよう拠このような気はする。改めてちゃんと周りを見回すと、リビング兼けんダイニングといった感じの空間には、空のシルバーラックとソファ、それにローテーブルしかない。段ボールも端に積まれていて、いかにも引っ越し後の片付け途と中ちゆうといった感じだった。


　これが他人の住まいだという可能性もないわけではないが、それだと梶原がキーを持っているはずもない。


「さすがに海外に引っ越しすんなら、旭にはもっと早く言うに決まってるだろ」


　当たり前のように駄だ目め押しされて、旭は顔を覗のぞき込んでくる梶原を見返した。


「そもそもなんでそんな風に思ったんだよ？　つか、さっきなんかいろいろと、聞き捨てならないことばっか言ってた気がすんだけど？」


「っそ、れは……」


　そうだ、と旭は言葉を詰つまらせた。引っ越しの件は誤解だとわかったが、それにつられるように梶原を責めたことは、まだ諸もろ々もろ未解決のままだ。いらないことまでぼろぼろと言ってしまった気がすると、旭は今いま更さらながら後こう悔かいの嵐あらしに吹ふかれた。


（……勢いに任せて、未練がましいことばっか言った……）


　梶原がいなくなるわけではないというのは安心したが、さりとて根本的な問題が残っている。……旭の恋こい心ごころが報むくわれたわけではないのだ。それとこれとはまったく別の話だった。ひとしきり上下を繰り返した感情がようやく少し落ち着いたというのに、またあの波に呑のまれてしまうのだろうか。


　何回経験しても、傷付く覚かく悟ごなんてできるはずもなかった。けれど本当にもう、逃にげることはできそうになかった。


　惑まどうように口を閉とざしたままでいる旭に、梶原は繫つないだままだった手をくいと軽く引っ張った。それからもう片方の手を上げて背後を指さす。


「旭があんな泣くほど俺に言いたいことあんなら、ちゃんと聞くよ。……俺の部屋、行こう」











　梶原の部屋だというそこも、まだ荷物は整理途中のようだった。ただベッドは新しいのに買い替かえたらしくきちんと整えられている。ラグも敷しかれていて、とりあえずそこにベッドを背にふたり並んで座った。


「ちょっと寒いな」と梶原がエアコンの暖だん房ぼうを入れた。すぐにはあたたまらない室内を、送風の微かすかな音だけが満たしている。


　しかしいざとなればなにから言うべきなのか、旭にはわからないでいた。どのみちなにを訊きいたところで結果は変わりはしない。自分がもうお役やく御ご免めんだという事実をつきつけられるだけなのだ。


「……聞くっつったけど、俺から言ってもいい？」


　なにも喋しやべらない旭をどう思ったのか、梶原は僅わずかに首を捻ひねるようにしてこちらを見み遣やった。視線が合うと、それだけで旭の心臓が暴れ出す。一体なにを言われるのかと、らしくもなく酷ひどく緊きん張ちようしてしまっていた。


「……な、に」


「あのさ……代わりって、なに」


　まるで胸を踏ふまれたような苦しさが襲おそった。旭は視線を返すだけで精せい一いつ杯ぱいになる。梶原の目はまっすぐで、とても強い光を灯ともしていた。いつか見た、怒いかりの色だ。何故そんなに憤いきどおるのかわからないまま、けれど旭の身も心も竦すくんでいく。


「俺が楽になれんなら代わりでもよかったって、そう言ってたよな？　どういう意味？」


「……どう、って」


　なんとか出した声はおかしいくらいに掠かすれていた。その上震ふるえてみっともないくらいか細い。


「どうって、そのままだろ……孝行が俺を、抱だくのは、身代わり……」


「……もしかしてずっとそう思ってたのか」


「っ……だ、って」


「なんでだよ！」


　がしっと肩かたを摑つかまれて、旭はそのあまりの力の強さに戦慄おののいた。梶原は容よう赦しやなく旭を射い貫ぬくような視線を弱めない。


「なんでんなこと思うんだよ!?　なんで俺が旭を誰だれかの身代わりになんか」


「だっておまえ好きなひといんじゃんか！」


　思わず遮さえぎった旭に、梶原が目を瞠みはった。何故責められるのかわからない。それどころか、こんなことまで言わなければならないのかと、逆に梶原を恨うらんでしまいそうだった。


「好きなひとがいるけど大切すぎて手が出せねえって言った！　だから代わりに、俺を……っ」


「……おまえ、どこでそれ……」


「……悪かったな、偶ぐう然ぜん聞こえたんだよ」


「つか、ちょ……待てよ。なんでそれで旭が身代わりだってことになんだよ」


「なんでって……俺、どこまで言えばいいわけ？」


　いったいひとの傷を、どれだけ抉えぐるのだろうと、旭は嗤わらった。


「孝行がマンションの玄げん関かんで抱き合ってたとか？　俺が電話した時に一いつ緒しよにいたとか？……それとも、俺を初めて抱いた次の日に、こそこそ電話してたとか……？」


「あさ……」


「全部おんなじひとだろ！　『佳奈さん』だろ!?」


　ぼろっと涙なみだが零こぼれた。笑いながら泣くなんてこと、自分がするとは思わなかった。ただ悲しくて切なくて苦しくて、けれどそんな自分が滑こつ稽けいでおかしくて、どんな表情をすればいいのかわからない。嗚咽おえつが漏もれ、奥歯を嚙かみしめていないと、口唇くちびるが震え出しそうだった。


「───旭」


「……っ、ぅ……っ、さわ、んな……っ」


「旭、聴け」


　くい、と顔ごと包まれるように、梶原のてのひらが添そえられて視線を合わされた。こんな最悪な顔を間近で見られたくないというのと、ただ触ふれられることすら辛つらいのとで、旭は身を捩よじった。だが抵てい抗こうの言葉は聞き入れてもらえずに、更に距きよ離りが縮まる。


「俺の好きなひとは、佳奈さんじゃない」


　両手の親指が、未いまだ溢あふれ続ける涙を拭ぬぐうように、旭の眦まなじりから頰ほおを撫なぜた。身体からだが震えたのは、接せつ触しよくにか言葉にか。


「───旭が好きなんだ」


　涙の膜まくがぱちんと弾はじけるように、顔の輪りん郭かくを滑すべり落ちていった。梶原の、大きな口唇がゆっくりと近づいて来て、やわらかく旭のそれに重なる。微かすかな弾だん力りよくすら優やさしく感じるように、与あたえられた口くち接づけだった。


　今度は心が、震えた。


「………うそだ」


「噓うそじゃない。俺が好きなのは……ずっと好きで、けど大切すぎて失うのが怖こわくて手が出せないでいたのは、旭だ」


「うそ……」


「旭が好きだよ。俺の好きなひとは旭なんだ。……信じてくれ」


「だっ……ん、ん……っ」


　それでもまだ首を振ふろうとした旭の口唇を、梶原が再度塞ふさいだ。強ごう引いんではなく、ただなにかを伝えようとするような交わり方だった。


「……さっきも言っただろ？　旭が俺のこと好きだっていうなら嬉うれしいって。旭じゃなきゃ意味がない。旭を抱くんじゃなきゃ他の誰を抱いても一緒だ。……旭が言ってることは全部逆だ」


「……ほん、とに」


「本当。俺が好きなのも、抱きたいのも旭だけだ。信じて」


「孝行……」


「ちゃんと話す。旭がなにを誤解してんのか大体わかったし。けど旭が俺の言うことを信じてくれるっつうんじゃなきゃ、それこそ意味がねえから」


　口唇を親指の腹で撫ぜられ、目を覗のぞき込むように額を合わせられる。


「……信じてくれるか？」


　少しだけ弱い語ご尾びが、梶原の不安を表しているように思えて、旭の心を打った。今までの振しん動どうとは違ちがう、とくん、という音が心臓から耳の裏へ伝ってきた。


（……まだほんとは怖い、けど）


「……信じる」


　それは小さな声だった。だがこくんと頷うなずいた旭の目に、ちゃんと言葉通りの色を見取ったのか、梶原は微び笑しようを浮うかべた。


「……サンキュ。よかった。……じゃ、まずは佳奈さんのことからな」


「……ん」


「んな硬かたい顔すんなって。ほんとになんでもねえんだから。……えーと、どっから話したらいいかな」


　小さく苦笑した梶原は、つと思考を探さぐるように視線を上向けた。


「……ああそうだ、引っ越こしの話に戻もどるけど……旭、俺ん家の家族構成知ってるだろ」


「家族？　そりゃ……」


　中学から数えて過去どれだけ梶原の家に遊びに行ったと思っているのだ。促うながす梶原に首を傾かしげつつも、旭は指折り数えてみせた。


「まず孝行だろ。んでおじさんにおばさんに美み鈴すずちゃんに悠ゆう介すけに……」


「もうひとり」


「知ってるっつの。晃あき英ひでさんだろ」


　全部で六人。今時にしては兄妹数が多い大家族だ。美鈴は小六で、悠介が小四。晃英というのが長男で確か二十六歳、会社は違うが父親と同じ旅行代理店に勤務していた記き憶おくがある。年中世界を飛び回っていて滅めつ多たに顔を見ることはないが、気さくでとっつきやすい人ひと柄がらだった。


　そこまで考えて、旭はあれと首を捻った。思考に引っかかったものを追い、梶原の顔を見た。


「晃英さんて、独り暮らしじゃ、なかったよな……？」


「忙いそがしくて殆ほとんど家には帰って来ねえから、わざわざマンション借りるのは勿もつ体たいないんだってよ」


「けど今のマンションて……」


「そう。引き払はらう。けど兄貴と俺は日本に残る。ちなみに俺は未成年」


　旭は思い至ったことをそのまま口にした。


「……つまりここって、晃英さんと孝行でふたり暮らしってことか……？」


　なるほど確かに、思い返してみればこの部屋の他にもドアがあったような気もする。梶原ひとりが住むには広すぎる間取りだ。だがふと旭は、頷いている梶原を見返した。


「それはともかく、そのことと……『佳奈さん』がどういう関係があんだよ？」


「だって佳奈さん、兄貴の彼女だからな」


「……は!?」


　あっけらかんと言われた言葉の内容に、旭は驚きよう愕がくした。本当に驚おどろいた。梶原はそんな旭を笑えんで見つめ、それから続けた。


「佳奈さんのツテでこのマンション借りてんだよ。彼女自身はデザイン事務所のデザイナーさんなんだけどな。親しん戚せきに不動産屋がいるからって、条件のいい所探してくれたんだ」


「……そんだけかよ」


「それだけだよ。兄貴なかなか時間が取れねえだろ？　この引っ越しのこととかも、殆ど俺と佳奈さんに任せっきりでさ。おかげで佳奈さんはストレスが溜たまるっつって、俺のこと振り回して遊んでんだよ。それで一昨日おとといも急に呼び出されて、徹てつ夜やでカラオケ。ちなみにふたりきりじゃなくて、佳奈さんの友達とかもいたから。完全に俺はおもちゃ扱あつかいだし。引っ越しと兄貴のことで二重に迷めい惑わくも世話もかけてるし、無下に断れねえの」


「……昨日は」


「昨日はそのまま朝家に帰ってきて、昼からは引っ越しの準備だよ。兄貴の分を佳奈さんが担当して……旭が電話かけてきたのって、たぶんその辺だろ」


「じゃ今日の朝……」


「ああ、それは単なる寝ね坊ぼうで……ちょいショックなことあったから、考え込んでたら眠ねむれなかったんだよ」


　言って旭をちらりと見る。旭が責めたことを言っているのだ。う、と小さく唸うなって反論できずにいると、梶原は笑って旭の眦を親指で撫ぜた。


「言っとくけど、あの時反応できなかったのは、なんでそんな思考になんのか咄とつ嗟さに理解できなかったからで、事実を言われた所せ為いじゃねえからな」


「……わかってるよ、もう。……じゃ、放課後は」


「それも引っ越し関連。……ああ、今日は佳奈さんはいないけど」


　逐ちく一いち説明を施ほどこす梶原の声には、なんの動どう揺ようもない。噓は見えなかった。けれど、と旭はもうひとつ引っかかっていることを口にした。


「……じゃあ、マンションのとこで一いつ緒しよにいたのは」


「ん？　ああ……旭が見たのって、いつの話だよそもそも」


　年明けも迫せまった師走しわすのことだったと説明すると、梶原は思い当たったように息を吐ついた。


「あれはほんとに冗じよう談だんみたいなもんで……大体抱だき合ってなんかねえだろーが」


「けど、……腕うで組んでた」


「腕？　あー……あれは、あん時母親いなくてさ。晩飯のメニュー、簡単だから鍋なべにしようって話になったんだよ。したら佳奈さんが、人にん参じんは花形に切れだのつみれには軟なん骨こつを入れろだの、普ふ段だんならやらないようなことリクエストしてきて、それに渋しぶ々しぶ頷うなずいたら大おお袈げ裟さなリアクション取られただけのことだ。……これで納なつ得とくしてくれたか？」


　全部自分の思い込みだったのだとわかったら、じわじわといたたまれなくなって、旭は視線を落とした。やはり梶原に関することにだけは、自分の状じよう況きよう判断能力も著いちじるしく低下してしまうのだと改めて感じた。もう少しちゃんと普段のように冷静でいたいのに、と思って旭はふと郁郎の言葉を思い出した。


　───誰だれかを好きになって、冷静でいられるひとなんかいないよ。


（……ほんと、そうだな、郁）


　普通と違うからこそ、きっと恋こいなんだろう。なにもかもいつもと同じで、どきどきもはらはらもしない恋なんか、きっとつまらない。恋とは呼べない。


　どうやらこの感情の起き伏ふくが、誰かを好きになるということの証しよう拠こらしい。そんな風に納得していると、梶原が頰ほおに当てたままだったてのひらを、すいと撫なぜて旭を促すようにした。


「……つかさ、旭、良く考えてみろよ」


「？　なにを……」


「そもそも、俺がもし佳奈さんを好きだとしても、身代わりにするには差がありすぎるだろ」


「っな……っ」


「待った！　変な誤解すんなよ」


　それはこんな貧ひん相そうな、しかも男の身体からだでは身代わりにもなれないということかと、旭が口にする前に、梶原は先手を打って遮さえぎった。


「言い方が悪かった。そうじゃなくて……。言っとくけど俺、別に男が好きなわけじゃなくて、旭が好きなんだよ。だからわざわざ同性の、しかも友達としてだって一番気が合うやつを失なくすかもしれないのに、好きじゃなきゃそんなリスク犯おかしてまで抱こうと思うわけないだろ」


「……孝行」


「旭が好きだから抱きたかったんだ。……旭がそれでも心配だってんなら、今度佳奈さんに会わせてやるよ。そしたら俺が、あのひとにとって恋れん愛あい対象どころか、どんなひでえ扱いされてるのか、はっきりわかるだろうし」


「……いい」


　旭は小さく首を振ふった。ゆっくりとだったが梶原の目をまっすぐ見る。久しぶりに自分の方からちゃんと目を合わせた気がした。


「……信じるって言っただろ。……わかったから、ちゃんと」


　ここまで疑っておいてとは自分でも思ったが、梶原は旭の反応に満足したようだった。そうかと笑みを浮かべて抱きしめてくる。優しい抱ほう擁ようだった。今度は抵てい抗こうもせずにおとなしく腕の中に収まった旭は、ことりと頭を梶原の肩かたに載のせた。


（……孝行の、におい）


　セックスの時に抱き合うことはあっても、こんな風にただゆったりとした、穏おだやかな抱擁は初めてだった。あからさまな欲望のない体温の中に感じる梶原の匂においは、旭の心を優しく解ほどいた。相反して少しの切なさも感じたが、それはいつものように、きりきりと胸を痛めるようなものではなかった。不思議な感覚だ。


「……あのさ旭。俺の疑いが晴れたところでなんだけど」


「？……なんだよ」


　ふと梶原が話し出したことに、旭はぼんやり浸ひたっていた温ぬくもりから顔を上げた。


「俺も訊ききたいことがいくつかあんだよな。……岡田先せん輩ぱいのこととか」


「おまっ……なんだよ、まだ疑って」


「つか確かく認にんしたいっていうか……や、旭が俺のこと好きだってのはわかってるから」


「っ、んっ」


　途と端たんに腕から抜ぬけ出そうとした旭を押さえ込んで梶原は、宥なだめるようにキスを仕し掛かけた。疑われるのは悔くやしいが、こんな風に臆おく面めんもなく言われるのも相当恥はずかしい。


「……たださ、あのひとやたらと旭のことだけ構いまくるだろ」


「それは……あのな」


　誤解だと説明しようとした旭の口唇くちびるに指を当て、梶原は先に言わせろとばかりに目配せする。なんだよと思ったが口を噤つぐんで待った。さっき梶原はひとつひとつ旭の疑問に応こたえてくれたのだから、自分もそうしようという気になったのだ。


「前から思ってたんだけど、あのひと絶対俺が旭のこと好きだって、知っててやってんだよ。あからさますぎんだよな」


「……そうなのか？」


「やっぱ旭は気付いてないしさ……。だっておまえ、旭の肩抱だきながら、わざわざ俺の方見てにたーって笑ったりすんだぜ。しかもいやらしい笑い方すんだよ。んで揶揄からかわれてんのか面おも白しろがられてんのか、それとも本気なのか考えあぐねてるうちに、初はつ詣もうでの時のあれだろ」


　旭は梶原の言っている事こと柄がらを思い返した。初詣の時に岡田にされたことといえば……。


「え……もしかしてあのソースのことか？」


「俺がじっと睨にらんでんのを承知の上で、あのひとは旭の口に触さわった。……あれが指じゃなかったら俺はその瞬しゆん間かん、岡田先輩殴なぐってたよ」


「……孝行」


「もちろん指でも、相当はらわた煮にえくり返ってたんだけどな。……おかげでぷっつん切れた」


　最後は小さく呟つぶやくようだった梶原の声には、少しだけ自じ嘲ちようが滲にじんでいた。その後こう悔かいのようなものがどこに向かっているのか気になって、旭は梶原の腕をそっと摑つかんだ。


「……勢いで俺のことやっちゃって、後悔してんの？……やっぱ俺、よくなかった？」


「ばっ……んなわけないだろ。じゃなくて、俺が後悔してんのは、あんな強ごう引いんなやり方で、旭のこと俺のいいようにしたことだよ」


　旭の手に力がこもったのがわかったのか、そっと外させた梶原はそのままその手を取ると、ちゅっと口くち接づけた。


「……ずっと大切だったのに、誰にも渡わたしたくない、そんなことになる前に俺のものにしたいって想おもいが強すぎて……。きっかけがなんだろうと、あんな風にしていいはずなかったなって」


「……やっぱ後悔してんじゃねえか」


「……旭？」


　視線を落としたままで喋しやべっていた梶原は、旭の声に顔を上げた。旭は変な力が入ってしまう表情をそのまま晒さらした。梶原が僅わずかに目を瞠みはる。


「孝行が確認したいことってなんだよ？　ほんとはまだ俺のこと疑ってんの？　おまえが俺に強引にしたから受け入れたみたいに、俺がちょっかいかけてきた岡田先輩とも寝ねたかって、そう言いたいのかよ……っ!?」


「旭！　違ちがう！　そうじゃなくて、ただ俺は、もっと旭がちゃんと俺のこと好きになってくれて、俺の気持ちもきちんと伝えて、それから」


「好きだよ！　俺はずっとおまえのことが好きだった！　だからっ……」


　急激に上じよう昇しようしてしまった感情の所せ為いで息切れがした。けれどそのまま心から湧わき上がってくるものを抑えられずに、溢あふれ出してしまう。


「だからあんな風に強引にされても、それが身代わりでもなんでもいいやって思って抱だかれたんだ。おまえがさっき言ったんじゃねえか、好きじゃなきゃ抱けないって。だったら俺の気持ちだってわかるだろ！　正しよう真しん正しよう銘めい初めてでもむちゃくちゃ怖こわくても、孝行が好きだから……孝行がちょっとでも俺のものになんなら、それでいいって……っ」


「……旭……」


「岡田先輩なんか興味ねえ。俺が好きなのは孝行だけで、孝行にしか触られたくなくて、馬ば鹿かみたいに孝行にだけどきどきしておかしくなって、マネジに嫉しつ妬として……っん、ん……っ！」


　慟どう哭こくのような告白を、梶原は口接けで吸い取った。食はまれて息を奪うばわれて、代わりに熱を与あたえられる。混じり合う吐と息いきの合間に梶原が囁ささやいた。


「……ごめん、旭……ごめん」


「っ……俺は、言っとくけど傷付いて、んだから……っ」


　ひく、と旭はしゃくりあげた。また泣いてしまっている自分を自覚しないまま、訴うつたえ続けた。


「俺は、いっかいだって、岡田先輩の誘さそいに乗ったこともないし、そりゃ確かにあの人は俺に構ってたかも、しんねえけど、ちゃんともう断ったのに……。ひとの話、聴ききもしないで岡田先輩がいいのかなんて酷ひどいこと、言われて、すげえ傷付いて……っ」


「うん、ごめん……ごめんな。俺がちゃんと、最初に旭に好きだって言っとけばよかったな」


「そうだよ……っ最初から、言え馬鹿……！」


　うん、と頷うなずいた梶原が旭を包むように抱きしめた。後頭部を優やさしい感かん触しよくが撫なぜていって、耳元に声が落ちてくる。


「俺も嫉妬で頭に血が上ってたんだろうな……。なんで旭が受け入れてくれるのか、ちゃんと考えもしないで、ただ嬉うれしくて、それだけで舞まい上がってたんだ。おまけに旭は想像以上に可愛かわいいし色っぽいし、本当に俺のもんになったんだって、それだけでいっぱいになってた。……情けねえな」


「……」


「そしたら佳奈さんのこととか誤解させずにすんだし、ここまで旭のこと追いつめたりしなかったのにな。……こんなに泣かせたりもしなかった」


　少し身体を離はなした梶原が、旭の涙なみだを親指の腹で拭ぬぐう。それから少し淡あわい色素の目元を、わずかに歪ゆがめた。まるでそれは泣きそうな、少し弱いもので、旭はどきりとしてしまう。


「……だけどずっと怖かったんだ。旭はこうして受け入れてくれたけど、それが俺を好きだっていうことには、厳密にはならないだろ？」


「なんで……」


「初めて会った時から旭はいつもまっすぐで、潔いさぎよくて、綺き麗れいだった。俺はずっと眩まぶしくて憧あこがれてて、友人として尊敬してた。バスケでもなんでも、隣となりに立てる自分が誇ほこらしかった。……けどあの日」


　眦まなじりを撫ぜていたてのひらは、そっと旭の前まえ髪がみをかき上げるように触ふれ続けている。その体温が、何故なぜかふっと過よぎった不安の中のよすがのように思えて、旭は自分のてのひらを重ねた。感じた僅かな揺ゆらぎは、梶原のものなのか自分のものなのかわからなかったけれど、今この手を放してはいけないのだと、それだけを思った。


「……あの日？」


「……中学最後のバスケの試合の日」


　旭はゆるゆると目を瞠った。……覚えていたのか、と愕がく然ぜんとした。


「おま……っ、孝行、覚えて」


　ぱくぱくと口を開閉させる旭に、梶原は小さく苦笑して続けた。


「試合が負けで終わった時、旭がいなくなったことに気付いて、すぐに後を追った。……そしたら旭は、ひとりで……泣いてた」


　じわじわじわ、という鬱うつ陶とうしいほどの蟬せみの声が耳の裏に返った。あの日、あのまだ続いていた夏日の体育館裏の、その光景が旭の感覚を包んだ。


　梶原は、まっすぐに旭の目を見つめ、そこに酷く真しん摯しな光を宿していた。


「───俺はそれで旭に恋こいをした」


　そして告げられた言葉に、旭は今までにない胸の高鳴りを覚えた。まるであの日に戻もどって、そしてその場で与えられた熱のように、眩暈めまいがしそうなほどの酩めい酊てい感が襲おそう。


「……たかゆき」


「……泣いてる旭が、今まで見た誰だれよりも綺麗で、どきどきして、可愛くて、どうしようもなくて……。気が付いたら恋に落ちてて───キスしてた」


　言葉とともに、口唇くちびるが触れた。一いつ瞬しゆんだけのやわらかい口接けはすぐに離れる。


　だがそれから梶原の目に浮うかんだ曖あい昧まいな揺れに、旭は僅かに夢から覚めたような心地ここちを受けた。じんわりと胸を燻くすぶるものは、あまり気付きたくないもののような気がした。


　梶原は旭の危き惧ぐのままを表したような、少し歪んだ声で続けた。


「だけどすぐに怖くなった。自分の気持ちが、旭を汚よごすんじゃないかなんてことまで考えた。どう考えても俺の気持ちは、旭を独り占じめして自分のものにして、そんで旭も俺しか見えないようにしたいって、そんなどうしようもないもんだったから。……変わってしまうことで旭を失くすようなことになったら、無む理り矢や理り手に入れて旭が旭でなくなったらなんて思って。そしたら怖くて怖くて……だから忘れたふりをしたんだ」


　梶原は小さく笑う。それは苦い色をしていた。


「そんなんでなかったことになんか、できるはずのないものなのに。けど押し込めて、気付かなかったふりをして、忘れたことにして……結果はこれだ。結局我が慢まんが利きかなくなって、自分勝手な欲で動いて……今度は俺が旭を泣かせてる」


　なんでそんな自責のようなものを浮かべているのかと、少しだけ旭は腹が立った。梶原がなにを言いたいのか、少しわかった気がして余計に悔くやしくなった。その暗い色をなくしたくて、旭は強く梶原を見た。


「……あの時、孝行になかったことにされたってわかって、ほんとは俺、むちゃくちゃ傷付いてたよ。その後だって、忘れられてんだって思ってたのにまたキスされて、抱かれて。それも身代わりだって思って傷付いて。俺じゃない誰かの影かげが見えるたびに、おまえが俺の知らないうちにどっか行くたびに、ずっと性しよう懲こりなく傷付いてきた。……けど」


　旭は握にぎられていた梶原の手を一いつ旦たん外し、今度は五指を絡からめるように繫つなぎ直した。


「だけどそれでも好きなんだ。孝行が好きだって気持ちはちっとも小さくなんかならなくて。普ふ段だんの俺はどこ行ったんだっていうくらいおかしくなって。それで言うならおまえが心配した通り、俺は俺でなくなってるのかもしれない。みんなにも迷めい惑わくばっかかけた。───でも諦あきらめられない。諦めきれなかったんだよ、孝行」


「旭……」


「なあ、だけど俺はまだ俺のまんまだろ。汚れたって、歪んだって、俺は俺のままだ。……孝行を好きだって気持ちだけが真ん中にあって、大切で、失なくしたくないんだ」


　ほろり、と涙になって零こぼれたものは、なんだったのか。ただ少し心がいっぱいになって、胸が苦しかった。霞かすんでしまって見えにくい視界を、瞬まばたきでクリアにしたら、梶原の少しやわらかくなったまなざしがすぐそこにあった。


「……孝行、なあ。……俺はおまえを好きになったことで、すごい醜みにくいことばっかしたし思ったよ。おまえが言ってくれたみたいに綺麗でもまっすぐでもなくて、ただ恋しい心ばっかが大切な、卑ひ怯きような人間だよ。……それ、でも」


「……旭」


「それでも……いい？　まだおまえには俺は大切？　俺のこと好き……？」


　声が震ふるえた。訊きくのは本当は怖かった。梶原が言ったような綺麗な自分なんか、ないのだ。梶原が好きになってくれたものを、今自分が持っている自信なんかなかった。


　すぐには返ってこない反応に、旭はまた溢れる涙で視界をあやふやにした。人生の中でこんなに泣いてしまうことがあるとは思わなかった。泣くことでごまかすようなことをするなんて、ずっと卑怯だと思っていた。なのに、止まらない。


「……それとも、もう……」


　俺のことはいらないのかと、そう口にしようとした言葉は、濡ぬれた音に吸収された。


「っん……、んん、ん……っ」


　もう何度めだかわからない口くち接づけは、苦い味がした。涙が混じった唾だ液えきを、梶原の舌が舐なめ取るように浚さらう。梶原も同じ苦さを感じているのだろうか。ぼんやり開けたままの視界に映る、寄せられた眉まゆを見て思った。


「ぅん、ん……っ、たか、ん……っ」


「……好きだ」


　殆ほとんど触れたままで、梶原の口唇がそう紡つむいだ。旭は瞬きをして、水の膜まくを剝はがした。近すぎてあまり視界は利かなかったけれど、まっすぐにあのやわらかい色の目が自分を見てくれているのだろうと、それだけはわかった。


「旭が好きだ。ずっと好きで、今も好きだよ。旭がどんなでも、関係ない。……なあ、っていうか、俺は変かもしれない」


「……ん？」


「旭が俺のこと想おもっておかしくなんのが、嬉しい。泣かせたくないって思うのに、俺のために泣いて、俺のために嫉しつ妬としてくれんのは、すげえ嬉しいよ。俺には旭はいつだって、どんな旭だって綺麗で可愛いんだって、わかった」


　そんなことを言って、梶原は笑えみを浮かべた。


「だから安心して旭がしたいようにしていい。辛から口くちでも容よう赦しやなくても乱暴でも、弱気でも泣いてても甘えてても、旭は旭だから。……俺は旭なら、それでいい。俺を好きでいてくれる旭なら、なんでもいいよ」


「……馬ば鹿か」


　なにか吹ふっ切れたらしい梶原は、小さく笑うと旭を抱だきしめた。やわらかいのに強い、しなやかな拘こう束そくは、まるで梶原そのもののようだった。ようやくちゃんと自分を受け入れてくれたのだとわかって、旭は安あん堵どの言葉の代わりに小さく毒づいた。


　ずっとさざ波のように揺れていた不安の正体は、きっとこれだった。


　梶原は旭を好きだと言いながらも、どこかでずっと線を引いていたのだ。それが旭を想うあまりのことであったとしても、その違い和わ感かんは敏びん感かんに心に触れていた。本当に自分のことを好きなのかと、何度も何度も確かめたくなったのは、きっとその所せ為いだ。


「……孝行」


「ん……？」


　相あい槌づちは優やさしい。旭は小さく笑んで、少し身体からだを離はなした。梶原の顔を覗のぞき込むように間近に見つめる。そのまま自分から顔を傾かたむけて、そっと口唇に口唇で触れた。梶原はされるがまま、見つめ返してくる。心なしか微笑ほほえんでいる表情は嬉うれしそうだ。次に旭がなにを言うのかわかっているといわんばかりで少し癪しやくだったが、それでも口にしたい欲求が勝った。


「……好き」


「俺も好きだよ……ん」


　すかさず同じ言葉を返してくれる梶原の口を、再度自分から塞ふさいだ。ちょっとだけ強ごう引いんに角度をつけて奪うばったので、梶原が小さく目を瞠みはった。だがすぐに応こたえるように小さく笑って、旭の髪かみにてのひらを差し込み緩ゆるやかに梳すいてくれる。じゃれるように、深く浅く探さぐる口接けを繰くり返しながら、旭は座っている梶原に向き合った。彼の脚あしを跨またぐような格好になる。


「……ん、は……」


　僅わずかに離した口唇から息を吐はいて、旭は梶原の首に巻き付けた腕うでを片方上げ、後頭部に添そえた。うん？　というように梶原が微かすかに首を傾かしげる。その瞳ひとみをうっとり見つめて、誘さそうように旭は自分の口唇をぺろ、と舐めた。


「……しよ、孝行」


「……すげえ積極的だな、旭」


　小さく笑った梶原のてのひらが、旭の背に回ったのを感じる。つ、と背筋をなぞるように擽くすぐられて、既すでに熱くなり始めている息が漏もれた。


「ん、……だってしてえんだもん。……なんか、今したらすげえ気持ちよさそうな気がする」


　更さらに親指の腹でその口唇に触ふれられて、煽あおられた旭はその指をかぷと軽く嚙かんだ。梶原の脚が一瞬ぴくっと反応した気がして見返すと、甘い色をたたえたまなざしが旭を捉とらえていた。


「……やばい、旭。くらくらして、理性飛びそう」


「……飛ばせよ。俺だってどんな孝行でもいい……俺のこと好きならそれだけで、幸せだから」


　だからもう。


　我慢できないと小さくねだった言葉を、梶原は口接けで受け取った。心なしか甘い味がするキスだった。











　長いことキスばかりをしていた。先に進みたい欲求も強かったが、それよりもまず気持ちが繫がったことを確かく認にんしたかった。好きだとも言えず、好きなのかと訊くこともできずにただ重ねるだけだった体温を今は心から求めることができる。それが嬉しかった。


「ん……っ、ん、ぅん……っ」


　梶原の膝ひざに乗り上げた体勢のまま仕し掛かけたキスの所為で、旭の顔は下を向いている。状じよう況きよう的にはこちらが攻せめている図になるのに、梶原の舌が旭の口内に侵しん入にゆうしてきてから余よ裕ゆうがなくなった。翻ほん弄ろうしてやろうと蠢うごめかせていた舌を、逆に捉えられ押し返される。隙すき間まなどないくらいに端はしから端までなにかを浚うように舐め回されて、梶原の肩かたに置いていた手が震えた。項うなじに添えられた手が髪の生え際ぎわを撫なぜるように擽るだけで、妖あやしい震えが次から次に生まれていく。


「……っふ、ぅ……ん、んぁ、あ」


「……旭、キス好き？」


「っん、ん……すき」


　気持ちを晒さらすことができなかった今までは、好きだという、愛いとしさと狂くるおしいほどの想いが伝わってしまいそうで、怖こわかった。だからいつも、もう少しあとちょっとと思いはしても、長くなんか続けなかった。まだ欲しいと思った瞬しゆん間かんには、退ひくようにしていた。


「……だっ、て……なんか、すげえ、ん……しあわせに、なんねえ……？」


「……ん、なるな」


　濡れた音を立てて僅かに離れたお互たがいの口唇くちびるの間には、透とう明めいな糸が繫つながっている。それを舐めるように舌で掬すくい、とろんとした目を旭は目の前の愛しい男に向けた。梶原は小さく笑んで、旭の真っ赤に熟うれたような口唇を、自分のそれでまたなぞり出す。熱い息は、色で表すとしたらきっと淡あわい桃もも色いろをしているだろう。甘い甘い、蕩とろけるような味がするに違ちがいない。


「……なんか甘いな、旭の口ん中」


　ぼんやり考えていたら梶原がふとそんなことを言うので、旭は嬉しくなって小さく笑った。甘党の梶原がそう感じるのなら、本当に甘いのかもしれない。けれどそれはきっと、梶原専用の蜜みつだろう。そう思いながら、旭は悪戯いたずらっぽい顔をした。


「……他もきっと甘いぜ？……試ためしてみるか？」


「……なんでそういつも旭は、俺のど真ん中にクル誘い方うまいんだよ」


「ん……こんなんで誘われてくれんの？　だったら嬉うれし、んっ……」


　やられたというように、苦い笑いを浮うかべる梶原に思わず漏らした本音は、かじっと耳朶みみたぶを嚙まれたことで少し語ご尾びが跳はねた。


「俺はいつも煽られてばっかだよ、旭には。……自分がこんなに独どく占せん欲よく強くて心狭せまくて我が慢まんが利きかない人間だったなんて、今まで知らなかった。自分で呆ぼう然ぜんとするくらい、旭に関しては俺、大人げねえんだよ」


「……そういや、おまえ道みち端ばたでキスしてきたもんな」


　岡田に頰ほおとはいえキスされたところを目もく撃げきした後の梶原は、確かに余裕がなかった。あの時何故なぜあんなにも梶原が切せつ羽ぱ詰つまった様子だったのか、今ならわかる。


「孝行が嫉しつ妬と深ぶかいなんて意外だけどさ……それが俺を好きだからってんなら、やっぱ嬉しい。それに俺だって似たようなもんだし……、っん」


　おたがいさまだろ、と言った声は少し掠かすれた。耳じ殻かくを捉えた梶原は、そのまま舌を伸のばし旭を聴ちよう覚かくから支配しようとする。耳の中を舐められる音が直接響ひびいて、腰こしが抜ぬけそうになった。


「っあ、耳、や、だ……っんっ」


「……旭も、やきもち妬やいてる顔、可愛かわいかったな」


「っば、あっ……ばか……！」


　言われたこともそうだが、まるでそれが食べものであるかのような動きで旭の耳を食はむ梶原の舌や口唇が、恥はずかしい。すぐに膝に力が入らなくなって、旭はかろうじて触れていなかった梶原の腰の上に座り込んでしまった。途と端たんにびくんっと身体全体が震ふるえる。


「……っ」


　既に半ば梶原の中心は膨ふくらんでいた。ジーンズ越ごしに脚に触れたそれに、旭の口から漏れたのはただ熱い吐と息いきだった。


「……孝行……」


「……な？　煽られっぱなしなんだよ」


　目の中を覗き込まれて、そのまままたキスを施ほどこされる。緩やかに滲にじんでくる快楽を甘受しながら口くち接づけに応えていると、後頭部にあったままだった梶原のてのひらが下降した。いつも着ている防寒用のボア付きジャケットだけは脱ぬいでいたが、まだ旭は制服のままだった。ブレザーの裾すそからてのひらが背中に忍しのび込んできて、シャツの上を移動する。


「っあ、やだ……、ん」


「ん？　なにがヤ？」


　首筋を辿たどる口唇が訊たずねるのに、旭はわかってるくせにと思いながらも正直に応えた。


「服……っ、あ、ちゃんと、んっ、んっ」


「ちゃんと……？　なに？」


　だが言おうとすると、今度は前に回ってきたてのひらが、ちょうど胸の粒つぶのあたりをさすって淡い刺し激げきを与あたえる。探り当てた突とつ起きをくりくりと指で遊ばれて、そのもどかしさに余計に震えが増した。元々気が長い方ではない旭は、軽く梶原を睨にらんだ。


「っ……も、自分で脱ぐから、放せ……っ」


「駄だ目め」


「なん……っ」


　だがあっさり却きやつ下かされ、その理由を訊きくより早く、梶原の視線が旭を捉えた。その深い色の中に潜ひそむなにかに、ぞくりと肌はだが粟あわ立だった。いつものやわらかさを残しているのに、何故か酷ひどく強いものが隠かくれている気がした。それは言葉にすることが難しいもののようで、敢あえて表現するのなら、きっと。


（……欲、情……？）


　確かにさっき触れた梶原の中心でわかっていたはずのことなのに、今感じたそれは、何倍にも旭の心を歓かん喜きに震わせた。求められている感覚。強く望まれているというその形にできない情に、指先から関節から痺しびれてしまいそうだった。


「……たか」


「今日は俺にさせて。……旭いつも自分でさっさと脱ぐだろ。それに俺ばっかり気持ちよくさせようとするからさ。……今日はまず俺がしたいようにさせてくんねえ？」


　言いながら、梶原の手がそっと旭の腕からブレザーを抜いて背後に放ほうる。そのまま戻もどってきた手は、しゅるっと緩ゆるく結ばれていたタイも解ほどいた。


「旭が色々してくれんのはものすげえ嬉うれしいし、気持ちいいよ。余裕がなかったのもあるけど、それ以上に……今まで、こうしたら嫌きらわれるかも、拒こばまれるかもと思って、実は俺ちょい抑おさえてたから」


　ぷつ、とひとつずつシャツのボタンが外されていく。


　確かに、旭は一番初めの時以外、殆ほとんどが積極的に自分から動いていた。恥ずかしがって焦じらして、それで飽あきられるのは嫌いやだったから、さっさと服も脱いでいた。梶原自身を手や口で愛あい撫ぶすることは、もとより嫌けん悪お感などなかったから進んでやった。それで梶原が気持ちよくなってくれるなら、自分に溺おぼれてくれるならと、そう思っていたから。慣れないままで拙つたなくても、繫がった箇か所しよを刺激するように自分から煽あおった。羞しゆう恥ち心しんなんか、見ないふりをしていた。


「……旭を気持ちよくしたい」


「……っ、あ」


　どくん、と心臓が大きくひとつ揺ゆれて、それから激しく躍おどり出した。梶原のてのひらが旭の肩を滑すべるように撫ぜながらシャツも取り払はらう。優しい触ふれ方なのに、びくびくと過か剰じような反応を身体からだは返した。急に敏びん感かんになりすぎたような肌に、旭は困こん惑わくを隠せず梶原を見返した。


「や、たか……っあ、あ……っ」


「ちゃんと俺が、旭のこと好きで触れてるんだって、それわかって抱だかれて」


「んっん……っ」


　自分の快楽は二の次だった。今までの旭は溺れすぎてしまうことを自分に禁じていて、わけがわからなくなるくらいに理性を手放すことなんかしなかった。最初のあの時だって、きっと無意識のうちにブレーキをかけていたのだろうと、今なら思う。でなければ怖かったのだ。完全にこの心ごと委ゆだねてしまったらきっと、本当の気持ちを言ってしまうかもしれない。告げるはずのない想おもいを、知られてしまうかもしれない。ずっとそれが恐おそろしかった。


（……でも、もう言っていいんだ……）


　ひとつ口接けられるたび、名前を呼ばれるたび、募つのり溢あふれそうになっていた大切なものを、抑え込まなくてもいい。無む理り矢や理り殺してしまわなくてもいいのだ。


　それはなんて甘美なのだろう。なんて幸福なのだろう。


「たかゆき……っ、あ、あ、俺のこと、好き？……んっ」


「好きだよ。旭……好きだ。気持ちよくなって。なんも考えないで……ただ俺のことだけ想って。旭の全部、俺にくれよ」


「ぅん……っ、んんっ、ん……っ」


　ぐいっと両りよう脇わきを抱かかえられ、ベッドに持ち上げられた。深いキスを与えられながら、腰のあたりが空気に触れるのを感じた。無意識に腰を浮かせた隙すきに下着ごとズボンも脱がされる。


　口接けで上がった息を整えている間に、梶原も自分の服を脱ぎ捨てた。それから旭の腰を跨またぎ、上半身を倒たおしてくる。顔の両側についた腕うでで囲いを作った梶原の方へ、旭はゆっくりと投げ出していた腕を伸ばした。


「……孝行」


「……うん？」


　小さく呼ぶと、促うながすような優やさしい声こわ音ねが返ってくる。じわっと胸を覆おおうものはなんだろうか。あたたかい幸福感のようなものに包まれながら、旭はそっと続けた。


「キスして……」


「……うん」


　ねだれば与えられる熱に、うっとりと瞼まぶたを閉じた。ふっくらと熟うれてしまった口唇くちびるは、しばらく元に戻りそうもない。こめかみから眦まなじりを撫なぜるてのひらは、優しく旭の心を解ほぐしていく。


　口唇が離れて、きゅうっと一度抱きしめられた。直じかに触れる肌の感かん触しよくが気持ちいい。素す肌はだで抱き合う時の、少しだけ汗あせが滲んだ、吸い付くような手て触ざわりが好きだった。このしなやかな肌の内側に、自分を灼やき尽つくす熱が潜んでいるのだと、そう想像するだけでたまらない。……そしてそれを全部、自分が受け止められるのだと、そんなことだけでもう。


（気持ちいい……）


「孝行……、んっ、あ、あ……っ」


「……旭の首って、すげえ綺き麗れいだよな」


　時折口接け、吸い上げながら首筋に顔を埋うずめた梶原は、そんなことを言う。


「こうやって触れても思うけど……なんか、遠くから旭の横顔見てるとさ、[image: ]りんとしてて、綺麗にすっと伸のびてて……ああそれは背筋とかもそうなんだけど」


「んっ、や、あ……っ、くすぐったい、って……っあっ」


「だから実際触れた時って、ものすごい感動するよ。……思った通りの感触だなって」


　脇から背中へ潜もぐらせたてのひらで、梶原は浮うき出た骨を辿るように触れていく。それが擽くすぐったくて旭が身を捩よじると、梶原は向けられた肩かた口ぐちにキスを施した。


「それに旭の肌ってすげえ肌理きめ細こまかくて白いからさ、こうやって真っ赤になるともう、たまんねえっつうか……」


「あっ、ちょ……っや、なんで、んな喋しやべん、だよ……っ」


　恥ずかしい。逐ちく一いち思っていることを口に出されるのは、触れられることよりも羞しゆう恥ちを煽るのだと旭は今いま頃ごろ気が付いた。


「ん？　でも旭、俺が言うたびにすげえ感じてるだろ？……ほら、ここも」


　だが梶原は旭の困惑にもあっさりと返すと、両手で胸に触れてきた。脇を摑つかむように添そえて、親指の腹で引っ搔かくように飾かざりを左右同時に転がされる。


「っあ、やあっ、んっ」


「可愛かわいく尖とがってるし……美味おいしそうな色してんなあっていつも思ってた」


「んんっ、ば、か……っ、あっ」


　フェチくさいことを言われて、ますます羞恥心が増す。けれど気持ちがいいのも本当で、首を振ふりながらも抵てい抗こうはできなかった。頤おとがいが上がり、自然と突つき出すような形になった胸に、今度は濡ぬれた感触が降りてくる。右の飾りをぬるっと舐なめられ、潰つぶされるように舌が押し付けられた。そこからじんと痺れが広がる。同時に、左の方は突起の周りを揉もむような動きに変えて、てのひらが蠢うごめいていた。


「あっあっ……あっ、や」


「……ほんとに嫌？　なあ旭……」


「んんっ……ん、あっ」


「旭が気持ちいいようにしたいんだよ。だから、言ってくれ……」


　ちゃんと感じるままを口にしてくれと囁ささやく梶原に、旭はますます速まる鼓こ動どうにつられるように息を荒あらくした。火ほ照てる身体は、まるで発熱しているように感覚が研とぎ澄すまされていく。


「旭……どうされるのがいい？」


「ん、あ……っなんでも、いい、から……っ」


「ん……？」


「も、たかゆき、に触られんの、なら……きもちい、んだって……っやあっ、あっ」


　浮かされるように口にした途と端たん、梶原の半ば屹きつ立りつしたものが旭の脚あしの付け根を擦こすった。急に触れた熱いものに反応するように、まだなにも施ほどこされていない旭自身から広がる痺しびれは、そのまま全身を駆かけ巡めぐって行く。先走りの雫しずくが零こぼれて伝うのが自分でもわかった。


「っあ、あ……ったか、ゆき……っ」


「ずりー……。マジで旭、なんでんな、俺をぐにゃぐにゃにすることばっか言うんだよ……」


「んっ……だって、ほんとの、ことだろ……ぅあっ、ああっ」


　ふるふると震ふるえて主張している旭のものを、梶原のてのひらが包み込んだ。屹立を濡らす涙なみだを広げるようにやんわりと擦り上げられると、甲かん高だかい声が喉のどを衝ついた。


　梶原のもう片方のてのひらは、赤く尖った胸の飾りを押しつぶしたり捏こねたりと、刺し激げきを与あたえることを止やめないままだ。口唇は下降して、腹の辺りをさまよっていた。至る所をきつく吸われ微かすかな痛みが走る。けれど次の瞬しゆん間かんにはそれは覚えのある快感に繫つながって、旭の身体を淡あわく淫いん靡びに染め上げていく材料のひとつになっていった。


「俺が、旭を気持ちよくしたいんだってのに……俺のこといい気分にしてどうすんの」


「ん、ん……っ、けど、あっ……あっ」


　れろ、と臍へその窪くぼみを舌で探さぐられ梶原に握にぎられたままのものが反応する。梶原は触れるのをやめないまま、ん？　と相あい槌づちを打ってみせた。


「けど、なに……？」


「あ、ん……っ俺だって、おまえが気持ちいい、んじゃなきゃ……っ、や、だ……ああっ」


「っ……だーかーらー……、ったく。なんでこう、旭はさあ……」


「っあ、ああっ、ん……なんだよ、だめ、なのかよ……あ」


「いいよ」


　ぐいっと伸び上がってきた梶原の目が、旭を覗のぞき込んだ。強い欲に濡れた不思議な色の虹こう彩さいに、旭は息を呑のむ。ずくん、と触ふれられているからだけでない快楽が、中心を襲おそった。


「……ほんとは旭のそういうところもすげえ好きだから。容よう赦しやないふりして、その癖くせいつだって相手のこと考えて……自分を二の次にすんのは正直もどかしいんだけど」


「……んっ、孝行……」


　ちゅ、と触れるだけの口くち接づけが、腫はれぼったい口唇を優しく労いたわるように食はむ。けれどもっと深く入ってきてほしくて、旭はうっすらと開いた口唇の合間から舌を差し出した。その意図を汲くんだように、梶原はすぐに角度をつけて旭の赤い舌を自分のそれで絡からめ取ってくれた。


「んんぅ……っ、ん、んっ……ふ、あ」


「……だからそれ以上に、俺が旭のこと甘やかすよ。とろとろに溶とかして、溺おぼれさせて、俺にだけは旭が一番自分を預けられるようにしたい」


「……ん、そん、なの……っ」


　もうとっくだ。こんなにぐずぐずに蕩とろけて、心も身体からだも投げ出してしまうのは、梶原に対してだけなのだ。本気で怒おこったり泣いたり、自分が自分でなくなるのは、梶原のことを想おもう時だけなのだから。


「旭……好きだよ。俺、こうやって旭の顔見てるだけでも、触ってるだけでももうすげえ気持ちいい。旭は……？　これ、気持ちいい……？」


「あ、ああ……っ、あん、やあ、や……っ」


　ぐじゅぐじゅと濡れた音が耳に響ひびく。それは梶原の大きなてのひらが旭のものを捏ねるたびに生まれるもので、そう意識すれば更さらに煽あおられる欲がある。梶原の湿しめった吐と息いきと言葉も、同時に耳じ殻かくへと吹ふき込まれた。重なる感覚にぞくぞくと脊せき椎ついを痺れが駆け抜ぬけた。


「俺がすることならなんでもいいんだよな……？　言って、旭……」


「っん、あ……っ、きもち、い……っ、それ、あっあ、や、もぅ……っ」


　溜たまった熱はもう抑おさえきれないくらいに旭を攻せめ立てた。梶原の手に思わず自分のそれを伸ばし摑む。止めたいのか促したいのか、自分でも咄とつ嗟さにはわからなかった。


「やぁ……っな、あ、たかゆき……っ、も、だめ、ああっ、あ」


「だめ？　いきそう……？　我が慢まんしなくていいからさ……な、出して」


「あっあっ、ああっ……ん！　んんー……っ！」


　最後に上げた声は梶原の口の中に吸い取られた。ひくんひくんと蠢く身体はしばらく痙けい攣れんし続け、やがて反っていた背中がシーツに再び沈しずんだ。拍ひよう子しに離はなれた口唇からは唾だ液えきが零れて顎あごを濡らしている。それを拭ぬぐうことすらできずに、旭は漏もれる息を吐はき出すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


（……なんだ、これ……）


　ぼんやり頭の中を思考が過よぎる。今までの比ではないくらいに全力でのぼりつめてしまったような気がした。酸素が足りないからか、ぼうっとした感覚がいつまでも抜けない。


「……っは、あ……っ」


「……旭？　大だい丈じよう夫ぶか？」


　とろんとした目を、旭は梶原に向けた。微かすかに頷うなずいてみせると、梶原は嬉うれしそうに笑えんで、額に眦まなじりにとキスを落としてきた。


「なんかいつもより飛んじゃってたな。可愛かった」


「……っば、か……」


　梶原くらいのものだ。この自分の性格を知った上で、それでも可愛いなんて言葉を連発するのは。だがそれもこれも、梶原が自分を好きだからなのだと思えば、やめろなんて言えるはずもない。せいぜい小さく悪態をつくくらいだ。


「ほんと、俺もいきそうなくらいだったんだけど……と、ちょい待ち」


「……ん、なんだよ」


　梶原の言葉に、なら今度は自分がやるとばかりに力の入らない身体を起こしかけた、が止められる。肩をとんと軽く押されただけで、またシーツに沈んでしまった。


「言っただろ？　今日はまず旭をめいっぱい気持ちよくさせるのが先。俺の気が済むまで旭を可愛かわいがらせろよ」


「っ、ちょ、孝行」


「俺にならなにされてもいいんだよな？　今まで我慢してた分思いっきり旭のこと、隅すみから隅まで俺でいっぱいにするから。……まだこれからだから、覚かく悟ごしてくれ」


「！　んあ……っあ、あ！」


　一体なにをどうされるのかと訊きく間もなく、旭は最さい奥おうに触れられて戦慄おののいた。抵抗なくつぷんと侵しん入にゆうしてしまう指の感かん触しよくは、それでもまだすぐには慣れない。けれど今まで何度もそうして弄いじられてきたそこは、徐じよ々じよにその頑かたくなさをなくしていくことを知っている。濡れた音がするのは、旭がさっき出したものをあてがっているのかもしれなかった。


「……っあ、あ……っん、ぅ……」


「……ここ、さ……旭、最初の時以来俺に洗わせてくれなかっただろ」


「やっ、な、に言ってんだ、よ……っ、あっあ！」


　窄つぼまりを弄りながら、不意に思い出したように梶原が言った言葉に、旭は思わずぎょっとして頭を起こそうとした。だが中に入り込んだ指がくいっと曲げられ、その拍子に内ない壁へきのより敏びん感かんな場所を掠かすった所せ為いで、文句さえままならなかった。


「恥はずかしいってのもわかんだけどさ……今日は俺が綺き麗れいにするから」


「ばか、やだ……っあ、あ、あ……っ」


　旭の拒きよ否ひなど聞かないふりで、梶原が「増やすよ」と宣言した。なにをなんてことまで言われていたら、蹴けっていたかもしれない。実際脚あしどころか全身に力が入らないので、本当にできたのかどうかはこの際置いておく。心情的なものだ。


　どろどろに思考も身体も溶かされたこんな時なら、触れられても舐なめられても受け入れられる。けれど終わった後の飽ほう和わ状態から徐々に元に戻もどりつつある最中さなかに、改めて奥を晒さらすなんて冗じよう談だんじゃなかった。それこそ最初の時は意識がない状態だったからよかった。そうでなければ、そんな死にそうに恥ずかしいことをされておとなしくできる自信なんかない。今度こそ口より先に手が出るだろう。後処理は絶対自分ですると、旭は上がる息の合間にしつこく異を唱えた。


「あ、ひと、りでする……っ」


「却きやつ下か。……ひとりじゃどうにもなんないくらい、中にいっぱい出すよ」


「やあっ……！　あ、あ……っ」


　ぐにゅ、と卑ひ猥わいな音を立てて一度抜かれた指が、また増えて入ってきた。びくびくと身体を震わせながら、先さき程ほどの言葉を想像してしまう。思考が感覚に直結しているように、旭の身体は意図せず梶原の指を締しめ付けてしまい、その存在をよりリアルに感じる。


「すげ、なんかまた旭の中変わった……今なんか想像した？」


「っん、ああ……っ」


　本当のことだけに首を振ふることもできなくて、ただ旭は啼ないた。


（……なんだよ、孝行、なんか、いつもより……）


　ぼんやり流れる思考も途と切ぎれ途切れになってきた。今までセーブしてきたのだという、梶原の言葉は正直嬉しいものだった。それでもいつもより饒じよう舌ぜつで、少しだけ意地の悪い攻め方をする梶原はどこか旭に新しい感覚を与あたえた。苛いじめられて悦よろこぶ趣しゆ味みはなかったはずだが、それも全部梶原の自分へ向かう情の大きさなのかと思えば、段々と歓かん喜きの方が膨ふくらんでいくのだ。どれだけ自分が梶原を欲ほつしていたのかを思い知らされるばかりで、どうしようもない。


「後で一いつ緒しよに風ふ呂ろ入ろうな。……ん、ここ、好き？」


「あっ、あぅ、やぁ、そこヤ……っ」


　つつかれ引っかかれた場所は、旭の一番感じる場所だった。内部から反応してふるっと揺ゆれた中心に、梶原が口唇くちびるを押し付ける。そのまま先を口内に含ふくまれ、旭は息を呑んだ。


「んや……っ、あ、ああっ……や、あ、いっしょに、しな……っ」


　奥には指を含まされたまま、中心までも口唇で愛あい撫ぶされる。その今までにない大きすぎる感覚に、旭はふるふると首を振った。だが梶原はなにも止めず、口唇で先せん端たんから溢あふれる蜜みつごと唾液を絡ませるように、旭の欲を舐め続けた。何度も口内の奥まで含み、放したかと思えばその付け根にある、膨らんだ赤い袋ふくろに口くち接づける。


　今まで口でされたことはあった。けれどこんなに執しつ拗ようではなかったし、数えるほどしか施ほどこされたことがない。それに後ろを弄られながらなんて初めてで、急激に駆かけ上っていく感覚に付いていくことができないのは怖こわかった。


「ん……？　嫌いや……？　なんで？」


「っは、あ……ったか、ゆき……っ」


　問われても応こたえられず、ただ名前を呼ぶと梶原は顔を上げて旭を見た。旭は力の入らない手をそちらへと必死に伸のばす。やめてと言うよりも、その微かすかな戦慄きを収める術すべが他にあることを、旭は知っていた。


「旭……？」


「も……指じゃ、やなんだよ……っ。孝行がいい……っ」


　梶原が僅わずかに目を瞠みはった。旭の中に残っていた少しの理性はとっくにゼロになっていて、もうただ梶原を求める心だけが残っていた。


「孝行でいきたい……っ、んあっ、あっ」


「……っマジで、反則だろそれ……」


　縋すがるような手を取られ、呟つぶやいた梶原の指が奥から抜けるのを感じた。けれどすぐにそこに触ふれた別のものに旭はため息のような声を上げた。


「……っは、ぁ……っあ、ん、んー……っ」


「もう少し旭をとろとろにしてからにする、つもりだったんだけど……」


「っあ、ああ、ん……っ、やあ、たか、ゆき……っ」


　濡ぬれたものが擦こすれる音を響ひびかせながら、いつもより少しだけ性急に入り込んできた硬かたい熱を、旭はなんなく受け入れた。散々馴ならされていたからというよりも、気持ちが先に満たされた所為で痛みなど感じなかった。


「すげ……一気に入った……。旭？　平気か……？」


「んっんっ……うれ、し……っあ、あ！　たかゆき、お、きぃ……っ」


「っあー、もう、既すでにもってかれそう……」


　くそ、と小さく毒づく梶原など珍めずらしい。だが旭はそれよりも、うっすら開けた視界に映る、整った眉まゆの間の皺しわに甘い痺しびれを覚えた。はふ、と熱い息を吐はき出して、繫つながれていない方の手をそろそろとそこへ伸ばした。


「……ん、孝行……俺、いい……？」


「身を以もつてわかるだろーが……も、旭さあ……いい加減、に」


「んあっ、ああ……っ、あん、んっ」


「煽あおってばっかだと自分がどうなんのか、覚えた方が、いんじゃねえの……？」


　ぐんっと大きくスライドした梶原の腰こしが、更さらに深く旭の中を抉えぐった。かと思えばゆるりと揺らされて、じわじわと追いつめられるように淫いん蕩とうな欲を与えられる。


「あっ……あっやあ、ああ……んっ、あおって、ね……っ」


「……じゃ、なんだよ。ん……？」


　腿ももを片方摑つかまれ、脚を拡ひろげる角度を大きくされた。ちゅ、と膝ひざ裏うらにキスを落とされ、それさえも旭の中の梶原を刺し激げきする震ふるえへと繫がる。


「ぜんぶほん、ほんとの……っことしか、あ、いってね……っや、ああっ」


「……またそういうこと言うし。いいのかよ、ほんとのほんとに俺、暴走するぞ……っ」


「あぅ……っ、あ、んっ、それもうれし、から、いい……っあっあっ」


　確かく認にんなんてしなくていい。梶原がくれるものならなんでもいいと、既に自分はちゃんと告げていたはずだ。


　それに、と旭は想う。普ふ段だん幾いく重えにも心を覆おおっているはずのいろんなものをすべて取っ払ぱらって、それでも自分のことを求めてくれるなら、きっと泣きたいほどに幸せだ。丸まる裸はだかの心が選せん択たくするものが、旭にとっては梶原だ。それが全部だ。それだけしかない。だから梶原にも同じように、旭のことを選んでほしかった。


「おれに、だけ……っ、なら、ぜんぶ、たかゆきの……っくれるんなら、いい……っ」


　梶原の唯ゆい一いつにしてくれるのなら、それでいい。


　どうしても上がってしまうトーンや拙つたない口調、文章になっているのかさえ怪あやしい言葉でも、梶原はわかってくれたようだった。彼自身も段々と荒あらくなってきた息を抑おさえるように、低い声で囁ささやく。ぽた、と梶原から落ちてきた汗あせが、旭の首筋を伝った。


「……やるよ。っていうか、もう、全部旭にあげてる……ちゃんと、旭のもんだから、俺」


「んっ、ん……っおれ、も……っ」


「ん……旭も、俺のだな。……っ旭」


　繫がったところが立てる濡れた音が、更に深みを増した。測っているようでその実不規則な律動は、梶原を受け入れている箇か所しよの熱をぐんぐんと上げていく。淫みだらにめくれては吸い付く襞ひだも、うねるように包み込む中も、旭の意思を汲くんだように熟うれて蕩とろけていった。


「誰だれかの、泣き顔を綺き麗れいだなんて思うの、旭だけだ……」


「……あ、っふ、う……？　ん、んん……っ」


　すっと頰ほおを撫なぜられて、旭はようやくまた自分が泣いていることに気が付いた。キスをするために、梶原が身体からだを傾かたむける角度を少し変えた所せ為いで、中の熱欲が深くなった。埋うめ込まれて引き出される感覚が短くなり、突つっ張っていた脚がびくびくと痙けい攣れんした。


「んんーっ……っん、んぅ……あ、あんっ、あっ、やあっ」


「……俺、旭の泣き顔見ると、キスしたくなるんだよな……条件反射じゃねえけど、可愛かわいくてさ。……中学以来だ、旭の泣き顔」


　初めて泣き顔を見た時からずっとなのだと、梶原はそんな風に言ってまた口接けてくる。


「んう、う……っん……あ、あ……」


「……ん？」


　それならたとえば泣いていない時にはしてくれないのだろうか。


　ぼんやり思ったことが珍しく顔に出ていたのか、梶原は小さく微笑わらうと合わせるだけの口接けをまた落としてきた。


「……泣き顔以外でも全部、好きだよ、旭」


「んっ……あっ、あっあ」


「いつでもキスしたいって思ってた。抱だきしめて、俺のもんだって、こと……言いふらしたいくらいだけど。……けどきっと旭、素面しらふだと絶対怒おこる、だろ」


　苦く笑しようを滲にじませて、訊きくでもなしに梶原が呟く。確かにそうかもしれないと思ったので、旭も敢あえて応えずにいた。ただ完全に閉じることが難しくなった口唇を、梶原に自分から寄せる。


「ん……っ、たかゆき……」


「……旭？」


「すき……っ、あ、あん、ん……っけどすき、だから……っ」


　きっと自分の、どうしようもなく天あまの邪じや鬼くな性格は一生直らない。可愛げなんかまるでなくて、素す直なおに甘えることなんか得意じゃなくて、弱味なんか簡単には晒さらせない、そんな自分のままだろう。けれど、それでも。


（……それでもいいって、言って）


　懲こりずに自分のことを、好きでいてくれないだろうか。……好きで、いてくれるだろうか。


「……知ってる。ちゃんと知ってる……」


「あっああ……っ、や、あ、ほんと、に……」


「旭が旭だったらそれでいい。……好きだ、旭」


　いつの間にか離はなれてしまってさまよっていた手を繫がれ、きゅうっと握にぎりしめられた。ずっと揺ゆすられている間も降ってくる言葉は、ひとつひとつ旭に染しみ込んでいく。今までは抱き合っている間、こんなに言葉を交かわしたりしなかった。だけど今日は、伝えたいことが言葉でも体温でも溢あふれすぎて、なにもかもが饒じよう舌ぜつになっているみたいだった。


（……俺のまんま、で）


　旭が旭なら大だい丈じよう夫ぶだと、そう言ってくれた郁郎の言葉を思い出した。やっぱりあの親友はいい。改めて好きだなと、そう思った。


「ん……旭？　なに考えてんの……こっち、集中」


「あぅ……っんん、ん、ああっ、や、そこ、ああ……っ」


「ここ……？　こっち？」


　目の中を覗のぞき込まれるように近い位置で、梶原が吐と息いきを零こぼしながら熱く囁く。狙ねらったように旭の中を動き回り、酷ひどく感じる部分を容よう赦しやなく攻せめる梶原のものに思うように踊おどらされていく。耐たえきれないと力を込めた繫いだままのてのひらにも汗が滲んだ。


「んっんっ……あ、あ、ぜんぶ……っ、ぜん、ぶ……いい……っ」


「っう、あー……も、やば、旭、可愛すぎる……」


「あん、ああ……っや、な、もう、や……っ」


　長く長く上り続けていた悦えつ楽らくの終わりが見えそうになって、旭は梶原に縋すがった。


「ん……いいよ、旭。そのまま……」


「い、っしょに……っんん、あ、んっ……ちゃん、とっ」


　ん？　と優やさしく打たれる相あい槌づちにたまらなくなる。そのまま思考が滑すべるまま続きを口にした。


「ちゃんと、なかに……っあ、やぁ……っ！」


「ったく、やられっぱなし……。出す、よ、ちゃんと……旭の中に」


「あっあっあっ……や、いく、ああ、あ……っア、ぁ……っ」


　感じすぎて最後はあまり声にならず喉のどを震わすだけで、旭は達した。梶原の小さな呻うめき声が、旭の耳元で零れる。同時に中を満たす熱いものに旭の身体は震えが止まらずにいた。


「……っあ、はぁ……っ、は、ん……」


「……旭、まだひくひくしてる……」


　梶原が入ったままの奥の入り口と、欲を吐き出した旭自身にそっと触ふれられる。小さく笑う梶原に、まだぼうっとしたまま潤うるんだ目を旭は向けた。


「っん……あ、俺……」


「ん、触さわってないのにいっちゃったな……可愛い」


　ちゅ、と啄ついばまれるキスを施ほどこされて甘い息が漏もれた。まだ恥はずかしいという気持ちも、擽くすぐったい言葉に返す照れ隠かくしの辛から口くちも出てこない。ふわふわと皮ひ膚ふ感覚も意識ごと浮ういたままで、しばらく戻もどってきそうになかった。


「……旭？」


　軽くでも文句が返ってこなかったことを不思議に思ったのか、梶原がてのひらを頰に滑らせて名前を呼んできた。その些さ細さいな温ぬくもりにすら、旭はふるっと震えを見せた。


「ん……なんか、まだ、すごい気持ちいんだけど……っん！　あ、孝行……っ？」


　不意に背中に腕うでを回され、抱きしめられた。繫つながったままの箇所が微び妙みような痺しびれを生む。更さらに中の梶原もまた少し変化を兆きざした所為で、弾はずんだ声が漏れた。肩かた口ぐちに顔を埋うずめている梶原を、旭は僅わずかに首を回して見ようとしてみた。


「……孝行？　どうし……」


「……なんかもう俺、一生旭には勝てねえ気がする……」


「は？……あ、ちょ……っ、や」


　顔を上げた梶原の表情は、苦いような楽しいような、そんなものだった。けれどいろんな感情が混じったようなそれは、旭へ向かう愛いとしさに満ちているように思えて、じんわりと嬉うれしくなる。だから緩ゆるく腰こしを送られて、少しだけ感じた驚おどろきもすぐに捨てた。まだこのままやわらかく、たゆたうような幸福感に浸つかっていたかった。


「好きだよ、旭……」


「……あっ……あ、……ん、あ、な、孝行……」


　またじりじりと溜たまっていく愉ゆ楽らくの中、梶原の落とした囁きを聴きいて、ふっと旭は思考を掠かすめたものを手た繰ぐった。


「おまえ、今日……もしかして俺が保健室で、寝ねてる時、なんか……」


「……ん？　ああ、やっぱ覚えてなかったんだな……つか思い出した？」


　首筋から鎖さ骨こつ、肩へと口くち接づけを滑らせていた梶原が小さく笑う。それを見て、旭は寝ていた間に見たはずの夢の内容を思い出した。


　梶原が、好きだと言ってくれる夢だ。都合のいい答えを期待して問いかけたはずのものは、妄もう想そうでなく現実だったらしい。


「……っていうか、夢だって思って……んっ」


「旭が、なんか誤解してんなってのはわかってたんだけど。具合悪そうだし、まだ俺と話したくないみたいだったし……だから合間にこっそり様子見に行ったんだよ。寝てるなら傍そばに寄せてくれるかと思って」


　ぐいっと、背中に回されたままだった腕に身体を起こされ、旭は梶原の腰を跨またぐように抱きかかえられた。角度の変化と深くなった繫がりに声が漏れた。


「っあ、あ……っ」


「そしたら、可愛かわいいこと言うから……寝ぼけてんのはわかったんだけど、旭の本音かなと思って、嬉しくなってつい応こたえた。寝言に返事すんのよくないっていうのに、思いがけなくてちょっと油断してたら、案の定旭はものすごい誤解してたし」


「ん、それは……っ、だっておまえが、ちゃんと先に説明しねえからだろ……っ」


「うん、ごめん。旭が意外と俺に関しては自分に自信ないんだってこと、わかったから。ちゃんとこれからは旭を不安にさせないようにする」


「っん、ん……っ」


　ゆさっと腰を揺すられて、響ひびいた痺れに気を取られた所せ為いで反論ができなかった。なんだか恥ずかしいことを言われているのはわかった。けれど湧わき上がってくる嬉しさは、どこまでも心に正直だ。本当にどうしようもないと思うけれど、それはもう何度も感じたことで、既すでに半分それでもいいかという気になっている。


　嬉しいし、幸せだ。それが素直な気持ちで、ずっと欲しかったものがようやく自分だけのものになったのだから、文句を言う方がおこがましい。もたらされるものをそのまま受け入れることができる歓よろこびをもう知ってしまったから。きっとこの先ずっと、申し訳程度の抵てい抗こうしかできずに、幸せに浸かっていくのだろう。


「……旭、旭……」


「ん、孝行……っん、ん……っ」


　名前を呼ばれて、呼び返す。それだけで気持ちが伝わった気がするなんて、大おお袈げ裟さだろうか。けれどそのまま大きくなっていく感情も、身体からだの震ふるえも、熱も、なにもかもがそれを証明しているようで、旭はうっとりと目を閉じた。


　もうしばらく甘いままの自分でいいかと、溢れそうなほどの熱を送ってくる愛しい身体にてのひらを回して、旭はその背中を抱だきしめた。











　一週間ほど後日のことになるが、旭は結局「佳奈さん」と対面することになった。


　今年は一月最後の日曜日に、バスケ部一年の地区新人戦が行われることになっている。その前日の練習を終えて、旭は家には帰らずそのまま梶原のマンションへ来ていた。部屋へ上がり込むなり、リビングのソファへと抱きかかえられるように運ばれ、そのまま深いキスを仕し掛かけられた。欲望を隠さない、追い上げられて追い込まれるそれは、始まりの口接けだった。


「……っん、んぅ……っ、は、たか、ゆき……っ」


「……ん？　なに、旭……」


「っちょ、ここですんのかよ……っ」


　何故なぜ、あと数歩の距きよ離りを惜おしんでこんなところで始めるのかと旭が抗議すると、梶原からは短い応えが返ってきた。


「だってもうこれ以上待てねえし」


「ばっ……ん、あっ」


　デカイ図ずう体たいしてだってとか言うな！　と反論する間も与あたえられず、ズボンから引き出されたシャツの下にてのひらが侵しん入にゆうしてくる。さっきまで外気に当たっていた所為で、凍こごえているてのひらは冷たく、旭はひくんっと背中を震わせた。


「……大だい丈じよう夫ぶ。ここだけじゃなくて、向こうでもするから」


「だれがんな心配をしてんだよ……っや、んっ」


　向こうとは勿もち論ろん梶原の部屋だろう。梶原がこうも切せつ羽ぱ詰つまっているのには理由があった。


　あの日───想おもいのまま双そう方ほう歯止めが利きかず、旭と梶原はだいぶ長いこと抱き合っていた。その所為で旭は翌日大変なことになったのだ。


　まず目が覚めた時点で、登校時間はとっくに過ぎていた。昼近い時刻を見て呆ぼう然ぜんとする旭に、先に起きていた梶原は安心させるように「連れん絡らくはしたから」と言った。聞けば梶原は、まず朝七時前に起きて旭の家に電話をしたのだという。遊びに来た旭が、そのまま熱を出したので自分のところで寝かせていると、そう説明した上で、旭の母親に学校への欠席届の連絡を頼たのんだらしい。夜のうちに連絡できなかったこともきちんと謝った梶原を、どうやら母親は信じたようだ。中学の時から、眞宮家では梶原の信しん頼らいは篤あつい。それから自分の欠席は自分で連絡した。


　しかし学校についてはそれで良かったが、旭自身に問題が残っていた。なにせベッドから降りようとするだけでも至難の業わざだったのだ。腰にも脚あしにも力が入らない上に、本当に軽く微び熱ねつが出た。あまり寝ていなかった上に体力までも酷こく使しして、さすがに身体が限界を訴うつたえたのだろう。おまけに散々泣いた所為で瞼まぶたは腫はれ、目の中も周りも真っ赤になっていた。酷ひどい顔だっただろうと思うのだが、梶原はそれでも楽しそうに甲斐かい甲斐がいしく旭の世話を焼いていた。


　だがそれにしても、枷かせのないまま抱き合った結果がこうだとすればこれから先が大変だと、旭は思う。どれだけ求めてもいいという、なんの制約もない状態で行こう為いに溺おぼれてしまったら、生活に支障が出てしまう。それの顕けん著ちよな例が部活だ。


　バスケはポジションにもよるがゲーム中大たい概がい走り回る。体力を消しよう耗もうし続けるスポーツだ。しかも旭も梶原もレギュラーで、まさかセックスのしすぎで動けないので休ませてください、などと言えるわけがない。となれば、平日は勿もち論ろん、休日も部活があればその前日にはなるべくそういうことになだれ込まないようにしなければ、という結論に達したのだ。


　旭の考えに、梶原はすぐさま不服を上げた。だが実際目の前で旭のつらそうな姿を見て、すぐに折せつ衷ちゆう案あんを出すことで折れた。曰いわく、最後までしないならいいだろ、ということだった。


　一見淡たん泊ぱくそうにも見える穏おだやかな風ふう貌ぼうの梶原だが、実はそうでもないらしい。案外しつこいというか、抱き合う時だけは少し意地が悪くなる。とはいえ、旭を求めることだけに必死になっていく梶原の姿は、正直嬉うれしい。相乗効果で煽あおられ、更さらに煽ってしまうほど。そんな感じなので、やはり想いが繫つながったばかりの十七歳の青少年にとっては、我が慢まんはつらい。どうしてもうずうずとしてしまう身体を持て余した時には、少しだけ触ふれ合ったりもした。……けれど。


（……五日も、経たっちゃったしな）


　深く深く、お互たがいがお互いを一番感じる繫がり方は、あの日以来まだない。幸い梶原の兄、晃英は一向にマンションへ姿を見せることもなかった。梶原によれば、晃英は日本にいても、大概が佳奈の所へ帰ることが多いらしい。ほぼ半はん同どう棲せい状態のようになっているとのことだ。


　今までと違ちがい、ちゃんと抱き合える場所があるのはいいことだ。けれどなまじ環かん境きようが整っているだけに、場合によっては余計に辛しん抱ぼうが苦しいのも本当だった。


　だが明日は新人大会。勿論応おう援えんには行くので部活自体は休みではないが、旭自身が試合に出るわけでもないし、練習もない。だから五日ぶりにちゃんと抱き合えるとなれば、梶原だけでなく旭も気持ちが昂たかぶっていないはずがなかった。けれど、と旭は手て際ぎわよくジャケットやブレザーを取っ払ぱらい、はだけたシャツの下の胸にキスを落としている男に目を遣やった。


「……けど、あんましつこいのは、やだからな……っ」


　あまりに過か剰じようにいろいろと施ほどこされてしまうと、一度緩ゆるんで防ぼう護ご壁へきが薄うすくなった涙るい腺せんが、また決けつ壊かいしてしまうかもしれない。泣いた痕あとというのは気付かれなさそうで、案外わかってしまうものだ。梶原にならともかく他の人間に泣いたことを悟さとられるのは嬉しくない。


「んー……そりゃ旭次し第だいだろ」


「は？　なんで、あっ……あ、あ」


「だって俺、自分で言い出したこととはいえ、中ちゆう途と半はん端ぱに満たされないまま今だからさ……自分でもどうなるかわかんねえし」


　口唇くちびるで甘嚙がみするように胸の赤い粒つぶを含ふくまれ、じんじんと痺しびれが湧き上がってくる。だが梶原の答えに、旭は眉まゆを寄せながらも反論を試みた。


「おまっ……明日一応、みんな会うんだぞ……」


「……んなこと言ったって……。ほら、旭もう目潤うるんでるしさ……これで泣き顔なんか見たら俺、ほんとやばいと思うよ……」


　旭の泣き顔好きなんだ、と囁ささやく梶原に旭は身体の芯しんが力をなくすのを感じた。……好きだと言われると、それだけでもう抗あらがう気持ちなんかすぐに消えていってしまう。重じゆう症しようだ。けれど。


（……まあいいか。どうにかなんだろ……）


　そんな風に少し擽くすぐったく思って、再度口くち接づけてきた梶原の口唇を甘く嚙んだ時だった。


「……あら」


　場違いなほどに透すき通った声が、一いつ瞬しゆん旭の思考を止めた。げっ、と梶原が息を呑のんだ。


「……佳奈さん」


「お邪じや魔ましちゃったみたいね」


　リビングの入り口に立って、ひらひら笑え顔がおで手を振ふる女性の姿に、旭は目を見開いたまま動けずにいた。驚おどろいていないわけがないと思うのだが、全くその様子が窺うかがえない彼女……佳奈に、梶原が小さく息を吐はいた。固まったままの旭のシャツの前を合わせて、自分の腕うでの中に囲い込む。旭の視界は遮さえぎられ、緩やかに包まれた梶原の匂においと温ぬくもりに、僅わずかに思考が戻もどってきた。


（……『佳奈さん』？）


「……今日来るって言ってたっけ？」


「さっきメールしたわよ？　晃英に頼たのまれた本取りに行くからって」


「さっき……」


「そう。っていうか玄げん関かんチェーンかけ忘れてるわよ。留守なのかなあって思って上がっちゃったじゃない。気を付けなさいよー」


「……灯あかりついてんだからさ、気付いてくれよ……」


「消し忘れたのかと思ったの。そしたらなーんか声が聞こえるからつい」


　ついって……と佳奈の軽い返答に梶原が小さくうなだれた。対して佳奈は、何故なぜか楽しそうに小さな笑い声を上げた。


「ゴメンね。今度からはノックを忘れないようにするわ」


　開け放されたままのリビングのドアを軽く叩たたきながら言われ、更に梶原は唸うなった。どうやら自分が突つっ走るままに、施せ錠じようどころかドアを閉めることすらしなかったのを悔くいているらしい。


（つか……この状じよう況きよう、やばいんじゃ……）


　急激に働き出した思考が辿たどり着いた答えに、旭は珍めずらしく青ざめた。さあっと身体からだに燻くすぶっていた熱が引くと共に、冷や汗あせが滲にじんでくる。


　なんだか酷くさばさばした感じで、まるでこの場面も気にしていないような印象を佳奈からは受ける。けれどどう見ても今の梶原と自分は言い逃のがれできる状態ではない。旭の顔は梶原の胸に隠かくれているが、その前に一瞬目が合ったのは気のせいではないだろう。


　自分の恋こい人びとの弟が男と抱だき合っているなんてどう思うのか。いやそれよりもまず、それがばれたことの方が大変だ。いややはり相手が自分だということがなによりもまずいのでは。


「……たか、ゆき」


　旭は震ふるえる指を伸のばし梶原の服を摑つかんだ。情けないが肝かん心じんな時に自分は役に立たない。旭に気が付いた梶原が、つと視線を落として回した腕に緩く力を込めた。背中をさするように撫なぜられ、大丈夫だと言われたような気がして、少し身体から力が抜ぬけた。


「もしかして……っていうかそれ以外考えられないけど、その子が旭くん？」


　へっ？　と旭は内心で声を上げた。自分の名前に驚いて梶原の胸から顔を離はなす。すると苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔で、梶原が佳奈の方を見ていた。


「……ちょ、孝行？」


　何故彼女が自分の名前を知っているのか。というか「それ以外考えられない」とはどういうことだと小声で梶原を呼ぶが、返事がくるより早く佳奈の足音が近付いてきた。


「やだ、孝行くんが見せるの勿もつ体たいないとか散々自じ慢まんするから期待してたんだけど、ほんとに可愛かわいいじゃなーい」


「……っ」


「……佳奈さん、あんまあからさまに見ないでやってくれる」


　わざわざソファの上の旭の顔を覗のぞき込んでくる佳奈に、即そく座ざに反応を返すことができなかった。代わりに梶原がため息を含んだ言葉を零こぼす。だが佳奈はさらっとスルーして旭に向かって笑いかけた。


「初めまして。荻おぎ原はら佳奈です。……っと名めい刺し忘れてきちゃった。あなたは旭くんでしょ？」


「……そう、ですけど」


「うんうん、やっぱり。ほんとこれだけ可愛かったら、孝行くんが心配するはずだわー。ま、見たところラブラブそうだから、結果オーライみたいね」


　涼すずしげで綺き麗れいな顔を、にっこりと微笑ほほえませてそんなことを言われ、旭は曖あい昧まいに相あい槌づちを打った。可愛いとかラブラブとか、一部反論したい単語があったものの、それよりも気になることがある。じとっと旭は梶原を見上げた。


「……孝行、おまえ……」


「あー……えと、ごめん旭。言い忘れてたんだけど……。実は佳奈さんには、前からいろいろ相談に乗ってもらったりもしててさ」


「おまっ、な……っ」


「あら、孝行くん言ってなかったの？　あんだけひとに惚のろ気けてくれたくせに」


　呆あつ気けにとられて、旭は口をぱくぱくと開閉させた。いつの間に……というか、何故それならそうと、この前言わなかったのかと梶原を睨にらむ。


　つまり佳奈には梶原の恋人が男で、それが旭だということは、とっくにばれていたということだ。ならばさっきの自分の焦あせりや恐きよう怖ふはなんだったのだと言いたくなる。


「つか相談て……なに」


「えーと……まあ、いろいろさ……俺も煮に詰つまってたし」


「旭は自分がどれだけモテるかわかってないとか、危機感が足りないとか、どうやったら自覚してくれるのかとかー」


「ちょ、佳奈さん！」


　いきなり横から言い出した佳奈に、梶原が焦った声を上げた。旭は胡う乱ろんな目を梶原に向ける。


「口は悪くて容よう赦しやないし、乱暴ですぐ手が出るんだとかも言ってたかな」


「……孝行おまえなあ」


「いやだから、それは」


　一体なんの相談をしてたんだと眦まなじりをつり上げた旭に、梶原が慌あわてて弁解しかける。だがその先を、軽かろやかな声が遮り繫つなげた。


「けどそれでもどうしても好きなんだって。まっすぐで綺麗だから、大切にしたいけど壊こわしそうで怖こわいって。そんなこと言われたら、なにもできなくても、話くらいは聴いてやりたくなるじゃない？」


　目を瞠みはって見返す旭に、佳奈は悪戯いたずらっぽく笑って続ける。


「でもあたしが知ってる旭くんは、孝行くんの話の中だけだから、確かなアドバイスなんかできないわよね。だから頼たよれるのは自分の気持ちだけだって言ったの。それに実を言うと、大切にしたいって言った孝行くんの目を見た時、本当に好きなのねと柄がらにもなく感動しちゃって。これなら大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかしらと勝手に思って、背中叩いて応おう援えんしたげたの。せいぜいそれくらいよ、あたしのしたことって」


　旭は佳奈の言葉を受けて、思わず梶原の顔を見た。目が合った梶原は僅かにばつが悪そうな表情をして旭を見返した。


「うまくいったみたいで、ほんとよかったわ。おねえさん大満足。旭くんも生で見れたことだしねー」


　からからと笑う佳奈に殆ほとんど尊敬の念を覚えつつあった旭だったが、不意にまだ梶原の腕の中だったことを思い出して焦った。いくらばれているとはいっても、ちょっとこのままはどうだろう。いちゃついている現場まで見られているのだから、今いま更さらという気もしないではなかったが。しかし狭せまいソファの上、体勢的なものに加え、逃にげ出すにはタイミングを外した気がして、結局思いついたまま佳奈に視線を移した。


「あの……佳奈さん。訊きいていいですか」


「ん？　なあに？」


「すげえ今更な気もすんですけど……こういうの、顔も知ってる自分の恋人の弟が……男と、なんて抵てい抗こうとかなかったんですか」


　旭の突とつ然ぜんの質問に、佳奈は綺麗にカールした睫まつげを瞬またたかせて口唇くちびるに笑えみを刷はいた。


「旭くんは賢かしこい子なのね。受け入れてもらえるのを当たり前だって思わずに……そういう反応だって、世の中にはあるって心に留めとくのはきっと大事だわ。……でもね」


　佳奈はちらっと梶原の方に視線をやってから、旭に戻した。砕くだけた雰ふん囲い気きだった佳奈が少しだけ[image: ]りんとした、けれど不思議にとても美しい顔になる。それは女性としてというよりは、ひととして綺麗な色だった。


「心底好きなひとを目の前にしたら……見つけちゃったら。そんなことどっかに飛んでっちゃうでしょ？　旭くんはそうじゃなかった？」


「……そりゃ……」


「でしょ？　それが誰だれだろうと、好きなものは好きなの。簡単に変えられない。だったら心のまま求めなきゃ。逃れられない環かん境きようも偏へん見けんもちゃんとわかってて、それでも好きなら、それでいいとあたしは思うわよ。……ちなみにあたしは最初から偏見なんかないから、安心してね」


「……そうなんですか？」


　訊き返しながら、そうでなければ梶原も相談したりはしなかっただろうとは思った。佳奈は楽しそうに笑う。


「そうなの。なんの因果か、周りがそういうライン気にしないやつらばっかでねー。まあ当人たちが幸せならいいんじゃないって、最終的にはそう思うようになっちゃったの」


　そこでようやく腰こしを上げた佳奈は、旭と梶原を見下ろしてまた飄ひよう々ひようとした雰囲気に戻もどった。


「まあなんかあったら、旭くんも相談してね？　孝行くんがしつこいとか、嫌いやだっていうのにやめてくんないとか、イマイチ気持ちよくないとか」


「佳奈さんそれはさすがにセクハラだっつの！」


　今まで黙だまっていた梶原が、ぎょっとしたように声を上げた。それを至し極ごく楽しそうに佳奈は見返して、更に続ける。


「あらでも、大事なことじゃなーい。ねえ？」


　完全に揶や揄ゆされている問いを向けられて、旭は一いつ瞬しゆん答えに詰つまった。


　女って怖こええ。つか佳奈さんすげえ。いや寧むしろこのひとの彼氏である晃英さんを尊敬する。と妙みような思考が巡めぐっていった。だが旭の性格上、年上の女性とはいえ揶揄からかわれっぱなしというのは性しように合わない。ふと思いついて、旭は笑みを浮うかべた。


「……けど俺、今でも充じゆう分ぶん気持ちいいから。結構満足してるし……幸せだよ」


　ぴくっと反応した梶原が、旭、と名前を呼んだ。佳奈は、と見れば顔を赤く……などしているはずもなく、きょとんとした後、最高に楽しいと言いながら大笑いしている。本人が前に言っていた通り、軽く遊ばれている感のある梶原の名めい誉よ挽ばん回かいも、多少目もく論ろんでいたのだが。さっきのセクハラはどちらかというと、旭より梶原の方にダメージが大きかったはずだ。


「あは……も、旭くんいいわ。孝行くんよりよっぽどオトコマエね。あたし好きよ、旭くん。孝行くんが惚ほれたのもわかるなあ」


「どうも」


「……佳奈さん、いい加減笑いすぎじゃねえの。つか忘れ物取りに来たんだろ」


　梶原がうんざりとした様子で促うながすと、佳奈は満足したのか、そうだったと手を叩たたいておとなしく晃英の部屋へと引っ込んだ。その隙すきに旭は、本当に今更だが乱れていた服を整えた。ふと目が合うと、そのままどちらからともなく小さく笑い出す。そして触ふれ合うだけのやわらかいキスをした。


　やがて部屋から出てきた佳奈は、その後は特にちょっかいをかけることもなく帰っていった。去り際ぎわに「そのうちゴハンでも一いつ緒しよにね」と誘さそわれたので、それには素す直なおに梶原も旭も頷うなずいた。


「……旭、さっきの本当か？」


　なんだか嵐あらしのようだったと思いながらリビングに戻った旭は、ふと梶原が呟つぶやいた声にそちらを見み遣やった。すぐ後ろにいた梶原は、旭を背後から抱だきしめてくる。緩ゆるく胸と腹に腕うでを回され、耳元に呼気が当たった。


「さっき？……ああ、佳奈さんに言ったことか」


　あの時はまだ佳奈がいたので、梶原の呼びかけに応こたえられなかった。自分よりも十センチ、十五キロ以上大きな男がなんだか可愛かわいくすら見えて、ふっと旭は笑みを刻んだ。囲われた腕は外さないまま、ただくるりと身体からだごと振ふり向いて、梶原と向き合う。……あの時だって散々、自分は梶原のことを好きだと告げたはずなのに、どうやらまだ自信がなかったらしい。


（……そっか、あん時はどっちかっつうと俺のほうが不安だったから）


　むずかる子供を宥なだめるように、優やさしく根気強くあやされたことを思い出す。それでもちゃんと伝え合ったのに、たった五日の間でも募つのり続けた想おもいは、さまざまな心を引き出すのだろう。不安も躊躇ためらいも切なさも愛いとしさも、始まったばかりの恋こいには大きすぎて持て余してしまう。


　けれどそれを、もうひとりで抱かかえ込まなくてもいいのだ。隠かくさなくてもいい。ひっそりしまいこまなくてもいい。ふたりで分け合ってふたりで育てていける。


　たとえばそんな酷ひどく擽くすぐったくてやわらかな光のような気持ちを、言葉で表すのならば。それはきっと、と旭は自分を見つめるまなざしに笑みを深めた。


「……うん、孝行。俺は幸せだよ」


　少しだけつま先を伸のばして、静かにキスをした。声は発さず目だけで梶原はどうなのかと訊き返した問いには、ちゃんと言葉が返ってきた。


「……俺もすげえ幸せ」


　微笑わらった梶原はその後、もう限界だと呟いて、旭を今度こそ自室のベッドへと運び込んだ。長い長い夜は甘く濃のう密みつに過ぎて、ひそやかに、緩やかに滲にじむ熱が、冬の冷気を溶とかしていった。











　翌日、結局泣いてしまった旭が僅わずかにむくんだ顔を晒さらすことになり、郁郎に理由を訊かれて困ってしまったのは、仕方がない。よく見ると同じように目元が腫はれている親友に、おまえのそれと一緒だよ、と教えてやって、ふたりしてひっそりと照れ隠しのように笑い合った。


　幸せそうな親友の顔と、幸せな気分の自分、少し離はなれたところにある、その幸せのもとである恋しい相手の姿。


　体育館中を満たす喚かん声せいも、ホイッスルも床ゆかを滑すべる靴くつの音もボールが跳はねる響ひびきも、全部がずっと旭の傍そばにあったものだった。旭が好きなものばかりだった。


　満たされた嬉うれしさのまま帰りがけに見上げたのは、どこまでも澄すんだような冬晴れの空だ。きっと必要だった遠回りをしてきた二年半の後。一月最後の日曜日は、そんな日だった。




明あけ方がたのオマエに愛あいを告つげる
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